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域
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下
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、
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道
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橋

梁
の

基
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が
河

床
か

ら
突
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し

な
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深
さ

ま
で

河
床

掘
削

す
る

と
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も
に

、
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下

水
道

管
渠
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影

響
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箇
所

で
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水
路

拡
幅

と
、
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分

的
な

高
水

敷
掘

削
を
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う
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河
床

掘
削
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伴
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と
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る

橋
梁

の
補

強
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築
の
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梁
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議
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潮
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。
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継
続

実
施

 
・

潮
止

堰
等

撤
去

後
の

塩
水

化
対

策
を

継
続

 
〈

潮
止

矢
板

工
事

〉
右

岸
(西

宮
側

)
の

低
水

護
岸

L=
1
50

.
0m

[完
了

] 
・
沿

川
住

民
や

河
川

敷
利

用
者

へ
工

事
内

容
の

周
知

に
努

め
、
今

後
と

も
円

滑
な

事
業

進
捗

に
取

り
組

む
。

 
・
南

武
橋

架
替

に
向

け
、
関

係
機

関
(
阪

神
電

鉄
・
公

安
・
関

電
)
、
地

元
等

と
の

協
議

を
継

続
。 

 

・
河

道
対

策
工

事
を

継
続

実
施

。
今

後
も

更
な

る
事

業
推

進
を

図
る

。
 

〈
護

岸
工

事
〉

右
岸

(
西

宮
側

)の
低

水
護

岸
L
=1

0
5ｍ

[
完

了
] 

・
潮

止
堰

撤
去
・
河

床
掘

削
に

伴
う

地
下

水
の

影
響

調
査

検
討

、
地

下
水

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

継
続

実
施

 
・

潮
止

堰
等

撤
去

後
の

塩
水

化
対

策
を

継
続

 
〈

潮
止

矢
板

工
事

〉
 

右
岸

(
西

宮
側

)の
低

水
護

岸
L
=3

02
完

了
]
 
/L

=
1,

37
8
m
 [

期
別

計
画

(第
2
期

)]
 

 
 

 
左

岸
(
尼

崎
側

)の
低

水
護

岸
L
=
32

2
.0

m[
完

了
]
 /

L=
9
78

m 
[
期

別
計

画
(第

2
期
)]
 

・
沿

川
住

民
や

河
川

敷
利

用
者

へ
工

事
内

容
の

周
知

に
努

め
、
今

後
と

も
円

滑
な

事
業

進
捗

に
取

り
組

む
。

 
・
南

武
橋

架
替

に
向

け
、
関

係
機

関
(
阪

神
電

鉄
・
公

安
・
関

電
)と

の
協

議
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
地

元
説

明
会

を
開

催
し

て
、

仮
設

歩
道

橋
下

部
工

を
発

注
し

た
。

 

・
河

道
対

策
工

事
を

継
続

実
施

。
今

後
も

更
な

る
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
潮

止
堰

撤
去
・
河

床
掘

削
に

伴
う

地
下

水
の

影
響

調
査

検
討

、
地

下
水

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

継
続

実
施

 
・
沿

川
住

民
や

河
川

敷
利

用
者

へ
工

事
内

容
の

周
知

に
努

め
、
今

後
と

も
円

滑
な

事
業

進
捗

に
取

り
組

む
。

 
・
南

武
橋

架
替

に
向

け
、
仮

設
歩

道
橋

設
置

工
事

が
H
31

.
2
に

完
成

し
、
下

部
工
（

A
1、

A
2
橋

台
及

び
P1

、
P
2、

P3
橋

脚
）
が

R1
.
5
に

工
事

完
成

す
る

と
と

も
に

、
上

部
工

工
事

を
発

注
し

た
。

ま
た

、
関

係
機

関
(阪

神
電

鉄
・

公
安

・
関

電
)と

の
協

議
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
右

岸
側

の
ｱ
ﾌﾟ

ﾛｰ
ﾁ
拡

幅
工

事
を

発
注

し
た

。
 

  

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R2

 
    

・
河

道
対

策
工

事
を

継
続

実
施

。
今

後
も

更
な

る
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
潮

止
堰

撤
去
・
河

床
掘

削
に

伴
う

地
下

水
の

影
響

調
査

検
討

、
地

下
水

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

継
続

実
施

 
・
沿

川
住

民
や

河
川

敷
利

用
者

へ
工

事
内

容
の

周
知

に
努

め
、
今

後
と

も
円

滑
な

事
業

進
捗

に
取

り
組

む
。

 
・

南
武

橋
架

替
に

向
け

、
下

部
工

（
A1

、
A2

橋
台

及
び

P
1、

P2
、

P3
橋

脚
）

が
完

成
す

る
と

と
も

に
、

ま
た

、
関

係
機

関
(阪

神
電

鉄
・

公
安

・
関

電
等

)と
の

協
議

を
継

続
。

 
・

潮
止

矢
板

打
設

と
低

水
護

岸
拡

幅
の

工
事

（
大

庄
西

町
、

小
松

南
町

）
を

完
成

。
 

・
河

道
対

策
工

事
を

継
続

実
施

。
今

後
も

更
な

る
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
潮

止
堰

撤
去
・
河

床
掘

削
に

伴
う

地
下

水
の

影
響

調
査

検
討

、
地

下
水

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

継
続

実
施

 
・
沿

川
住

民
や

河
川

敷
利

用
者

へ
工

事
内

容
の

周
知

に
努

め
、
今

後
と

も
円

滑
な

事
業

進
捗

に
取

り
組

む
。

 
・

南
武

橋
架

替
に

向
け

、
上

部
工

（
１

期
施

工
）
、

右
岸

側
の

ｱﾌ
ﾟ
ﾛｰ

ﾁ
拡

幅
、

鳴
尾

跨
線

橋
工

事
が

完
成

予
定

。
ま

た
、

関
係

機
関

(
阪

神
電

鉄
・

公
安

・
関

電
等

)
と

の
協

議
を

継
続

。
 

・
潮

止
矢

板
打

設
と

低
水

護
岸

拡
幅

の
工

事
（

大
庄

西
町

）
を

継
続

。
 

・
阪

神
電

鉄
橋

梁
補

強
の

詳
細

設
計

を
委

託
。

 
・

１
号

床
止

工
～

３
号

床
止

工
の

護
岸

詳
細

設
計

を
実

施
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

国
土

強
靱

化
緊

急
三

箇
年

（H
30

～
R

2
）の

対
策

に
よ

り
河

床
掘

削
を

前
倒

し
て

着
手

で
き

た
。

 
低

水
路

拡
幅

は
、

2
期

計
画

目
標

に
対

し
、

7
0
4ｍ

残
区

間
を

残
す

こ
と

と
な

っ
た

が
、

3
期

計
画

で
の

完
了

を
目

指
し

引
き

続
き

取
り

組
む

。
 

河
床

掘
削

の
た

め
の

ガ
ス

管
橋

の
補

強
は

不
要

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
3

期
計

画
の

修
正

が
必

要
。

 
直

近
の

工
程

で
は

潮
止

堤
撤

去
は

R
6～

R
7

で
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

た
め

、
3

期
計

画
を

「工
事

完
了

」
と

す
る

。
 

他
は

概
ね

2
期

計
画

目
標

に
達

す
る

進
捗

と
な

っ
て

い
る

。
 

   

2



 
管

理
番

号
 
２
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

１
）

河
道

対
策

 
 

 
 

 
②

 
下

流
部

掘
込

区
間

（
仁

川
合

流
点

～
名

塩
川

合
流

点
）

 

実
施
目

標
 

戦
後

最
大

の
洪

水
で

あ
る

昭
和

3
6
年

6
月

2
7
日

洪
水

に
対

し
、

流
域

対
策

を
考

慮
し

、
洪

水
調

節
施

設
に

よ
り

洪
水

調
節

し
た

結
果

、
河

道
へ

の
配

分
流

量
2,

7
0
0m

3
/s
（

生
瀬

地
点

）
を

河
道

内
で

流
下

さ
せ

、
暫

定
的

に
浸

水
被

害
の

防
止

を
図

る
。 

 
 

施
策

の
概

要
 

掘
込

区
間

全
体

に
わ

た
っ

て
戦

後
最

大
の

洪
水

で
あ

る
昭

和
36

年
6
月

2
7
日

洪
水

（
生

瀬
地

点
に

お
け

る
河

道
へ

の
配

分
流

量
2
,7

0
0m

3/
s
）

に
対

す
る

護
岸

の
整

備
や

パ
ラ

ペ
ッ

ト
等

に
よ

る
溢

水
対

策
を

行
う

。
 

当
面

は
、

生
瀬

大
橋

上
流

の
未

整
備

区
間

の
う

ち
、

家
屋

の
多

い
青

葉
台

地
区

等
に

つ
い

て
、

下
流

の
整

備
済

区
間

と
同

水
準

の
流

量
（

生
瀬

地
点

に
お

け
る

河
道

へ
の

配
分

流
量

1
,9

0
0m

3/
s）

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
と

と
も

に
平

成
16

年
台

風
23

号
洪

水
（

生
瀬

地
点

2
,6

0
0m

3/
s）

に
よ

る
再

度
災

害
防

止
の

た
め

、
地

元
住

民
の

意
向

を
踏

ま
え

な
が

ら
河

床
掘

削
等

の
対

策
を

検
討

し
実

施
す

る
。

 
  
１
．

期
別

計
画

（
Ｐ
）

 
 

２
．
実

績
（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7
) 

第
２

期
 

(H
2
8～

R2
) 

第
３

期
 

(
R3

～
R7

) 

第
４

期
 

(
R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H
29

 
H
30

 
R
1 

R2
 

第
２

期
(H

28
～

R2
)計

 

(
1)

河
道

 
 
  

対
策

 

②
下

流
部

掘
込

区
間

 
(
仁

川
合

流
点

～
 

名
塩

川
合

流
点

) 

護
岸

整
備

や
パ

ラ
ペ

ッ
ト

等
に

よ
る

溢
水

対
策

 
(
仁

川
合

流
点

～
生

瀬
大

橋
) 

護
岸

整
備

､
パ

ラ
ペ

ッ
ト

等
 

(
9
.0

k
～

1
5
.9

k
) 

L
=
6.

9
㎞

 

－
 

－
 

工
事

着
手

 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

河
床

掘
削

等
 

(
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点
) 

河
床

掘
削

 
(
1
5.

9
k

～
1
8
.4

k
) 

L
=
2.

5
㎞

 
左

岸
拡

幅
 

L
=
0.

5
㎞

 
西

宝
橋

架
替

 

－
 

河
床

掘
削

 
0
.5

㎞
 

左
岸

拡
幅

 
着

手
 

工
事

継
続

 
工

事
完

了
 

・
地

元
及

び
道

路
管

理
者

（
国

交
省

及
び

市
）

と
の

協
議

を
継

続
中

 
・

物
件

調
査

及
び

用
地

補
償

交
渉

に
着

手
 

・
地

元
及

び
道

路
管

理
者

（
国

交
省

及
び

市
）

と
の

協
議

を
継

続
中

 
・

物
件

調
査

及
び

用
地

補
償

交
渉

を
継

続
中

 
・

一
部

の
地

権
者

と
土

地
売

買
契

約
を

締
結

 

・
名

塩
道

路
工

事
に

伴
う

河
積

確
保

の
た

め
一

部
河

床
掘

削
 

・
西

宝
橋

仮
橋

着
手

 

・
西

宝
橋

左
岸

用
地

補
償

契
約

完
了

 
・

西
宝

橋
仮

橋
継

続
中

 

・
西

宝
橋

仮
橋

継
続

中
 

・
河

床
掘

削
工

事
着

手
 

西
宝

橋
仮

橋
継

続
中

 
河

床
掘

削
工

事
着

手
 

※
工

事
着

手
に

は
用

地
補

償
を

含
む

 
 

 

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

 
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

に
つ

い
て

は
、

青
葉

台
地

区
に

係
る

左
岸

拡
幅

案
を

提
示

後
、
意

向
確

認
に

よ
り

同
意

を
得

ら
れ

た
地

権
者

に
つ

い
て

、
順

次
物

件
調

査
及

び
用

地
補

償
交

渉
に

着
手

し
て

い
る

。
引

き
続

き
用

地
取

得
に

向
け

て
交

渉
を

進
め

て
い

く
。

 
・

 
河

川
改

修
と

関
連

す
る

国
道

17
6
号

の
改

良
に

関
し

て
、
道

路
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

と
協

議
を

継
続

し
、

円
滑

な
事

業
執

行
に

向
け

て
調

整
し

て
い

く
。

 
・

 
西

宮
市

道
西

宝
橋

架
け

替
え

に
つ

い
て

も
、
道

路
管

理
者

で
あ

る
西

宮
市

及
び

施
工

を
委

託
す

る
国

土
交

通
省

と
協

議
を

継
続

し
、

円
滑

な
事

業
執

行
に

向
け

て
調

整
し

て
い

く
。
 

 

・
 
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

に
つ

い
て

は
、

青
葉

台
地

区
に

係
る

左
岸

拡
幅

案
を

提
示

後
、
意

向
確

認
に

よ
り

同
意

を
得

ら
れ

た
地

権
者

に
つ

い
て

、
順

次
物

件
調

査
及

び
用

地
補

償
交

渉
に

着
手

し
て

お
り

、
一

部
の

地
権

者
と

土
地

売
買

契
約

を
締

結
し

た
。
引

き
続

き
用

地
取

得
に

向
け

て
交

渉
を

進
め

て
い

く
。

 
・

 
河

川
改

修
と

関
連

す
る

国
道

17
6
号

の
改

良
に

関
し

て
、
道

路
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

と
協

議
を

継
続

し
、

円
滑

な
事

業
執

行
に

向
け

て
調

整
し

て
い

く
。

 
・

 
西

宮
市

道
西

宝
橋

架
け

替
え

に
つ

い
て

も
、
道

路
管

理
者

で
あ

る
西

宮
市

及
び

施
工

を
委

託
す

る
国

土
交

通
省

と
協

議
を

継
続

し
、

円
滑

な
事

業
執

行
に

向
け

て
調

整
し

て
い

く
 

・
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

に
つ

い
て

は
、

青
葉

台
地

区
に

係
る

左
岸

拡
幅

案
を

提
示

後
、
 

意
向

確
認

に
よ

り
同

意
を

得
ら

れ
た

地
権

者
に

つ
い

て
、
順

次
物

件
調

査
及

び
用

地
補

償
交

 
渉

に
着

手
し

て
お

り
、
一

部
の

地
権

者
と

土
地

売
買

契
約

を
締

結
し

た
。
引

き
続

き
用

地
取

 
得

に
向

け
て

交
渉

を
進

め
て

い
く

。
 

・
河

川
改

修
と

関
連

す
る

国
道

17
6
号

の
改

良
に

関
し

て
、
道

路
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

 
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

。
 

・
西

宮
市

道
西

宝
橋

架
け

替
え

に
つ

い
て

も
、

道
路

管
理

者
で

あ
る

西
宮

市
及

び
施

工
を

委
託

す
る

国
土

交
通

省
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

に
つ

い
て

は
、

青
葉

台
地

区
に

係
る

左
岸

拡
幅

案
を

提
示

後
、
 

意
向

確
認

に
よ

り
同

意
を

得
ら

れ
た

地
権

者
に

つ
い

て
、
順

次
物

件
調

査
及

び
用

地
補

償
交

 
渉

に
着

手
し

て
お

り
、
一

部
の

地
権

者
と

土
地

売
買

契
約

を
締

結
し

た
。
引

き
続

き
用

地
取

 
得

に
向

け
て

交
渉

を
進

め
て

い
く

。
 

・
河

川
改

修
と

関
連

す
る

国
道

1
76

号
の

改
良

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

 
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

。
 

・
西

宮
市

道
西

宝
橋

架
け

替
え

に
つ

い
て

も
、

道
路

管
理

者
で

あ
る

西
宮

市
及

び
施

工
を

委
託

す
る

国
土

交
通

省
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

。
 

 

・
生

瀬
大

橋
～

名
塩

川
合

流
点

に
つ

い
て

は
、

青
葉

台
地

区
に

係
る

左
岸

拡
幅

案
を

提
示

後
、
 

意
向

確
認

に
よ

り
同

意
を

得
ら

れ
た

地
権

者
に

つ
い

て
、
順

次
物

件
調

査
及

び
用

地
補

償
交

 
渉

に
着

手
し

て
お

り
、

引
き

続
き

用
地

取
得

に
向

け
て

交
渉

を
進

め
て

い
く

。
 

・
河

川
改

修
と

関
連

す
る

国
道

1
76

号
の

改
良

に
関

し
て

、
道

路
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

 
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

。
 

・
西

宮
市

道
西

宝
橋

架
け

替
え

に
つ

い
て

も
、

道
路

管
理

者
で

あ
る

西
宮

市
及

び
施

工
を

委
託

す
る

国
土

交
通

省
と

協
議

を
継

続
し

、
円

滑
な

事
業

執
行

に
向

け
て

調
整

し
て

い
く

。
 

・
名

塩
道

路
工

事
区

間
よ

り
下

流
の

河
床

掘
削

に
着

手
す

る
。

 
  

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

河
床

掘
削

に
つ

い
て

は
、

R
2

工
事

着
手

。
 

左
岸

拡
幅

に
つ

い
て

は
、

西
宝

橋
架

替
と

併
せ

、
引

き
続

き
4

期
完

了
を

目
指

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

る
。

 

  

3



 
管

理
番

号
 
３
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

１
）

河
道

対
策

 
 

 
 

 
③

 
中

流
部

（
名

塩
川

合
流

点
～

羽
束

川
合

流
点

）
 

実
施
目

標
 

戦
後

最
大

の
洪

水
で

あ
る

昭
和

3
6
年

6
月

2
7
日

洪
水

に
対

し
、

流
域

対
策

を
考

慮
し

、
洪

水
調

節
施

設
に

よ
り

洪
水

調
節

し
た

結
果

、
河

道
へ

の
配

分
流

量
2,

6
00

m
3/

s（
武

田
尾

地
点

）
を

河
道

内
で

流
下

さ
せ

、
暫

定
的

に
浸

水
被

害
の

防
止

を
図

る
。

 
 

 

施
策

の
概

要
 

 
中

流
部

の
武

田
尾

地
区

に
お

い
て

、
戦

後
最

大
の

洪
水

で
あ

る
昭

和
36

年
6
月

27
日

洪
水

（
武

田
尾

地
点

に
お

け
る

河
道

へ
の

配
分

流
量

2,
60

0
m
3/

s）
に

対
し

、
河

川
整

備
を

実
施

す
る

。
 

  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7
) 

第
２

期
 

(H
2
8～

H3
2
) 

第
３

期
 

(
H3

3～
H3

7
) 

第
４

期
 

(H
3
8～

H4
2)

 
H2

8 
H
2
9 

H
3
0 

R
1 

R
2 

第
２

期
(H

28
～

H3
2
)計

 

 (
1
)河

道
 

 
  

対
策

 
 

 ③
中

流
部

 
(
名

塩
川

合
流

点
～

羽
束

川
合

流
点

) 

護
岸

整
備

等
に

よ
る

溢
水

対
策

 
(
武

田
尾

地
区

) 

〔
住

宅
地

区
〕

 
護

岸
整

備
等

 
L
=4

90
m 

護
岸

整
備

 
L=

2
50

m 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

護
岸

整
備

 
(本

川
No
.2
30
+5
0～

No
.2
31
) 

(僧
川

No
.0
-1
3.
7～

No
.8
+1
6.
6)
 

L
=
24

0
m 

迂
回

路
撤

去
工

事
 

区
画

整
理

地
基

盤
整

備
工

 

完
成

 
区

画
整

理
地

基
盤

整
備

工
 

－
 

－
 

工
事

完
了

 

〔
温

泉
地

区
〕

 
護

岸
整

備
等

 
L
=3

60
m 

用
地

補
償

 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

護
岸

整
備

 
(N
o.
24
1+
80
～

No
.2
43
+4
0.
5)
 

L
=
17

0
m 

支
川

B
O
X2

基
、
斜

面
対

策
工

 
護

岸
整

備
 

(N
o.
24
1+
80
～
No
.2
41
+3

0)
 

L
=
5
0m

 

 
護

岸
整

備
 

(N
o.

24
1+

30
～
No

.2
40

+1
5)
 

L
=1

40
m（

完
成

）
 

－
 

－
 

工
事

完
了

 

 
 

 

 
３
．

点
検
・

評
価

（
Ｃ

）
 
（

第
２
期

［
H2
8
～

H3
2
］）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
＜

住
宅

地
区

＞
 

・
H2

7
年

度
に

続
き

H
28

年
度

も
護

岸
整

備
を

実
施

。
L=

2
40

m[
完

了
]（

H2
9
.
6
末

）
 

・
護

岸
整

備
に

つ
い

て
は

H
28

年
度

発
注

工
事

に
て

完
了

。
 

・
H
2
9
年

度
は

盛
土

箇
所

の
仕

上
げ

等
の

周
辺

整
備

工
事

が
円

滑
に

進
む

よ
う

、
土

地
区

画
整

理
組

合
と

連
携

し
つ

つ
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
平

成
29

年
度

完
成

に
向

け
、

順
調

に
進

捗
。

 
 ＜

温
泉

地
区

＞
 

・
H2

7
年

度
に

続
き

H
28

年
度

も
護

岸
整

備
を

実
施

。
L=

1
70

m[
完

了
]（

H2
9
.
6
末

）
 

・
地

権
者

の
円

滑
な

本
移

転
に

寄
与

す
る

た
め

、
地

権
者

と
も

密
に

連
絡

を
と

り
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
平

成
30

年
度

完
成

に
向

け
、

順
調

に
進

捗
。

 
 

＜
住

宅
地

区
＞

 
・

H
27

、
H
28

年
度

護
岸

整
備

を
実

施
。

L=
2
40

m
[完

了
]（

H
29

.6
末

）
 

・
H2

9
年

度
は

盛
土

箇
所

の
仕

上
げ

等
の

周
辺

整
備

工
事

を
実

施
、
土

地
区

画
整

理
組

合
と

連
携

し
つ

つ
事

業
推

進
を

図
っ

た
。

 
・

平
成

29
年

度
発

注
工

事
に

て
基

盤
整

備
を

完
了

。
 

・
平

成
30

年
度

は
地

元
に

よ
る

再
建

工
事

が
順

調
に

進
捗

で
き

る
基

盤
が

整
っ

た
。

 
 ＜

温
泉

地
区

＞
 

・
継

続
し

て
H
29

年
度

も
護

岸
整

備
を

実
施

。
L=

5
0m

[完
了

]（
H
30

.6
末

）
 

・
地

権
者

の
円

滑
な

本
移

転
に

寄
与

す
る

た
め

、
地

権
者

と
も

密
に

連
絡

を
と

り
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
平

成
30

年
度

発
注

工
事

に
お

い
て

完
成

に
向

け
、

順
調

に
進

捗
。

 
 

＜
住

宅
地

区
＞

 
・

H
30

年
度

は
、

H
29

年
度

に
発

注
し

た
区

画
整

理
地

内
の

基
盤

整
備

工
を

完
了

し
、

地
元

に
よ

る
再

建
工

事
が

順
調

に
進

め
ら

れ
た

。
 

 ＜
温

泉
地

区
＞

 
・

H
30

年
度

も
継

続
し

て
最

終
の

区
間

の
護

岸
整

備
を

実
施

。
L
=1

40
m[

完
了

]（
R
1.

6
末

）。
 

・
地

権
者

の
円

滑
な

本
移

転
に

寄
与

す
る

た
め

、
地

権
者

と
も

密
に

連
絡

を
と

り
事

業
推

進
を

図
る

。
 

・
令

和
元

年
度

は
平

成
3
0
年

度
発

注
工

事
の

仮
設

撤
去

工
な

ど
を

実
施

し
、

完
成

に
向

け
、

順
調

に
進

捗
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

 工
事

完
了

 
 

 
－

 
      

 
４

．
改
善

（
Ａ

）
 

（
第
３

期
［
H
33
～

H
37
］

に
向
け

て
）

 
 

な
し

 

 

4



―
 

管
理

番
号
 
４
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

１
）

河
道

対
策

 
 

 
 

 
④

 
上

流
部

（
羽

束
川

合
流

点
～

本
川

上
流

端
）

及
び

支
川

 

実
施

目
標

 
 

各
河

川
の

目
標

流
量

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

 
・

大
堀

川
 

5
0m

3
/
s 

 
 

 
 

 
 

・
荒

神
川

 
39

m3
/s

 
 

 
 

 
 

 
 

・
波

豆
川

(宝
塚

市
) 

16
0
m3

/
s 

・
波

豆
川

(三
田

市
) 

65
m3

/
s 

 
・

山
田

川
 

1
00

m
3/

s 
 

 
 

 
 

 
・

大
池

川
 

40
m
3
/s

 
・

相
野

川
 

4
5m

3
/
s 

 
 

 
 

 
 

・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川

 
1
1
0m

3
/s

 
・

波
賀

野
川

 
25

m
3/

s 

 
 

施
策

の
概

要
 

 
そ

れ
ぞ

れ
の

目
標

流
量

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
、

河
道

拡
幅

や
河

床
掘

削
等

を
行

う
。

こ
れ

に
伴

い
改

築
が

必
要

と
な

る
橋

梁
の

補
強

又
は

改
築

の
方

法
に

つ
い

て
は

、
橋

梁
管

理
者

と
協

議
、

調
整

を
行

う
。

 
 

  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．
実

績
（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7)
 

第
２

期
 

(H
2
8～

R2
) 

第
３

期
 

(R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
29

 
H3

0 
R
1 

R
2 

第
2
期

(H
2
8～

H3
2
)計

 

(
1
)河

道
 

 
 対

策
 

④
上

流
部

(
羽

束
川

合
流

点
～

本
川

上
流

端
)
及

び
支

川
 

大
堀

川
（

宝
塚

市
）

の
整

備
 

河
床

掘
削

等
 

(
西

田
川

橋
～

西
ノ

町
橋

) 
L
=1

.2
㎞

 

0
.0

1
㎞

 
0
.
5k

m 
工

事
完

了
 

－
 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)上

流
右

岸
及

び
下

流
左

岸
の

護
岸

工
事

に
着

手
 

右
岸

L=
67

.7
m 

(N
o.

21
+1

2.
3～

No
.2

5)
 

左
岸

L=
40

.6
m 

(N
o.

15
+7

.6
～

No
.1
7+

8.
2)

 
・

西
田

川
橋

上
流

右
岸

側
護

岸
工

事
に

着
手

 
L=

8
7m

 
(N

o.
0+
11

.9
～

No
.4

+0
.3

) 
(N

o.
8+
15

.4
～

No
.9
+1

4.
3)

 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)上

流
右

岸
及

び
下

流
左

岸
の

護
岸

工
事

完
了

 
右

岸
L
=6

7
.
7m

 
(N
o.

21
+1

2.
3～

No
.2

5)
 

左
岸

L
=4

0
.
6m

 
(N

o.
15
+7

.6
～

No
.1

7+
8.

2)
 

・
西

田
川

橋
上

流
右

岸
側

護
岸

工
事

を
継

続
中

 
L
=8

7m
 

完
成

 
(N
o.

0+
11

.9
～

No
.4
+0

.3
) 

(N
o.

8+
15

.4
～

No
.9

+1
4.

3)
 

 
L
=2

6
5
m 

着
手

 
(N
o.

4+
0.

3～
No

.8
+1

5.
4)

 
(N

o.
9+
14

.3
～

第
一

小
浜

橋
) 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)下

流
両

岸
の

護
岸

工
事

に
着

手
 

右
岸

L
=
19

1.
7
m 

(N
o.

4+
0.

3～
No

.1
4+

10
.3

) 
左

岸
L
=
94

.4
m 

(N
o.

3+
0.

5～
No

.7
+1

5.
0)

 
 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)下

流
左

岸
の

護
岸

工
事

完
了

 
左

岸
L
=1

5
0
.3

m 
(N
o.

7+
15

.0
～

No
.1
4+

15
.3

) 
 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)下

流
右

岸
の

護
岸

工
事

に
着

手
 

右
岸

L
=8

0
.
4m

 
(N

o.
14
+1

0.
3～

No
.1

8)
 

・
第

一
小

浜
橋

(尼
崎

宝
塚

線
)上

流
左

岸
の

護
岸

工
事

に
着

手
 

左
岸

L
=8

8
.
6m

 
(N

o.
19
+3

.3
～

No
.2

3+
10

.0
) 

 

0
.3

ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
0
.3

km
完

了
) 

荒
神

川
（

宝
塚

市
）

の
整

備
【

市
】

 

河
床

掘
削

等
 

(国
道

17
6
号

～
荒
神
橋
) 

L=
0.
6
㎞
 

0
.2

7
㎞

 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

・
J
R
横

断
部

の
上

下
流

護
岸

L=
10

m 
・
JR

横
断

部
護

岸
（

両
岸

）
1
4
m 

残
区

間
設

計
協

議
中

 
残

区
間

詳
細

設
計

中
 

残
区

間
発

注
予

定
 

0
.0

3
km

完
了

 
(累

計
0
.3

km
完

了
) 

波
豆

川
（

宝
塚

市
）

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(
滝

本
橋

～
島

橋
) 

L
=0

.3
㎞

 

工
事

着
手

 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

・
島

橋
(川

西
三

田
線

 
架

替
工

事
を

継
続

 
・

島
橋

(川
西

三
田

線
)

架
替

工
事

を
継

続
 

・
島

橋
(川

西
三

田
線

)
架

替
工

事
完

了
 

・
護

岸
工

事
に

着
手

 

護
岸

工
事

（
L
=
1
80

m
）
を

継
続

 
護

岸
工

事
（
L
=
9
0m

）
に

着
手

 
0
.2

7
ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
0
.2

7
km

完
了

) 

波
豆

川
（

三
田

市
）

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(
中

河
原

橋
～

護
摩

池
) 

L
=0

.6
㎞

 

0
.2

㎞
 

工
事

完
了

 
－

 
－

 
－

 
－

 
・

護
岸

工
L=

10
0
ｍ

完
了

 
（

R
1.

6
末

）
 

護
岸

工
L=

9
0m

完
了

（
 

事
業

完
了

）
 

（
R2

.
6
末

）
 

 
0
.1

9
km

完
了

 
(累

計
0
.3

9
km

完
了

) 
延

長
見

直
し

に
よ

り
完

了
 

山
田

川
（

三
田

市
）

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(
山

田
滑

谷
ダ

ム
上

流
10
50
m
～

砥
石

橋
上

流
50
0m
) 

L=
1.
9
㎞
 

1
.1

㎞
 

0
.
3
㎞

 
工

事
継

続
 

工
事

完
了

 
築

堤
工

事
 

(N
o.
17

～
No

.2
0)

 
L
=7

0m
 [

完
了

] 
－

 
用

地
測

量
着

手
 

用
地

交
渉

中
 

用
地

買
収

 
築

堤
工

事
に

着
手

 
0
.0

7
ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
1
.2

km
完

了
) 

大
池

川
（

三
田

市
）

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(
JR

福
知

山
橋

梁
～

国
道

1
76

号
上

流
5
0m

) 
L
=0

.1
6
㎞

 

0
.1

6k
m 

工
事

完
了

 
－

 
－

 
近

接
施

工
に

関
し

て
、

J
R
西

日
本

と
の

協
議

[
継

続
] 

河
道

拡
幅

等
 

(J
R
福
知

山
橋

梁
～

国
道

17
6

号
上

流
50

m)
 

L=
0.

16
㎞
[事

業
完

了
] 

 
 

 
工

事
完

了
 

相
野

川
（

三
田

市
）

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(
洞

橋
～

2
級

河
川

上
流

端
) 

L
=1

.4
㎞

 

工
事
着
手
 

0
.
6
㎞

 
工

事
完

了
 

－
 

護
岸

工
事

 
(
上

流
区

間
両

岸
) 

(N
o.
40

～
No

.4
2)

 
L
=2

00
m 

[完
了

(H
29

.6
)]
 

護
岸

工
事

 
(
上

流
区

間
両

岸
) 

(N
o.

39
～

No
.4

0)
 

L
=
40

m
 
[完

了
] 

護
岸

工
事

 
(
上

流
区

間
両

岸
) 

(N
o.
42

～
No

.4
3)

 
L
=5

8m
 [

完
了

] 
詳

細
設

計
完

了
 

護
岸

工
L
=2

9
ｍ

 
用

地
交

渉
 

0
.3

2
ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
0
.3

2
km

完
了

) 

武
庫

川
及

び
真

南
条

川
（

篠
山

市
）

の
整

備
 

河
床

掘
削

等
 

(
岩

鼻
橋

～
山
崎
橋
) 

L=
1.
9
㎞
 

0.
55

㎞
 

0
.
7
㎞

 
工

事
完

了
 

－
 

河
床

掘
削

工
事

 
(N

o.
87

+2
0～

No
.8
8+

35
) 

L
=6

5m
 [

完
了

] 

河
床

掘
削

工
事

 
(N

o.
88
+3

5～
No

.9
3+

30
) 

L
=
24

5
m
 [

H
30

.3
完

了
] 

河
床

掘
削

工
事

 
(
No

98
+1

0
.～

N
o.

99
+1

7
5
) 

L
=9

5.
5m

 
[
H3

1
.3

完
了

] 

河
床

掘
削

工
事

 
(
N
o1

0
0
+2

.
0～

N
o
.1

0
3
) 

L
=
14

8
.
0m

 

河
床

掘
削

工
事

 
武

庫
川

/ 
L
=1

00
m
 

N
o
10

3
～

No
10

5)
、

 
真

南
条

川
/
 L

=1
0
0
m 

0
.7

5
ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
0
.7

5
km

完
了

) 

5



波
賀

野
川

（
篠

山
市

）
 

の
整

備
 

河
道

拡
幅

等
 

(J
R
福
知
山
 

線
橋

梁
～

西
角
橋
) 

L=
0.
4
㎞
 

事
業

着
手

 
工

事
完

了
 

－
 

－
 

井
堰

等
設

計
に

着
手

 
用

地
測

量
 

L
=
44

0
m 

用
地

測
量

 
L
=4

40
m 

用
地

交
渉

中
 

JR
協

議
 

工
事

着
手

 
L
=
0.

1
km

 
0
.1

ｋ
ｍ

完
了

 
(累

計
0
.1

km
完

了
) 

  
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

大
堀

川
：
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）
と

の
兼

用
護

岸
工

事
を

継
続

。
西

田
川

橋
か

ら
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）
橋

ま
で

の
右

岸
側

護
岸

工
事

を
継

続
。
今

後
は

、
同

区
間

の
左

岸
側

護
岸

工
事

着
手

に
向

け
関

係
者

と
調

整
を

図
る

。
 

・
荒

神
川

：
護

岸
工

事
を

継
続

。
JR

横
断

部
の

護
岸

工
事

に
着

手
に

向
け

、
JR

西
日

本
と

調
整

し
て

い
く

。
 

・
波

豆
川

(宝
塚

市
)：

H
27

年
度

に
続

き
H
28

年
度

も
島

橋
架

替
工

事
を

実
施

。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。

 
・

波
豆

川
(三

田
市

)：
工

事
実

施
無

し
。

事
業

推
進

の
た

め
、

交
付

金
事

業
採

択
を

受
け

た
。

今
後

は
計

画
的

な
事

業
進

捗
を

図
っ

て
い

く
。

 
・

山
田

川
：

H2
5
年

度
以

来
の

工
事

実
施

。
事

業
推

進
の

た
め

、
交

付
金

事
業

採
択

に
向

け
国

と
調

整
し

て
い

く
。

 
・
大

池
川
：
H2

7
年

度
に

続
き

、
JR

福
知

山
線

と
国

道
1
76

号
の

間
約

30
m
に

つ
い

て
、
JR

西
日

本
と

近
接

施
工

に
関

す
る

協
議

を
継

続
。

H
29

年
度

に
工

事
完

了
予

定
。

 
・
相

野
川
：
補

正
予

算
も

活
用

し
事

業
推

進
を

図
っ

た
。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。
 

・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川

：
H2

7
年

度
に

続
き

H2
8
年

度
も

河
床

掘
削

工
事

（
篠

山
市

当
野

）
を

実
施

。
今

後
も

計
画

的
な

工
事

進
捗

を
図

る
。

 
・
波

賀
野

川
：
井

堰
等

の
補

償
物

件
の

設
計

を
実

施
。
H
29

年
度

は
用

地
測

量
等

を
実

施
予

定
。

今
後

も
計

画
的

な
事

業
進

捗
を

図
る

。
 

 

・
大

堀
川
：
西

田
川

橋
か

ら
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）
橋

ま
で

の
右

岸
側

護
岸

工
事

を
継

続
。
今

後
は

、
同

区
間

の
左

岸
側

護
岸

工
事

着
手

に
向

け
関

係
者

と
調

整
を

図
る

。
 

・
荒

神
川

：
護

岸
工

事
を

継
続

。
 

・
波

豆
川

(宝
塚

市
)：

島
橋

架
替

工
事

を
実

施
中

。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。

 
・

波
豆

川
(三

田
市

)：
補

正
予

算
の

交
付

を
受

け
た

。
次

年
度

以
降

事
業

の
進

捗
を

図
る

。
 

・
山

田
川

：
事

業
推

進
の

た
め

、
交

付
金

事
業

と
し

て
採

択
さ

れ
た

。
 

・
大

池
川

：
事

業
が

完
了

し
た

。
 

・
相

野
川
：
補

正
予

算
も

活
用

し
事

業
推

進
を

図
っ

た
。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。
 

・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川
：
昨

年
度

に
続

き
H
29

年
度

も
河

床
掘

削
工

事
（

篠
山

市
当

野
）
を

実
施

。
今

後
も

計
画

的
な

工
事

進
捗

を
図

る
。

 
・

波
賀

野
川

：
H2

9
年

度
は

用
地

測
量

等
を

実
施

予
定

。
H3

0
年

度
は

用
地

取
得

、
物

件
補

償
に

向
け

関
係

機
関

と
協

議
を

開
始

。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。

 
 

・
大

堀
川

：
西

田
川

橋
か

ら
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）

橋
ま

で
の

両
岸

の
護

岸
工

事
を

継
続

。
 

・
荒

神
川

：
上

流
部

の
残

る
区

間
に

つ
い

て
設

計
協

議
中

。
 

・
波

豆
川

(宝
塚

市
)：

島
橋

架
替

工
事

を
完

了
。

護
岸

工
事

に
着

手
。

 
・

波
豆

川
(三

田
市

)：
護

岸
工

事
を

施
工

中
。

ま
た

、
上

流
区

間
の

詳
細

設
計

を
委

託
中

 
・

山
田

川
：

事
業

進
捗

に
向

け
、

地
元

説
明

を
行

っ
た

。
用

地
測

量
を

委
託

中
。

 
・
相

野
川
：
引

き
続

き
上

流
端

ま
で

の
護

岸
工

事
を

行
う

。
ま

た
、
下

流
工

区
の

用
地

取
得

に
着

手
す

る
。

 
・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川
：
昨

年
度

に
続

き
H
30

年
度

も
河

床
掘

削
工

事
（

篠
山

市
当

野
）
を

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
施

。
今

後
も

計
画

的
な

工
事

進
捗

を
図

る
。

 
・
波

賀
野

川
：
H3

0
年

度
は

用
地

測
量

等
を

実
施

。
R1

年
度

は
用

地
取

得
、
物

件
補

償
に

向
け

 
関

係
機

関
と

協
議

を
開

始
。

今
後

も
計

画
的

な
事

業
進

捗
を

図
る

。
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R2

 
    

･
大

堀
川

：
西

田
川

橋
か

ら
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）

橋
ま

で
の

両
岸

の
護

岸
工

事
を

継
続

。
 

･
荒

神
川

：
上

流
部

の
残

る
区

間
に

つ
い

て
設

計
中

。
 

・
波

豆
川

（
三

田
市

）
：事

業
が

完
了

。
波

豆
川

(宝
塚

市
)：

護
岸

工
事

を
施

工
中

。
 

・
山

田
川

：
事

業
進

捗
に

む
け

、
用

地
交

渉
の

実
施

 
・
相

野
川

：
上

流
端

ま
で

の
護

岸
工

事
が

完
了

 
・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川

：
昨

年
度

に
続

き
R1

年
度

も
河

床
掘

削
工

事
（

丹
波

篠
山

市
南

矢
代

）
を

実
施

。
今

後
も

計
画

的
な

工
事

進
捗

を
図

る
。

 
･
波

賀
野

川
：

R1
年

度
は

用
地

買
収

等
を

進
捗

。
残

り
の

用
地

取
得

、
物

件
補

償
に

向
け

関
係

機
関

と
協

議
を

継
続

。
今

後
も

計
画

的
な

事
業

進
捗

を
図

る
。

 

･
大

堀
川

：
西

田
川

橋
か

ら
県

道
（

尼
崎

宝
塚

線
）

橋
ま

で
の

両
岸

の
護

岸
工

事
を

完
了

。
 

･
荒

神
川

：
上

流
部

の
残

る
区

間
に

つ
い

て
工

事
着

手
予

定
。

 
･
波

豆
川

(宝
塚

市
)：

護
岸

工
事

を
施

工
中

。
 

・
山

田
川

：
事

業
進

捗
に

向
け

て
、

用
地

買
収

を
行

う
 

・
相

野
川

：
事

業
進

捗
に

向
け

て
、

地
権

者
と

の
用

地
交

渉
を

行
う

 
・
武

庫
川

及
び

真
南

条
川

：
2

期
計

画
0.

7
km

に
対

し
0.

7
5k

m
完

成
 

・
波

賀
野

川
：工

事
着

手
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

2
期

計
画

で
は

支
川

５
河

川
が

完
了

予
定

で
あ

っ
た

が
、

実
績

は
2

河
川

の
完

了
と

な
っ

て
お

り
、

3
期

計
画

の
完

了
予

定
を

3
河

川
か

ら
6

河
川

に
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

   

6



 
管

理
番
号

５
  

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

１
）

河
道

対
策

 
 

 
 

 
④

 
上

流
部

（
羽

束
川

合
流

点
～

本
川

上
流

端
）

及
び

支
川

 

実
施

目
標

 
 

計
画

高
水

位
以

下
の

洪
水

に
よ

る
浸

透
や

侵
食

に
対

し
て

十
分

な
安

全
性

を
確

保
す

る
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

 
計

画
高

水
位

以
下

の
洪

水
に

よ
る

浸
透

や
侵

食
に

対
し

て
十

分
な

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
堤

防
強

化
対

策
を

行
う

。
 

  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．

実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
29

 
H
30

 
R
1 

R
2 

第
2
期

(H
2
8～

R2
)計

 

 (
1
)河

道
 

 
 対

策
 

 
④

上
流

部
(
羽

束
川

合
流

点
～

本
川

上
流

端
)
及

び
支

川
 

天
王

寺
川

（
伊

丹
市

､
宝

塚
市

）
の

整
備

 

堤
防

強
化

 
[
ド

レ
ー

ン
工

に
よ

る
浸

透
対

策
] 

(
伊

丹
市

荒
牧

 
～

 
宝

塚
市

中
筋

) L
=0

.2
㎞

 

工
事

完
了

 
－

 
－

 
－

 
 

 
 

 

 
 

天
神

川
（

伊
丹

市
､
宝

塚
市

）
の

整
備

 

堤
防

強
化

 
[
表

の
り

面
被

覆
工

に
よ

る
浸

透
対

策
] 

(
伊

丹
市

荻
野

西
～

 
宝

塚
市

山
本

西
) 

L
=3

.8
㎞

 

1.
5
6
㎞

 
累

計
2.

48
km

 
(H
22

迄
完
了

0.
92

㎞
含
) 

1.
0
㎞

 
工

事
完

了
 

－
 

0.
1
3
㎞

[完
了

] 
(N
o.
16
+1
70
.5
～
No
.1
7+
35
.5
) 

0.
0
4
㎞

［
完

了
］

 
（

N
o.

17
＋

3
5.

5
～

No
.
17

+
73

.
4）

 

0
.
4
㎞

［
完

了
］

 
（

No
.
18

＋
1
0
6.

35
～

N
o
.2

0
+
17

8
.7

5）
 

0
.1

1k
m［

完
了

］
 

（
N
o
.1

7
＋

7
9.

3
～

N
o.

17
+1

9
4
.6

）
 

0
.
53

k
m［

完
了

見
込

］
 

（
No

.
2
0＋

18
6.

5
～

N
o
.2

3
＋

12
5.

0）
 

1
.
2
1k

m
完

了
 

(
累

計
3.

6
9
km

完
了

) 
 
 
 残

0
.1

1
km

は
継

続
 

 
 

 
 

 
 

※
工

事
着

手
に

は
用

地
補

償
を

含
む

 

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
〈

天
神

川
〉

 
・

期
別

計
画

（
第

2
期

）
1.

0
㎞

に
対

し
、

0
.1

3
㎞

が
完

了
。

 
・

期
別

計
画

達
成

に
向

け
順

調
に

進
捗

。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 

〈
天

神
川

〉
 

・
期

別
計

画
〈

第
2
期

〉
1
.0

㎞
に

対
し

、
0
.
17

㎞
完

了
。

 
・

期
別

計
画

達
成

に
向

け
順

調
に

進
捗

。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 

〈
天

神
川

〉
 

・
期

別
計

画
〈

第
2
期

〉
1.

0
㎞

に
対

し
、

0
.5

7
㎞

完
了

。
 

・
期

別
計

画
達

成
に

向
け

順
調

に
進

捗
。

今
後

も
引

き
続

き
、

整
備

推
進

に
努

め
る

。
 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

  
〈

天
神

川
〉

 
・

期
別

計
画

〈
第

2
期

〉
1
.0

㎞
に

対
し

、
0
.
68

㎞
完

了
。

 
・

期
別

計
画

達
成

に
向

け
順

調
に

進
捗

。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 
 

〈
天

神
川

〉
 

・
期

別
計

画
〈

第
2
期

〉
1
.0

㎞
に

対
し

、
1
.
21

㎞
完

了
見

込
み

。
 

  

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

2
期

計
画

目
標

１
．

0
ｋ
ｍ

に
対

し
1.

2
1k

m
完

成
、

3
期

計
画

工
事

完
了

に
向

け
、

引
き

続
き

整
備

を
進

め
る

。
 

     

7



 
管

理
番

号
 
６
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

１
）

河
道

対
策

 
 

 
 

 
⑤

 
下

流
部

築
堤

区
間

の
堤

防
強

化
（

南
武

橋
～

仁
川

合
流

点
）

 

実
施

目
標

 
計

画
高

水
位

以
下

の
洪

水
に

よ
る

浸
透

や
侵

食
に

対
し

て
十

分
な

安
全

性
を

確
保

す
る

。
 

 
さ

ら
に

、
計

画
高

水
位

以
上

の
洪

水
に

対
し

て
堤

防
を

決
壊

し
に

く
く

す
る

工
法

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

築
堤

区
間

全
区

間
14

.
4
㎞

を
対

象
に

、
計

画
高

水
位

以
下

の
洪

水
に

対
す

る
ド

レ
ー

ン
工

法
等

の
浸

透
対

策
、

護
岸

工
に

よ
る

侵
食

対
策

を
実

施
す

る
。

 
ま

た
、

計
画

高
水

位
以

上
の

洪
水

に
対

し
て

堤
防

を
決

壊
し

に
く

く
す

る
浸

透
対

策
、

侵
食

対
策

及
び

巻
堤

等
に

よ
る

越
水

対
策

に
つ

い
て

検
討

し
、

可
能

な
も

の
か

ら
実

施
す

る
。

 
 

併
せ

て
、

堤
防

に
近

接
す

る
一

部
の

家
屋

等
の

対
応

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

 
    

１
．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(H
2
3～

H2
7)

 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(
R8

～
R
12

) 
H
28

 
H2

9 
H
3
0 

R
1 

R2
 

第
2
期

（
H2

8
～

R2

計
）

 

 (
1
)河

道
 

 
 対

策
 

 ⑤
下

流
部

築
堤

区
間

の
堤

防
強

化
 

(
南

武
橋

～
仁

川
合

流
点

) 

計
画

高
水

位
以

下
の

洪
水

に
対

す
る

浸
透

対
策

、
侵

食
対

策
 

・
ド

レ
ー

ン
工

法
等

の
浸

透
対

策
(
対

策
実

施
延

長
L
=
7
.3

k
m)

 
・

護
岸

工
に

よ
る

侵
食

対
策

（
対

策
実

施
延

長
L
=
6
.2

k
m）

 

工
事

継
続

 
(浸

透
対

策
) 

L=
6
.2

k
m 

(侵
食

対
策

) 
L=

0
.7

k
m 

工
事

完
了

 
(
浸

透
対

策
) 

L
=
1.

1
k
m 

(
侵

食
対

策
）
 

L
=
5.

5
k
m 

－
 

－
 

＜
浸

透
対

策
＞

 
約

0.
7k
m[

完
了

] 
(H
29

.5
) 

［
西

宮
市
小

曽
根

町
］

 
［

尼
崎

市
武

庫
町

］
 

(全
体

で
約

6.
9k

m
完

了
) 

＜
侵

食
対

策
＞

 
約

1.
5
㎞

[完
了

] 
(H

29
.5

) 
(全

体
で

約
2.

2k
m
完

了
) 

＜
浸

透
対

策
＞

 完
了

 
約

0.
4k

m[
完

了
] 

(H
30

.3
) 

（
全

体
で

7.
3k
m
完

了
）

 

＜
侵

食
対

策
＞

 
約

0.
6
㎞

[完
了

] 
(H

30
.3
) 

(全
体

で
約

2.
8k

m
完

了
) 

＜
侵

食
対

策
＞

 
約

3.
3
㎞
[完

了
] 

(R
1.

5)
 

(全
体

で
約

6.
1k

m
完

了
) 

＜
侵

食
対

策
＞

完
了

 
約

0.
1
㎞

[完
了

] 
 

(全
体

で
約

6.
2k

m
完

了
) 

 

工
事

完
了

 
(
浸

透
対

策
) 

L
=1

.1
km

 
(
侵

食
対

策
）

 
L
=5

.5
km

 

計
画

高
水

位
以

上
の

洪
水

に
対

す
る

被
害

緩
和

対
策

 

・
計

画
高

水
位

以
上

の
洪

水
に

対
し

て
堤

防
を

決
壊

し
に

く
く

す
る

浸
透

対
策

 
・

侵
食

対
策

及
び

巻
堤

等
に

よ
る

越
水

対
策

 

－
 

   

計
画

高
水

位
以

下
の

洪
水

に
対

す
る

浸
透

・
侵

食
対

策
の

完
了

後
、

可
能

な
も

の
か

ら
実

施
 

－
 

－
 

－
 

－
 

超
過

洪
水

に
備

え
た

堤
防

強
化

工
事

に
着

手
 

第
３

期
計

画
か

ら
前

倒
し

て
着

手
 

堤
防

に
近

接
す

る
一

部
の

家
屋

等
の

対
応

 

堤
防

に
近

接
す

る
一

部
の

家
屋

等
の

対
応

の
検

討
 

家
屋

等
の

近
接

状
況

を
把

握
し

、
対

応
方

法
に

つ
い

て
検

討
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

 

３
．

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
＜

浸
透

対
策

＞
 

・
約

0
.7

㎞
を

実
施

。
期

別
計

画
（

第
2
期

）
1.

1
㎞

に
対

し
、

0
.7

㎞
が

完
了

。
 

＜
侵

食
対

策
＞

 
・

約
1
.5

㎞
を

実
施

。
期

別
計

画
（

第
2
期

）
5.

5
㎞

に
対

し
、

1
.5

㎞
が

完
了

。
 

 
浸

透
・
侵

食
対

策
と

も
、
期

別
計

画
達

成
に

向
け

順
調

に
進

捗
。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 

＜
浸

透
対

策
＞

 
・

約
0.

4
㎞

を
実

施
。

期
別

計
画

（
第

2
期

）
1
.1

㎞
全

延
長

が
完

了
。

全
体

計
画

約
7
.3

㎞
が

完
了

。
 

＜
侵

食
対

策
＞

 
・

約
0
.6

㎞
を

実
施

。
期

別
計

画
（

第
2
期

）
5.

5
㎞

に
対

し
、

2
.8

㎞
が

完
了

。
 

 
浸

透
対

策
は

計
画

達
成

。
侵

食
対

策
も

、
期

別
計

画
達

成
に

向
け

順
調

に
進

捗
。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 

＜
侵

食
対

策
＞

 
・

約
3
.3

㎞
を

実
施

。
期

別
計

画
（

第
2
期

）
5.

5
㎞

に
対

し
、

5
.4

㎞
が

完
了

。
 

 
侵

食
対

策
は

、
期

別
計

画
達

成
に

向
け

順
調

に
進

捗
。
今

後
も

引
き

続
き

、
整

備
推

進
に

努
め

る
。

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

 

＜
侵

食
対

策
＞

 
・

全
体

で
約

6.
2k
m
完

了
。

 
・＜

超
過

洪
水

対
策

＞
 

 
約

0
.3

km
着

手
予

定
。

 
 

４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

令
和

元
年

度
東

日
本

台
風

に
よ

り
築

堤
区

間
が

多
く

被
災

し
た

こ
と

を
受

け
、

危
機

管
理

型
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
、

第
３

期
計

画
を

前
倒

し
て

超
過

洪
水

に
備

え
た

堤
防

強
化

工
事

に
着

手
。

こ
の

こ
と

か
ら

３
期

計
画

の
記

載
事

項
の

修
正

が
必

要
。

 
 

8



 
管

理
番
号

７
  

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

２
）

洪
水

調
節

施
設

の
整

備
 

 
 

 
 

①
 

武
庫

川
遊

水
地

の
整

備
 

 
②

 
青

野
ダ

ム
の

活
用

 

実
施
目

標
 

遊
水

地
の

整
備

と
青

野
ダ

ム
の

活
用

に
よ

り
、

甲
武

橋
基

準
点

に
お

い
て

28
0
m
3/

s
の

洪
水

調
節

を
行

う
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

武
庫

川
本

川
と

羽
束

川
の

合
流

点
下

流
の

武
庫

川
上

流
浄

化
セ

ン
タ

ー
内

の
用

地
の

一
部

を
転

用
し

、
遊

水
地

整
備

を
実

施
す

る
。

 
ま

た
、

既
設

青
野

ダ
ム

に
お

い
て

、
予

備
放

流
に

よ
り

確
保

す
る

洪
水

調
節

容
量

を
現

在
よ

り
も

40
万

m3
拡

大
す

る
（

予
備

放
流

開
始

雨
量

の
設

定
等

に
つ

い
て

の
試

行
結

果
を

踏
ま

え
、

操
作

規
則

を
適

切
に

変
更

）。
 

 
甲

武
橋

地
点

流
量

配
分

 
①

武
庫

川
遊

水
地

の
整

備
 

0
→

20
m
3 /
s 

②
青

野
ダ

ム
の

活
用

 
22

0→
26

0
m
3 /
s 

 

  
1．

期
別

計
画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(H
2
8～

R2
) 

第
３

期
 

(
R3

～
R7

) 

第
４

期
 

(
R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
2
9 

H
30

 
R
1 

R2
 

 (
2
)洪

水
調

 
 
節

施
設

の
整

備
 

①
武

庫
川

遊
水

地
の

整
 
備

 
遊

水
地

整
備

 
遊

水
地

整
備

 
工

事
着

手
 

工
事

完
了

 
－

 
－

 
掘

削
工

事
を

実
施

 
（

V≒
1
0,

0
00

m3
）

 

掘
削

工
事

(
V

≒
34

,
00

0
m
3 )
、

排
水

樋
門

工
事

を
実

施
、

越
流

堤
工

事
に

着
手

 

工
事

完
了

 
監

視
カ

メ
ラ

設
置

 
工

事
完

了
 

②
青

野
ダ

 
ム

の
活

用
 

洪
水

調
節

容
量

の
拡

大
 

洪
水

調
節

容
量

の
拡

大
 

(
操

作
規

則
の

適
切

な
変

更
) 

試
行

操
作

の
継

続
 

(事
前
放
流
容
量
を

20
万

m3
か

ら
40

万
m3

に
拡
大
) 

洪
水

調
節

容
量

の
拡

大
 

(事
前
放
流
容

量
を
予
備
放

流
容
量
〔
40

万
m3
〕
に
位

置
付
け
) 

－
 

基
準

雨
量

※
に

達
す

る
洪

水
が

な
か

っ
た

た
め

、
事

前
放

流
は

未
実

施
。

 

H2
9
.1

0
.2

1
台

風
21

号
に

よ
る

出
水

時
、

基
準

雨
量

に
達

し
た

た
め

、
事

前
放

流
を

実
施

。
 

 

H
30

.4
.2

4
低

気
圧

出
水

時
 

H
30

.7
.5

梅
雨

前
線

出
水

時
 

H
30

.9
.9

秋
雨

前
線

出
水

時
 

H
30

.9
.3

0
台

風
24

号
出

水
時

、
そ

れ
ぞ

れ
基

準
雨

量
に

達
し

た
た

め
、

事
前

放
流

を
実

施
。

 
 

基
準

雨
量

※
に

達
す

る
洪

水
が

な
か

っ
た

た
め

、
事

前
放

流
は

未
実

施
。

 

基
準
雨
量
を
変
更
し
た
上
で
事

前
放
流
容
量
を

20
万

m3
か
ら

40
万

m3
に
拡
大
し
て
試
行
開
始
 

 事
前

放
流

は
未

実
施

 

 
 
  

 
 
  

  
 
 
 ※

基
準

雨
量

：
今

後
12

時
間

の
予

測
累

加
雨

量
が

20
㎜

を
超

え
る

と
予

測
さ

れ
、

か
つ

、
現

時
刻

ま
で

の
累

加
雨

量
と

今
後

12
時

間
の

予
測

累
加

雨
量

の
合

計
が

80
㎜

を
超

え
る

と
予

測
さ

れ
る

と
き

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

見
直

し
後

）
今

後
12

時
間

の
予

測
累

加
雨

量
が

7
0
㎜

を
超

え
る

と
予

測
さ

れ
、

か
つ

、
現

時
刻

ま
で

の
累

加
雨

量
と

今
後

12
時

間
の

予
測

累
加

雨
量

の
合

計
が

80
㎜

を
超

え
る

と
予

測
さ

れ
る

と
き

。
 

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
＜

武
庫

川
遊

水
地

＞
 

・
 

平
成

27
年

度
に

引
き

続
き

、
掘

削
工

事
を

実
施

し
た

。
 

【
掘

削
累

計
約

32
,0

0
0
m
3 ／

掘
削

計
画

量
約

10
0,

00
0
m
3 】

 
・

 
平

成
30

年
度

の
完

成
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

調
整

を
進

め
る

と
と

も
に

、
本

体
工

事
（

越
流

堤
等

）
に

着
手

す
る

。
 

＜
青

野
ダ

ム
＞

 
・

 
青

野
ダ

ム
に

つ
い

て
は

H2
8
年

度
の

事
前

放
流

は
未

実
施

。
事

前
放

流
量

20
万

m
3
か

ら
4
0
万

m3
へ

の
拡

大
に

向
け

て
利

水
事

業
者

と
の

協
議

に
必

要
な

試
行

回
数

概
ね

1
0
回

を
確

保
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
試

行
操

作
を

継
続

す
る

。【
累

計
6
洪

水
で

実
施

済
】

 
（

事
前

放
流

は
渇

水
リ

ス
ク

や
下

流
部

の
水

位
上

昇
へ

の
影

響
等

の
検

証
が

必
要

）
 

＜
武

庫
川

遊
水

地
＞

 
・
 

平
成

28
年

度
に

引
き

続
き

、
掘

削
工

事
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
本

体
工

事
（

越
流

堤
、

排
水

樋
門

）
に

着
手

し
た

。
 

【
掘

削
累

計
約

66
,0

0
0
m3
／

掘
削

計
画

量
約

1
0
0,

0
00

m3
】

 
・

 
平

成
30

年
度

の
完

成
に

向
け

て
、

関
係

機
関

と
の

調
整

を
進

め
、

本
体

工
事

（
越

流
堤

等
）

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
、

管
理

用
道

路
等

を
整

備
す

る
。

 
＜

青
野

ダ
ム

＞
 

・
 

青
野

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

H
2
9
年

度
は

事
前

放
流

を
1
回

実
施

。
事

前
放

流
量

20
万

m3

か
ら

40
万

m
3
へ

の
拡

大
に

向
け

て
利

水
事

業
者

と
の

協
議

に
必

要
な

試
行

回
数

概
ね

10
回

を
確

保
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
試

行
操

作
を

継
続

す
る

。【
累

計
7
洪

水
で

実
施

済
】

 
（

事
前

放
流

は
渇

水
リ

ス
ク

や
下

流
部

の
水

位
上

昇
へ

の
影

響
等

の
検

証
が

必
要

）
 

＜
武

庫
川

遊
水

地
＞

 
・

平
成

29
年

度
に

引
き

続
き

、
掘

削
工

事
、

本
体

工
事

（
越

流
堤

、
排

水
樋

門
）

を
実

施
。

 
・

平
成

31
年

３
月

に
工

事
完

成
。

 
＜

青
野

ダ
ム

＞
 

・
H
3
0
年

度
は

事
前

放
流

を
4
回

実
施

。
事

前
放

流
量

20
万

m
3
か

ら
4
0
万

m
3
へ

の
拡

大
に

向
け

て
利

水
事

業
者

と
の

協
議

に
必

要
な

試
行

回
数

概
ね

10
回

を
確

保
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
試

行
操

作
を

継
続

す
る

。
 

・
過

去
の

試
行

実
績

精
査

の
結

果
、
事

前
放

流
を

実
施

し
た

が
目

標
水

位
に

達
し

な
か

っ
た

ケ
ー

ス
を

修
正

除
外

し
た

。【
累

計
8
洪

水
で

実
施

済
】

 
（

事
前

放
流

は
渇

水
リ

ス
ク

や
下

流
部

の
水

位
上

昇
へ

の
影

響
等

の
検

証
が

必
要

）
 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

  
＜

武
庫

川
遊

水
地

＞
完

成
 

・
監

視
カ

メ
ラ

設
置

 
＜

青
野

ダ
ム

＞
 

・
事

前
放

流
は

未
実

施
 

 

＜
青

野
ダ

ム
＞

 
・
企
業
庁
、
受
水
７
市
へ
事
前
放
流
拡
大
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
、
R2
.6

か
ら

20
万

m3
を

40
万

m3

に
拡
大
し
て
試
行
開
始
 

・
予
備
放
流
へ
の
移
行
を
目
指
し
、
試
行
操
作
を
継
続
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
予

備
放

流
化

に
向

け
試

行
操

作
を

継
続

。
ま

た
今

後
、

よ
り

長
時

間
の

降
雨

予
測

を
用

い
た

基
準

雨
量

の
検

討
が

必
要

。
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管

理
番

号
 
８
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

河
川

対
策

 
 

 
（

２
）

洪
水

調
節

施
設

の
整

備
 

 
 
  

 
  

③
 

洪
水

調
節

施
設

の
継

続
検

討
 

実
施
目

標
 

河
川

整
備

基
本

方
針

の
目

標
達

成
に

向
け

た
さ

ら
な

る
洪

水
に

対
す

る
安

全
度

の
向

上
策

の
検

討
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

千
苅

ダ
ム

の
治

水
活

用
や

武
庫

川
峡

谷
で

の
新

規
ダ

ム
建

設
等

に
つ

い
て

、
そ

の
必

要
性

・
実

現
可

能
性

の
検

討
を

継
続

し
、

具
体

的
な

方
向

性
が

定
ま

っ
た

場
合

に
は

、
計

画
上

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

  
１

．
期
別

計
画

（
Ｐ

）
 

 
２
．

実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(H
2
3～

H2
7)

 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H2
9 

H
30

 
R
1 

R
2 

(
2
)洪

水
調

 
節

施
設

 
の

整
備

 

③
洪

水
調

節
施

設
の

継
続

検
討

 

さ
ら

な
る

洪
水

に
対

す
る

安
全

度
の

向
上

等
の

検
討

 

千
苅

ダ
ム

治
水

活
用

や
新

規
ダ

ム
建

設
等

の
必

要
性

･
実

現
可

能
性

の
検

討
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

治
水

活
用

の
検

討
に

必
要

な
デ

ー
タ

蓄
積

 
・
治

水
活

用
に

必
要

な
施

設
改

造
や

水
質

へ
の

影
響

、
治

水
活

用
に

伴
う

損
失

補
償

の
取

り
扱

い
等

に
つ

い
て

検
討

 
 ＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・
栽

培
・

植
栽

技
術

の
蓄

積
の

た
め

、
平

成
1
8
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
植

物
植

生
調

査
を

継
続

実
施

 
・

新
規

ダ
ム

の
課

題
や

環
境

保
全

方
策

等
を

検
討

 
上

記
検

討
を

踏
ま

え
、
千

苅
ダ

ム
治

水
活

用
や

新
規

ダ
ム

建
設

等
の

必
要

性
・

実
現

可
能

性
を

検
討

 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

地
点

の
降

雨
デ

ー
タ

等
（

流
入

量
や

放
流

量
）

を
蓄

積
中

。
 

・
治

水
活

用
※
に

係
る

基
本

的
な

方
針

に
つ

い
て

、
管

理
者

で
あ

る
神

戸
市

と
合

意
。

 
＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・
現

地
(峡

谷
部

)
に

植
栽

し
て

い
る

ﾋﾅ
ﾗ
ﾝ他

3
種

の
ﾓﾆ

ﾀ
ﾘ
ﾝｸ

ﾞ
を

実
施

 
・

ﾋ
ﾞｵ

ﾄ
ｰﾌ

ﾟ
(峡

谷
外

)
に

植
栽

し
て

い
る

ｻ
ﾂ
ｷ他

8
種

の
ﾓﾆ

ﾀ
ﾘ
ﾝｸ

ﾞを
実

施
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

地
点

の
降

雨
デ

ー
タ

等
（

流
入

量
や

放
流

量
）

を
蓄

積
中

。
 

・
治

水
活

用
※
に

係
る

基
本

的
な

方
針

及
び

施
設

構
造

、
治

水
活

用
に

伴
う

水
量

不
足

及
び

水
質

悪
化

時
の

補
償

方
法

等
に

つ
い

て
、

管
理

者
で

あ
る

神
戸

市
と

基
本

協
定

締
結

。
 

＜
新

規
ダ

ム
＞

 
・

現
地

(峡
谷

部
)に

植
栽

し
て

い
る

ﾋﾅ
ﾗ
ﾝ他

2
種

の
ﾓﾆ

ﾀ
ﾘ
ﾝｸ

ﾞ
を

実
施

 
・

ﾋﾞ
ｵ
ﾄ
ｰﾌ

ﾟ
(峡

谷
外

)
に

植
栽

し
て

い
る

ｻ
ﾂｷ

他
8
種

の
ﾓ
ﾆﾀ

ﾘﾝ
ｸ
ﾞを

実
施

 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

地
点

の
水

質
デ

ー
タ

を
蓄

積
中

。
 

・
表

層
及

び
底

層
放

流
設

備
の

実
施

設
計

 
＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・
現

地
(峡

谷
部

)
に

植
栽

し
て

い
る

ﾋﾅ
ﾗ
ﾝ他

1
種

の
ﾓﾆ

ﾀ
ﾘﾝ

ｸﾞ
を

実
施

 
・

ﾋﾞ
ｵ
ﾄ
ｰﾌ

ﾟ
(峡

谷
外

)に
植

栽
し

て
い

る
ｻ
ﾂｷ

他
8
種

の
ﾓﾆ

ﾀ
ﾘ
ﾝｸ

ﾞを
実

施
 

・
こ

れ
ま

で
の

調
査

結
果

の
と

り
ま

と
め

を
実

施
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

地
点

の
水

質
デ

ー
タ

を
蓄

積
中

。
 

・
表

層
及

び
底

層
放

流
設

備
の

工
事

着
手

 
＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・
こ

れ
ま

で
の

峡
谷

環
境

調
査

結
果

の
と

り
ま

と
め

を
実

施
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

地
点

の
水

質
デ

ー
タ

を
蓄

積
中

。
 

・
表

層
及

び
底

層
放

流
設

備
の

工
事

継
続

中
 

＜
新

規
ダ

ム
＞

 
・

ビ
オ

ト
ー

プ
（

リ
バ

ー
サ

イ
ド

地
区

）
に

植
栽

し
て

い
る

貴
重

種
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
※

治
水

活
用

の
概

要
：洪

水
期

の
3

ヶ
月

間
（
7

月
～

9
月

）
、

千
苅

ダ
ム

の
貯

水
位

を
あ

ら
か

じ
め

洪
水

期
制

限
水

位
（
6

月
～

1
0

月
で

現
在

運
用

中
。

）よ
り

1m
低

下
さ

せ
る

こ
と

で
、

大
雨

が
降

っ
た

時
に

、
貯

水
容

量
を

約
1
00

万
m

3
確

保
す

る
も

の
。

  

  

３
.点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 
（

第
２
期

［
H2

8～
R2
］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
＜

千
苅

ダ
ム

＞
 

・
 

千
苅

ダ
ム

流
域

に
お

い
て

は
、

平
成

28
年

度
は

9
月

の
洪

水
時

等
の

水
文

デ
ー

タ
を

収
集

し
た

。
引

き
続

き
、

デ
ー

タ
蓄

積
を

継
続

す
る

。
 

・
 

治
水

活
用

に
つ

い
て

は
、
管

理
者

で
あ

る
神

戸
市

と
協

議
し

、
基

本
的

な
方

針
（

洪
水

期
で

あ
る

7
月

～
9
月

に
予

め
水

位
を

1
m
低

下
さ

せ
、
空

き
容

量
1
00

万
m3

を
確

保
）

に
つ

い
て

合
意

し
た

。
治

水
活

用
に

向
け

、
引

き
続

き
協

議
を

継
続

す
る

。
 

＜
新

規
ダ

ム
＞

 
・

 
「

植
物

植
生

調
査

」
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
を

実
施

す
る

。
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

千
苅

ダ
ム

流
域

に
お

い
て

は
、

引
き

続
き

、
デ

ー
タ

蓄
積

を
継

続
す

る
。

 
・
治

水
活

用
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

な
方

針
（

洪
水

期
で

あ
る

7
月

～
9
月

に
予

め
水

位
を

1m
低

下
さ

せ
、
空

き
容

量
10

0
万

m3
を

確
保

）、
施

設
構

造
、
治

水
活

用
に

伴
う

水
量

不
足

及
び

水
質

悪
化

時
の

補
償

方
法

等
に

つ
い

て
、
管

理
者

で
あ

る
神

戸
市

と
基

本
協

定
を

締
結

し
た

。
平

成
30

年
度

工
事

着
手

に
向

け
、

引
き

続
き

必
要

な
協

議
を

継
続

し
て

い
く

。
 

＜
新

規
ダ

ム
＞

 
・「

植
物

植
生

調
査

」
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
を

実
施

す
る

。
 

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・
治

水
活

用
の

た
め

、
表

層
及

び
底

層
放

流
設

備
の

実
施

設
計

を
行

っ
た

。
令

和
元

年
度

工
事

着
手

に
向

け
、

管
理

者
で

あ
る

神
戸

市
と

引
き

続
き

必
要

な
協

議
を

進
め

て
い

く
。

 
＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・「
植

物
植

生
調

査
」

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

を
実

施
す

る
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

  
＜

千
苅

ダ
ム

＞
 

・
R1

か
ら

表
層

及
び

底
層

放
流

設
備

の
工

事
に

着
手

 
＜

新
規

ダ
ム

＞
 

・
峡

谷
環

境
調

査
の

と
り

ま
と

め
を

実
施

 
   

＜
千

苅
ダ

ム
＞

 
・

引
き

続
き

、
表

層
及

び
底

層
放

流
設

備
の

工
事

を
継

続
 

＜
新

規
ダ

ム
＞

 
・
ビ

オ
ト

ー
プ
（

リ
バ

ー
サ

イ
ド

地
区

）
に

植
栽

し
て

い
る

貴
重

種
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
 

４
.改

善
（

Ａ
）

 
（
第

３
期
［

R3
～
R
7］

に
向
け

て
）

 
 

今
後

も
、

新
規

ダ
ム

建
設

の
必

要
性

、
実

現
可

能
性

を
検

討
す

る
。

 

10



. 
管

理
番

号
 
９
 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

２
 

流
域

対
策

 
（

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
計

画
の

内
容

も
考

慮
）

 

実
施
目

標
 

「
武

庫
川

流
域

総
合

治
水

推
進

計
画

」
と

整
合

を
図

り
、

流
域

内
の

学
校

、
公

園
、

た
め

池
等

を
利

用
し

た
貯

留
施

設
等

の
設

置
を

考
慮

し
て

、
流

出
抑

制
量

を
甲

武
橋

基
準

点
に

お
い

て
30

m
3/

s
と

す
る

。
 

ま
た

、
付

加
的

な
流

出
抑

制
効

果
が

期
待

で
き

る
様

々
な

流
出

抑
制

対
策

に
つ

い
て

も
、

流
域

市
等

と
連

携
し

、
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
 

 

施
策

の
概

要
 

「
武

庫
川

流
域

に
お

け
る

総
合

的
な

治
水

対
策

の
推

進
に

関
す

る
要

綱
」
に

基
づ

き
、
県

及
び

流
域

市
で

構
成

す
る
「

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

設
置

し
て

、「
武

庫
川

流
域

総
合

治
水

推
進

計
画

」
を

策
定

し
、
県

と
流

域
市

が
協

力
し

て
整

備
を

進
め

る
。

 
  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．

実
績
（

Ｄ
）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

H
37

) 

第
４

期
 

(
R8

～
R1

2
) 

H
28

 
H
29

 
H
3
0 

R1
 

R
2 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

)計
 

２
．

流
域

対
策
 

・
「

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
の

設
置

 
・
「

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
計

画
」

の
策

定
 

・
「

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
の

設
置

 
・
「

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
計

画
」

の
策

定
 

推
進

計
画

の
着

実
な

推
進

 
（

推
進

協
議

会
を

設
置

し
、

推
進

計
画

を
策

定
済

み
［

H2
2
.
11

］）
 

・
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
「

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)
地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 
・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
を

一
部

見
直

し
 

(
H
29

.
3
) 

・「
阪

神
西

部
(武

庫
川

流
域

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 
・

水
防

法
改

正
を

踏
ま

え
、『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)
地

域
総

合
治

水
推

進
計

画
』

を
一

部
見

直
し

 
(
H3

0.
1)

 

・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
の

更
新

(
H3

1
.3

末
時

点
)を

実
施

 

・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
の

更
新

(R
2
.
3
末

時
点

)を
実

施
 

・
協

議
会

開
催

未
定

（
R
2.

9
時

点
）

 

推
進

計
画

の
着

実
な

推
進

の
た

め
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
を

作
成

・
公

表
 

 

(1
)貯

留
施

設
の

設
置

に
よ

る
流

出
抑

制
対

策
の

実
施

 

学
校

、
公

園
、

た
め

池
等

を
利

用
し

た
貯

留
施

設
等

の
整

備
 

学
校

･公
園

･
た

め
池

等
を

利
用

し
た

貯
留

施
設

等
の

整
備

(貯
留

量
約

6
4
万

m
3 ○流

) 

約
5.

7
万

m
3

着
手
○流

 
約

1
2.

3
万

m
3
完

成
○流

 
整

備
継

続
 

整
備

完
了

 
約

1
.0

万
m
3 ○流

完
成

 
(
学

校
2
箇

所
、

た
め

池
1
箇

所
) 

約
8
.0

万
m3
○流

完
成

 
(た

め
池

1
箇

所
) 

約
0
.8

8
万

m3
○流

完
成

 
(
た

め
池

 
1
箇

所
) 

累
計

約
11

.1
万

m
3 ○流

完
成

 
 

約
0.

1
6
万

m3
○流

完
成

 
(
学

校
3
箇

所
) 

累
計

約
11

.3
万

m
3 ○流

完
成

 
 

約
4
.2

万
m3
○流

完
成

（
名

塩
貯

水
池

他
）

 
累

計
約

15
.5

万
m
3 ○流

完
成

 
 

2
期

目
標

約
1
2
.3

万
m3
に

対
し

、
約

14
.
2
万

m
3
完

成
 

累
計

約
15

.5
万

m3
○流

完
成

 

(2
)様

々
な

流
出

抑
制

対
策

の
推

進
 

①
調

整
池

の
設

置
及

び
保

全
 

総
合

治
水

条
例

に
基

づ
く

重
要

調
整

池
の

設
置

 

重
要

調
整

池
の

設
置

に
関

す
る

技
術

的
基

準
の

適
合

確
認

 

条
例

に
よ

る
義

務
化

 
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
重

要
調

整
池

の
設

置
義

務
の

適
切

な
履

行
 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
に

関
す

る
技

術
的

基
準

の
適

合
確

認
 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
 

 
：

２
箇

所
(調

整
容

量
約

0.
4
万

m
3
) 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
：

1
箇

所
（

調
整

容
量

約
0.

3
万

ｍ
3
）

 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
：

1
箇

所
（

調
整

容
量

約
0
.6

万
ｍ

3）
 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
：

1
箇

所
（

調
整

容
量

約
0
.1

万
ｍ

3）
 

・
重

要
調

整
池

の
設

置
：

1
箇

所
（

調
整

容
量

約
0
.1

万
ｍ

3
）

 
適

切
に

履
行

 

流
出

抑
制

機
能

の
更

な
る

強
化

に
向

け
た

検
討

 

・
指

導
対

象
面

積
の

引
き

下
げ

 
・

調
整

池
の

恒
久

化
等

 

・
0.

3h
a
以

上
1h

a
未

満
の

開
発

に
対

す
る

防
災

調
整

池
の

設
置

指
導

（
神

戸
市

）
 

・
市

排
水

施
設

技
術

基
準

に
基

づ
き

、
20

00
㎡

を
超

え
る

大
規

模
開

発
時

に
1h

a
あ

た
り

36
0t

の
貯

留
施

設
の

整
備

を
指

導
（

伊
丹

市
）

 

・
0.

3h
a
以

上
1h

a
未

満
の

開
発

に
対

す
る

防
災

調
整

池
の

設
置

指
導

（
神

戸
市

）
 

・
市

排
水

施
設

技
術

基
準

に
基

づ
き

、
20

00
㎡

を
超

え
る

大
規

模
開

発
時

に
1h

a
あ

た
り

36
0t

の
貯

留
施

設
の

整
備

を
指

導
（

伊
丹

市
）

 

・
0.

3h
a
以

上
1h

a
未

満
の

開
発

に
対

す
る

防
災

調
整

池
の

設
置

指
導

（
神

戸
市

）
 

・
市

排
水

施
設

技
術

基
準

に
基

づ
き

、
20

00
㎡

を
超

え
る

大
規

模
開

発
時

に
1h

a
あ

た
り

36
0t

の
貯

留
施

設
の

整
備

を
指

導
（

伊
丹

市
）

 

・
0.

3h
a
以

上
1h

a
未

満
の

開
発

に
対

す
る

防
災

調
整

池
の

設
置

指
導

（
神

戸
市

）
 

・
市

排
水

施
設

技
術

基
準

に
基

づ
き

、
20

00
㎡

以
上

の
面

積
を

有
す

る
開

発
行

為
に

つ
い

て
、

雨
水

貯
留

施
設

の
設

置
を

指
導

（
伊

丹
市

）
 

･
0.

3h
a
以

上
1h

a
未

満
の

開
発

に
対

す
る

防
災

調
整

池
の

設
置

指
導

（
神

戸
市

）
 

･
市

排
水

施
設

技
術

基
準

に
基

づ
き

、
20

00
㎡

以
上

の
面

積
を

有
す

る
開

発
行

為
に

つ
い

て
、

雨
水

貯
留

施
設

の
設

置
を

指
導

（
伊

丹
市

）
 

･
R2

.4
市

雨
水

流
出

抑
制

技
術

基
準

を
制

定
（

西
宮

市
）

 

適
切

に
履

行
 

②
森

林
保

全
と

公
益

的
機

能
向

上
 

森
林

の
水

源
涵

養
機

能
、

土
砂

流
出

防
止

機
能

な
ど

公
益

的
機

能
の

維
持

・
向

上
 

人
工

林
の

間
伐

等
(
関

係
機

関
連

携
・

住
民

連
携

) 

事
業

計
画

を
策

定
し

、
順

次
実

施
 

(
但

し
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

3
34

ha
○市

 
33

6
ha
○市

 
2
89

ha
○市

 
1
8
3
ha

(市
) 

集
計

中
 

(
R3

年
以

降
) 

順
次

実
施

 

急
傾

斜
地

等
に

あ
る

間
伐

対
象

人
工

林
の

表
土

侵
食

防
止

対
策

 

事
業

計
画

を
策

定
し

、
順

次
実

施
(
但

し
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

事
業

計
画

を
策

定
し

、
順

次
実

施
(
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

（
今

後
検

討
）

 
1
63

ha
○市

 
12

3
ha
○市

 
1
46

ha
○市

 
1
4
1
ha

(市
) 

集
計

中
 

(
R3

年
以

降
) 

順
次

実
施

 

高
齢

人
工

林
の

広
葉

樹
林

へ
の

一
部

誘
導

（
混

交
林

整
備

）
 

1
0
0h

a
着

手

○市
（

丹
波

篠
山

市
域

で
の

施
工

面
積

）
 

事
業

計
画

を
策

定
し

順
次

実
施

(
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

（
今

後
検

討
）

 
－

 
31

h
a ○市

 
H3

0
実

績
は

な
し

 
R
1
実

績
は

な
し

 
2
5
ha

見
込

(市
) 

順
次

実
施

 

 
※

 
10

0h
a
＝

1k
m2

 
 

（
次

ペ
ー

ジ
に

続
く

）
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＜
凡

例
＞
○流

：
武

庫
川

流
域

内
の

合
計

値
、
○局

：
関

係
4
県

民
局

の
合

計
値

、
○市

：
流

域
7
市

域
全

体
の

合
計

値
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

前
ペ

ー
ジ

か
ら

続
き

）
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H
28

～
H3

2
) 

第
３

期
 

(
H
3
3～

H3
7)

 

第
４

期
 

(
H3

8～
H4

2
) 

H2
8 

H2
9 

H
30

 
R1

 
R
2 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

)計
 

 

 
 

無
秩

序
な

伐
採

・
開

発
行

為
の

規
制

等
を

通
じ

た
森

林
の

適
正

な
保

全
 

保
安

林
・

林
地

開
発

許
可

制
度

の
適

切
な

運
用

 

継
続

し
て

適
切

な
運

用
を

実
施

 
適

切
な

運
用

を
実

施
 

適
切

な
運

用
を

実
施

 
適

切
な

運
用

を
実

施
 

適
切

な
運

用
を

実
施

 
適

切
な

運
用

を
実

施
 

適
切

な
運

用
を

実
施

 

 

(
2)

様
々

な
流

出
抑

制
対

策
の

推
進

 

②
森

林
保

全
と

公
益

的
機

能
向

上
 

豪
雨

時
に

発
生

す
る

土
砂

崩
壊

や
流

木
の

流
出

に
よ

る
河

川
埋

塞
や

橋
梁

部
の

閉
塞

に
よ

る
洪

水
被

害
の

防
止

 

砂
防

事
業

に
よ

る
流

木
・

土
砂

災
害

防
止

対
策

 

H2
5
ま

で
に

 
3

箇
所
○流

 
着

手
 

H
3
0
ま

で
に

 
3

箇
所
○流

 
着

手
 

（
今

後
検

討
）

 
1
箇

所
○流

着
手

 
2
箇

所
○流

着
手

 
2
箇

所
○流

着
手

 
0
箇

所
○流

着
手

 
1
箇

所
○流

着
手

 
H3

0
ま

で
に

 
5
箇

所
○流

 
着

手
 

治
山

事
業

等
に

よ
る

流
木

・
土

砂
災

害
防

止
対

策
 

H2
5
ま

で
に

 
29

箇
所
○流

 
着

手
 

H
3
0
ま

で
に

 
2
4

箇
所
○流

 
着

手
 

（
今

後
検

討
）

 
9
箇

所
○流

着
手

 
1
5
箇

所
○流

着
手

 
1
0
箇

所
○流

着
手

 
1
1
箇

所
○流

着
手

 
10

箇
所
○流

着
手

 
H3

0
ま

で
に

 
34

箇
所
○流

 着
手

 

③
水

田
へ

の
雨

水
貯

留
 

水
田

の
持

つ
多

面
的

機
能

の
維

持
・

向
上

 

水
田

の
保

全
（

関
係

機
関

連
携

・
農

業
者

連
携

）
 

10
,
14

1h
a ○市

 
優

良
農

地
(農

振
農

用
地

) 

1
0
,1

5
7
ha
○市

 
優

良
農

地
(農

振
農

用
地

) 
（

今
後

検
討

）
 

1
0
,0

7
7
ha
○市

 
1
0,

05
8
ha
○市

 
1
0,

01
4h

a ○市
 

（
精

査
中

）
 

調
査

前
 

全
国

的
に

微
減

傾
向

に
あ

る
 

水
田

貯
留

の
実

施
 

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

等
の

検
討

 

農
業

者
へ

の
普

及
啓

発
と

、
推

進
方

策
の

検
討

・
実

施
 

神
戸

市
北

区
道

場
町

、
宝

塚
市

玉
瀬

、
三

田
市

川
除

等
で

ｾ
ｷ板

を
配

付
 

神
戸

市
北

区
道

場
町

、
 

三
田

市
川

原
等

で
ｾ
ｷ板

を
配

布
 

神
戸

市
北

区
道

場
町

、
三

田
市

大
原

等
で

ｾｷ
板

を
配

布
 

神
戸

市
北

区
長

尾
町

、
三

田
市

十
倉

等
で

ｾ
ｷ板

を
配

布
 

神
戸

市
北

区
長

尾
町

で
ｾ
ｷ板

を
配

布
 

普
及

啓
発

と
推

進
方

策
を

実
施

中
 

④
そ

の
他

の
雨

水
貯

留
･

浸
透

の
取

り
組

み
 

そ
の

他
公

共
施

設
で

の
雨

水
貯

留
・

浸
透

施
設

の
設

置
促

進
 

公
共

施
設

で
の

貯
留

・
浸

透
施

設
の

設
置

 

公
共

施
設

で
の

貯
留

浸
透

施
設

の
整

備
を

検
討

・
実

施
 

・
県

営
住

宅
1
箇

所
で

整
備

完
了

（
伊

丹
西

野
第

６
）

 
・

県
営

住
宅

4
箇

所
で

整
備

中
 

・
県

営
住

宅
4
箇

所
で

引
き

続
き

整
備

中
 

・
わ

か
ば

西
小

学
校

、
小

田
中

学
校

で
雨

水
浸

透
施

設
設

置
（

尼
崎

市
）

 
・

呉
羽

ポ
ン

プ
場

内
雨

水
タ

ン
ク

設
置

（
西

宮
市

）
 

・
県

営
住

宅
4
箇

所
で

引
き

続
き

整
備

中
 

・
雨

水
管

整
備

0.
1
km

（
宝

塚
市

）
 

・
長

尾
中

学
校

に
貯

留
施

設
・

浸
透

施
設

設
置

。（
宝

塚
市

）
 

・
下

水
管

渠
改

築
更

新
L
=3

37
.
4
m（

尼
崎

市
）

 
 

・
県

営
住

宅
4
箇

所
で

引
き

続
き

整
備

中
 

・
認

定
こ

ど
も

園
に

貯
留

施
設

設
置

（
伊

丹
市

）
 

 

・
県

営
住

宅
1
箇

所
で

整
備

完
了

（
伊

丹
野

間
）

 
・

県
営

住
宅

3
箇

所
で

引
き

続
き

整
備

中
 

公
共

施
設

で
の

貯
留

浸
透

施
設

の
整

備
を

実
施

 

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

設
置

 
普

及
啓

発
に

努
め

、
設

置
を

促
進

 

助
成

基
数

66
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

［
累

計
1,

3
71

件

○市
］

 

助
成

基
数

49
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

［
累

計
1,

4
20

件

○市
］

 

助
成

基
数

58
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

［
累

計
1,

4
78

件

○市
］

 

助
成

基
数

47
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

［
累

計
1,

5
25

件

○市
］

 

助
成

見
込

基
数

70
件

○市
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

［
累

計
1,

5
95

件
○市

］
 

普
及

啓
発

に
努

め
、

設
置

を
促

進
中

 

道
路

側
溝

等
の

浸
透

化
 

道
路

側
溝
・
宅

内
排

水
等

の
浸

透
化

推
進

策
に

つ
い

て
検

討
・
実

施
 

・
約

6
.
7k

m ○市
 

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

）
 

［
累

計
約

1
78

km
○市

］
 

・
約

5
.6

㎞
○市

 
（

尼
崎

市
、

西
宮

市
）

 
［

累
計

約
1
84

㎞

○市
］

 

・
約

1.
0
㎞
○市

 
（

尼
崎

市
0
.6

k
m、

西
宮

市
0.

4k
m）

 
［

累
計

約
1
85

㎞

○市
］

 

・
約

3
.6

㎞
○市

 
（

尼
崎

市
1
.8

km
、

西
宮

市
1
.
8k

m）
 

［
累

計
約

1
89

㎞

○市
］

 

・
約

0
.1

㎞
○市

 
（

尼
崎

市
0
.1

k
m）

 
［

累
計

約
1
89

㎞
○市

］
 

透
化

推
進

策
を

実
施

中
 

透
水

性
舗

装
 

歩
道

整
備

に
併

せ
整

備
を

推
進

 

・
約

5
,
50

0
m2
○局

 
(
神

戸
市

域
除

く
) 

・
H1

6
年

よ
り

、
県

下
 

全
域

で
透

水
性

舗
装

を
標

準
仕

様
と

し
て

適
用

済
 

・
約

1
0,

6
5
0m

2 ○局
 

(神
戸

市
域

除
く

) 
・

H
16

年
よ

り
、

県
下

全
域

で
透

水
性

舗
装

を
標

準
仕

様
と

し
て

適
用

 

・
約

12
,3

50
㎡
○局

 
・

透
水

性
舗

装
33

5
㎡

 
（

県
立

甲
山

森
林

公
園

）
 

 

・
約

9
,
10

0
㎡
○局

 
(
神

戸
市

域
除

く
) 

・
約

2
,9

0
0
㎡
○局

 
(神

戸
市

域
除

く
) 

整
備

を
推

進
中

 

 
※

 
10

0h
a
＝

1k
m2

 

＜
凡

例
＞
○流

：
武

庫
川

流
域

内
の

合
計

値
、
○局

：
関

係
4
県

民
局

の
合

計
値

、
○市

：
流

域
7
市

域
全

体
の

合
計

値
0   

12



３
．

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
 

貯
留

施
設

は
、
県

立
高

校
2
校

(神
戸

北
、
有

馬
)、

た
め

池
1
箇

所
(三

田
池

)で
整

備
が

完
了

し
た

。
ま

た
、
た

め
池

2
箇

所
（

有
野

大
池
・
平

井
の

池
、
計

画
貯

留
量
：
約

9
万

m
3
）

で
新

た
に

着
手

し
た

。
引

き
続

き
、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
、
目

標
貯

留
量

確
保

に
向

け
て

整
備

を
推

進
し

て
い

く
。

 
・
 

総
合

治
水

条
例

に
基

づ
き

開
発

者
に

対
し

適
切

な
指

導
を

行
い

、
重

要
調

整
池

が
2
箇

所
（

調
整

容
量

約
0.

4
万

m3
）
設

置
さ

れ
た

。
引

き
続

き
、
県

関
係

部
局

及
び

流
域

市
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

開
発

者
を

指
導

す
る

。
 

・
 

森
林

保
全

は
、
人

工
林

の
間

伐
や

表
土

浸
食

防
止

を
推

進
し

た
。
今

後
も

引
き

続
き

、
森

林
が

持
つ

水
源

か
ん

養
機

能
、
土

砂
流

出
防

止
機

能
な

ど
の

公
益

的
機

能
の

維
持

、
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
 

土
砂

崩
壊

や
流

木
の

流
出

を
防

止
す

る
砂

防
・
治

山
事

業
は

、
第

2
次

山
地

防
災
・
土

砂
災

害
対

策
5
箇

年
計

画
（

H2
6
年

３
月

）
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

整
備

に
取

り
組

む
。

 
・
 

水
田

貯
留

は
、
昨

年
度

ま
で

の
神

戸
市

北
区

道
場

町
等

に
加

え
、
宝

塚
市

玉
瀬

及
び

三
田

市
川

除
で

セ
キ

板
を

配
付

し
、

取
り

組
み

が
広

が
っ

た
。

 
・
 

各
戸

貯
留

は
、
流

域
市

の
助

成
基

数
の

累
計

が
昨

年
度

か
ら

増
加

し
、
着

実
に

実
績

が
増

加
し

て
い

る
。
今

後
も

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

図
り

な
が

ら
、
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
。

 
・

 
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、

宅
内

配
水

等
)
整

備
に

つ
い

て
は

、
尼

崎
市

、
西

宮
市

で
約

6.
7

㎞
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

整
備

に
努

め
て

い
く

。
 

 

・
貯

留
施

設
は

、
た

め
池

2
箇

所
（

有
野

大
池

・
平

井
の

池
、

計
画

貯
留

量
：

約
8.

8
万

m3
）

で
整

備
が

完
了

し
た

。
引

き
続

き
、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
、
目

標
貯

留
量

確
保

に
向

け
て

整
備

を
推

進
し

て
い

く
。

 
・
重

要
調

整
池

の
新

た
な

指
定

は
1
箇

所
。
引

き
続

き
、
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

き
県

関
係

部
局

及
び

流
域

市
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

開
発

者
を

指
導

す
る

。
 

・
森

林
保

全
は

、
人

工
林

の
間

伐
や

表
土

浸
食

防
止

を
推

進
し

た
。
今

後
も

引
き

続
き

、
森

林
が

持
つ

水
源

か
ん

養
機

能
、
土

砂
流

出
防

止
機

能
な

ど
の

公
益

的
機

能
の

維
持

、
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
土

砂
崩

壊
や

流
木

の
流

出
を

防
止

す
る

砂
防
・
治

山
事

業
は

、
第

3
次

山
地

防
災
・
土

砂
災

害
対

策
計

画
（

H3
0
年

3
月

）
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

整
備

に
取

り
組

む
。

 
・
水

田
貯

留
は

、
昨

年
実

績
に

加
え

、
神

戸
市

北
区

道
場

町
、
三

田
市

川
原

等
で

セ
キ

板
を

配
布

し
、
「

セ
キ

板
1,

00
0
枚

配
布

大
作

戦
」

に
基

づ
き

、
着

実
に

取
り

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。

 
・
各

戸
貯

留
は

、
流

域
市

の
助

成
基

数
の

累
計

か
ら

着
実

に
実

績
が

増
加

し
て

い
る

。
今

後
も

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

図
り

な
が

ら
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
 

・
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
配

水
等

)整
備

に
つ

い
て

は
、
尼

崎
市

、
西

宮
市

で
約

5
.
6
㎞

の
整

備
が

実
施

さ
れ

た
。

今
後

も
引

き
続

き
整

備
に

努
め

て
い

く
。

 

・
貯

留
施

設
は

、
平

成
3
0
年

度
完

成
箇

所
は

な
か

っ
た

が
、

鎌
ヶ

谷
大

池
、

名
塩

ダ
ム

の
流

域
対

策
に

着
手

し
た

。
引

き
続

き
、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
、
目

標
貯

留
量

確
保

に
向

け
て

整
備

を
推

進
し

て
い

く
。

 
・
重

要
調

整
池

の
新

た
な

指
定

は
1
箇

所
。
引

き
続

き
、
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

き
県

関
係

部
局

及
び

流
域

市
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

開
発

者
を

指
導

す
る

。
 

・
森

林
保

全
は

、
人

工
林

の
間

伐
や

表
土

浸
食

防
止

を
推

進
し

た
。
今

後
も

引
き

続
き

、
森

林
が

持
つ

水
源

か
ん

養
機

能
、
土

砂
流

出
防

止
機

能
な

ど
の

公
益

的
機

能
の

維
持

、
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
土

砂
崩

壊
や

流
木

の
流

出
を

防
止

す
る

砂
防
・
治

山
事

業
は

、
第

3
次

山
地

防
災
・
土

砂
災

害
対

策
計

画
（

H3
0
年

3
月

）
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

整
備

に
取

り
組

む
。

 
・
水

田
貯

留
は

、
昨

年
実

績
に

加
え

、
神

戸
市

北
区

道
場

町
、
三

田
市

大
原

等
で

セ
キ

板
を

配
布

し
、「

セ
キ

板
1,

0
0
0
枚

配
布

大
作

戦
」

に
基

づ
き

、
着

実
に

取
り

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。

 
・
各

戸
貯

留
は

、
流

域
市

の
助

成
基

数
の

累
計

か
ら

着
実

に
実

績
が

増
加

し
て

い
る

。
今

後
も

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

図
り

な
が

ら
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
 

・
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
配

水
等

)整
備

に
つ

い
て

は
、
尼

崎
市

、
西

宮
市

で
約

1
.0

㎞
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

整
備

に
努

め
て

い
く

。
 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
貯

留
施

設
は

、
県

立
高

校
2
校

(宝
塚

北
、
三

田
祥

雲
館

)
と

西
宮

市
名

塩
小

学
校

で
整

備
が

完
了

し
た

。
引

き
続

き
、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
、
目

標
貯

留
量

確
保

に
向

け
て

整
備

を
推

進
し

て
い

く
。

 
・
重

要
調

整
池

の
新

た
な

指
定

は
1
箇

所
。
引

き
続

き
、
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

き
県

関
係

部
局

及
び

流
域

市
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

開
発

者
を

指
導

す
る

。
 

・
森

林
保

全
は

、
人

工
林

の
間

伐
や

表
土

浸
食

防
止

を
推

進
し

た
。
今

後
も

引
き

続
き

、
森

林
が

持
つ

水
源

か
ん

養
機

能
、
土

砂
流

出
防

止
機

能
な

ど
の

公
益

的
機

能
の

維
持

、
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
土

砂
崩

壊
や

流
木

の
流

出
を

防
止

す
る

砂
防
・
治

山
事

業
は

、
第

3
次

山
地

防
災
・
土

砂
災

害
対

策
計

画
（

H3
0
年

3
月

）
に

引
き

続
き

、
整

備
に

取
り

組
む

。
 

・
水

田
貯

留
は

、
昨

年
実

績
に

加
え

、
神

戸
市

北
区

長
尾

町
、
三

田
市

十
倉

等
で

セ
キ

板
を

配
布

し
、
「

セ
キ

板
1,

0
0
0
枚

配
布

大
作

戦
」

に
基

づ
き

、
着

実
に

取
り

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。

 
・
各

戸
貯

留
は

、
流

域
市

の
助

成
基

数
の

累
計

か
ら

着
実

に
実

績
が

増
加

し
て

い
る

。
今

後
も

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

図
り

な
が

ら
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
 

・
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
配

水
等

)整
備

に
つ

い
て

は
、
尼

崎
市

、
西

宮
市

で
約

3
.6

㎞
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

整
備

に
努

め
て

い
く

。
 

・
貯

留
施

設
は

、
名

塩
貯

水
池

、
鎌

が
谷

大
池

の
治

水
活

用
の

整
備

が
完

了
予

定
。
引

き
続

き
、

土
地

所
有

者
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
目

標
貯

留
量

確
保

に
向

け
て

整
備

を
推

進
す

る
。

 
・
重

要
調

整
池

の
新

た
な

指
定

は
1
箇

所
。
引

き
続

き
、
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

き
県

関
係

部
局

及
び

流
域

市
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

開
発

者
を

指
導

す
る

。
 

・
森

林
保

全
は

、
人

工
林

の
間

伐
や

表
土

浸
食

防
止

を
推

進
し

た
。

今
後

も
引

き
続

き
、

森
林

が
持

つ
水

源
か

ん
養

機
能

、
土

砂
流

出
防

止
機

能
な

ど
の

公
益

的
機

能
の

維
持

、
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
土

砂
崩

壊
や

流
木

の
流

出
を

防
止

す
る

砂
防
・
治

山
事

業
は

、
第

3
次

山
地

防
災
・
土

砂
災

害
対

策
計

画
（

H3
0
年

3
月

）
に

引
き

続
き

、
整

備
に

取
り

組
む

。
 

・
水

田
貯

留
は

、
昨

年
実

績
に

加
え

、
神

戸
市

北
区

長
尾

町
で

セ
キ

板
を

配
布

し
、
「

セ
キ

板
1
,
00

0
枚

配
布

大
作

戦
」

に
基

づ
き

、
着

実
に

取
り

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。

 
・
各

戸
貯

留
は

、
流

域
市

の
助

成
基

数
の

累
計

か
ら

着
実

に
実

績
が

増
加

し
て

い
る

。
今

後
も

広
報

媒
体

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

図
り

な
が

ら
、

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
 

・
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
配

水
等

)整
備

に
つ

い
て

は
、
尼

崎
市

で
約

0.
1
㎞

の
整

備
が

実
施

さ
れ

た
。

今
後

も
引

き
続

き
整

備
に

努
め

て
い

く
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

学
校

、
公

園
、

た
め

池
等

を
利

用
し

た
貯

留
施

設
等

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
2

期
計

画
目

標
に

達
っ

し
な

か
っ

た
た

め
、

3
期

計
画

に
お

い
て

は
、

最
終

年
の

目
標

達
成

に
向

け
て

整
備

の
加

速
が

必
要

。
 

砂
防

事
業

、
治

山
事

業
に

つ
い

て
は

、
2

期
計

画
目

標
を

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

3
期

計
画

に
つ

い
て

は
第

3
次

山
地

防
災

・
土

砂
災

害
対

策
計

画
に

基
づ

き
R5

年
ま

で
の

目
標

設
定

を
行

な
う

。
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管

理
番

号
 
１
０

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
１

節
 

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
 

 
 

３
 

減
災

対
策

 
（

武
庫

川
流

域
総

合
治

水
推

進
計

画
の

内
容

も
考

慮
）

 

実
施
目

標
 

計
画

規
模

を
上

回
る

洪
水

や
整

備
途

上
段

階
で

の
施

設
能

力
以

上
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

人
的

被
害

の
回

避
・

軽
減

及
び

県
民

生
活

や
社

会
経

済
活

動
へ

の
深

刻
な

ダ
メ

ー
ジ

の
回

避
を

目
指

し
洪

水
被

害
を

軽
減

さ
せ

る
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

減
災

対
策

に
つ

い
て

は
、

計
画

規
模

を
上

回
る

洪
水

や
整

備
途

上
段

階
で

の
施

設
能

力
以

上
の

洪
水

、
い

わ
ゆ

る
超

過
洪

水
に

よ
り

、
河

川
か

ら
洪

水
が

あ
ふ

れ
出

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

以
下

の
対

策
を

進
め

る
。

 
 
(
１

)
 水

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
（

知
る

）
 

 
 
(２

)
 情

報
提

供
体

制
の

充
実

と
水

防
体

制
の

強
化

（
守

る
）

 
 
(
３

)
 的

確
な

避
難

の
た

め
の

啓
発

（
逃

げ
る

）
 

 
 

 
 
(４

)
 水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

と
水

害
か

ら
の

復
旧

の
備

え
（

備
え

る
）

 
  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．

実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(
R8

～
R1

2
) 

H
28

 
H2

9 
H3

0 
R
1 

R
2 

３
．

減
災

対
策

 

｢
武

庫
川

流
域

総
合

治
水

推
進

協
議

会
｣の

設
置

 
｢
武

庫
川

流
域

総
合

治
水

推
進

計
画

｣
の

策
定

 

･
「

武
庫

川
流

域
総
合

治
水

推
進
協

議
会

」
の

設
置
 

･
「

武
庫

川
流

域
総
合

治
水

推
進
計

画
」

の
策
定
 

【
県

、
市

】
 

推
進

計
画

の
着

実
な

推
進

 
（

推
進

協
議

会
を

設
置

し
、

推
進

計
画

を
策

定
済

み
［

H2
2
.
11

］）
 

総
合

治
水

条
例

に
基

づ
く

「
阪

神
西

部
(武

庫
川

流
域

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 

総
合

治
水

条
例

に
基

づ
く

「
阪

神
西

部
(
武

庫
川

流
域

圏
)
地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 

・『
阪

神
西

部
(武

庫
川

流
域

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
計

画
』

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
シ

ー
ト

の
更

新
(H

3
1.

3
末

時
点

)
を

実
施

 

・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
の

更
新

(R
2
.3

末
時

点
)を

実
施

 

・
協

議
会

開
催

未
定

（
R2

.
9
時

点
）

 
・

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
シ

ー
ト

更
新

予
定

 
 

 

(1
)水

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
(
知

る
) 

①
水

害
リ

ス
ク

を
知

る
機

会
の

提
供

 

住
民

が
水

害
リ

ス
ク

を
知

る
機

会
を

数
多

く
提

供
 

我
が

ま
ち

を
歩

く
体

験
型

講
座

の
開

催
等

 
【

県
、

市
】

 

体
験

型
講

座
の

開
催

と
手

づ
く

り
HM

作
成

等
の

促
進

 

住
民

自
ら

が
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
地

域
の

危
険

箇
所

等
を

確
認

す
る

体
験

型
講

座
を

実
施

(市
26

回
) 

そ
れ

を
基

に
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
3
2

地
区

）
 

・
県

立
・

人
と

自
然

の
博

物
館

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
総

合
治

水
展

」
の

開
催

（
県

）
 

・
住

民
自

ら
が

ま
ち

を
歩

き
な

が
ら

地
域

の
危

険
箇

所
等

を
確

認
す

る
体

験
型

講
座

を
実

施
(市

22
回

) 
・

そ
れ

を
基

に
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
2
5
地

区
）

 

・
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
、

バ
ン

ド
ー

神
戸

青
少

年
科

学
館

に
て

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
総

合
治

水
展

」
の

開
催

（
県

）
 

・
住

民
自

ら
が

ま
ち

を
歩

き
な

が
ら

地
域

の
危

険
箇

所
等

を
確

認
す

る
体

験
型

講
座

を
実

施
(市

23
回

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

)
）

 
・

手
づ

く
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

（
市

22
地

区
）

 

・
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
 

に
て

、「
知

ろ
う

！
学

ぼ
う

！
総

合
治

水
展

」、
バ

ン
ド

ー
神

戸
青

少
年

科
学

館
に

て
「

み
ん

な
で

取
り

組
む

総
合

治
水

展
」

の
開

催
（

県
）

 
・

住
民

自
ら

が
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
地

域
の

危
険

箇
所

等
を

確
認

す
る

体
験

型
講

座
を

実
施

(市
34

回
（

尼
崎

市
、

西
宮

市
、

宝
塚

市
、

三
田

市
、

丹
波

篠
山

市
）

) 
・

手
づ

く
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

（
市

25
地

区
）

 

・
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
に

て
「

知
ろ

う
！

学
ぼ

う
！

総
合

治
水

展
」

の
開

催
（

県
）

 
・

住
民

自
ら

が
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
地

域
の

危
険

箇
所

等
を

確
認

す
る

体
験

型
講

座
を

実
施

(市
4
回

（
三

田
市

、
丹

波
篠

山
市

）
) 

・
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
4
地

区
）

 
 

②
水

害
リ

ス
ク

を
知

る
ツ

ー
ル

の
整

備
 

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

ツ
ー

ル
の

整
備

 

水
害

ﾘｽ
ｸを

正
確

に
理

解
で

き
、

わ
か
り

や
す

い
ﾊｻ

ﾞｰ
ﾄﾞ

ﾏｯ
ﾌﾟ

(以
下

、
HM

)へ
の

改
良

・
強
化

【
市

】
 

H
M
の

改
良

及
び

内
水

HM
の

作
成

・
公

表
 

神
戸

市
、

西
宮

市
、

宝
塚

市
で

HM
改

訂
 

【
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
の

標
記

を
追

加
、

避
難

情
報

の
名

称
変

更
に

つ
い

て
の

説
明

を
追

加
等

】
 

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
追
加
、
避
難
所
情

報
の
時
点
修
正
等
を
改

訂
。

6
月

上
旬
か
ら
全

戸
配
布
（
神
戸
市
）

 
・

想
定
最
大
規
模
降
雨
に

よ
る
浸
水
想
定
区
域
図

に
か
か
る
猪
名
川
・
藻

川
の

H
M

を
作
成
・

H
P
で
公
表
（
尼
崎

市
）

 
・

洪
水

H
M

更
新
、
内
水

H
M

作
成
。
両
者
を

合
わ
せ
た
防
災
マ
ッ
プ
＆

便
利
帳
を
全
配
布
（
伊

丹
市
）

 

・
6
月

上
旬

か
ら

全
戸

配
布

を
実

施
。

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
追

加
、

避
難

所
情

報
の

時
点

修
正

等
の

改
定

を
行

っ
た

。（
神

戸
市

）
 

・
土

砂
災

害
わ

が
家

の
避

難
ﾏ
ｯ
ﾌﾟ

配
布

（
新

規
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
の

み
）

（
神

戸
市

）
 

・
想

定
最

大
規

模
降

雨
に

よ
る

洪
水

HM
と

し
て

H3
1
.4

更
新

（
尼

崎
市

）
 

・
内

水
HM

市
全

域
H3

1.
4

更
新

（
尼

崎
市

）
 

・
防

災
ブ

ッ
ク

の
作

成
配

布
（

尼
崎

市
）

 
・

全
市

版
防

災
マ

ッ
プ

、
平

成
31

年
3
月

改
訂

（
西

宮
市

）
 

・
内

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
全

域
作

成
済

み
（

伊
丹

市
）

 
※

防
災

マ
ッ

プ
&
市

民
べ

ん
り

帳
を

全
戸

配
布

 
・

W
EB

版
の

更
新

で
最

大
浸

水
想

定
の

閲
覧

可
能

と

・
武
庫
川
、
有
馬
川
に
つ

い
て
想
定
最
大

規
模
降

雨
に
よ
る
浸
水

想
定
区

域
を
参
考
図
と

し
て
掲

載
（
神
戸
市
）

 
・
想
定
最
大
規
模
の
高
潮

H
M

と
し
て

R2
.4

に
更

新
（
尼
崎
市
）

 
・
洪
水

HM
、

土
砂

災
害

HM
更

新
（

伊
丹

市
）

 
・

W
eb

版
H
M
更

新
R1

.
9

（
宝

塚
市

）
 

・
R
1.

6
月

改
訂

版
を

市
内

全
戸

配
布

（
三

田
市

）
 

 

・
武

庫
川

水
系

全
て

に
つ

い
て

新
た

に
公

表
さ

れ
た

計
画

規
模

降
雨

に
よ

る
浸

水
想

定
区

域
を

掲
載

（
神

戸
市
）

 
・

R2
.9

紙
版

HM
を

全
戸

配
布

（
宝

塚
市

）
 

・
R
2.

7
月

改
訂

版
を

市
内

全
戸

配
布

（
三

田
市

）
 

・
R
3.

3
版

H
M
を

改
定

予
定

（
丹

波
篠

山
市

）
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し
た

（
宝

塚
市

）
 

・
市

域
全

図
改

訂
（

H3
1
.
2）

配
布

（
三

田
市

）
 

C
G
H
M
で

整
備

し
た

映
像

等
の

継
続

公
開

【
県

】
と

活
用

方
法

の
検

討
【

市
】

 

C
G
HM

の
継

続
公

開
と

活
用

方
法

の
検

討
 

現
行

の
CG

HM
に

H2
6
の

浸
水

実
績

を
追

加
拡

充
し

て
継

続
公

開
 

現
行

の
CG

HM
を

継
続

公
開

 
現

行
の

CG
HM

を
継

続
公

開
 

現
行

の
CG

HM
を

継
続

公
開

 

想
定

最
大

規
模

降
雨

に
よ

る
浸

水
想

定
区

域
図

等
を

CG
H
M
に

反
映

、
継

続
公

開
 

③
防

災
の

担
い

手
と

な
る

人
材

の
育

成
 

行
政

、
住

民
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

様
々

な
主

体
の

防
災

の
担

い
手

を
育

成
 

ひ
ょ

う
ご

防
災

リ
ー

ダ
ー

講
座

等
の

研
修

や
防

災
に

関
す

る
出

前
講

座
の

実
施

【
県

、
市

】
 

住
民

や
NP

O
等

へ
の

研
修

及
び

出
前

講
座

の
継

続
実

施
 

・
県

88
回

(防
災

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ

講
座

○県
、
出

前
講

座
○市

)
、
市

28
4

回
○市

の
研

修
会

等
を

開
催

 
・

防
災

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ

講
座

修
了

者
1
0
6
人
○市

 

・
県

7
8
回

(防
災

ﾘ
ｰﾀ

ﾞ
ｰ講

座

○県
、
出

前
講

座
○市

)、
市

19
3

回
○市

の
研

修
会

等
を

開
催

 
・

防
災

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ

講
座

修
了

者
8
7
人
○市

 

・
県

9
7
回

(防
災

ﾘ
ｰ
ﾀﾞ

ｰ講
座

○県
、

出
前

講
座
○市

)
、

市
2
6
4

回
○市

の
研

修
会

等
を

開
催

 
・

防
災

ﾘｰ
ﾀﾞ

ｰ
講

座
修

了
者

1
6
3
人
○市

 
 

・
県

70
回

(防
災

ﾘｰ
ﾀﾞ

ｰ講
座

○県
、

出
前

講
座
○市

)
、

市
25

3
回
○市

（
神

戸
市

47
団

体
、

尼
崎

市
69

回
、

西
宮

市
46

回
、

伊
丹

市
11

回
、

宝
塚

市
45

回
、
三

田
市

2
2

回
、

丹
波

篠
山

市
13

回
）

の
研

修
会

等
を

開
催

 
・

防
災

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ

修
了

者
 

1
2
0
人

 

・
県

防
災

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
講

座
集

計
中
○県

、
出

前
講

座

○市
)
、

市
2
回
○市

（
宝

塚
市

1
回

、丹
波

篠
山

市
1
回

）
の

研
修

会
等

を
開

催
 

・
防

災
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
修

了
者

集
計

中
 

 

行
政

担
当

職
員

に
対

す
る

研
修

の
充

実
【

県
、

市
】

 

行
政

職
員

を
対

象
に

し
た

研
修

の
継

続
実

施
及

び
充

実
 

県
9
回
○局

、
市

10
回
○市

の
研

修
会

を
開

催
 

県
9
回
○県

、
市

18
回

○市
研

修
会

を
開

催
 

県
8
回
○県

、
市

11
3
回
○市

研
修

会
を

開
催

 
・

県
1
0
回
○県

、
市

7
8
回

○市
研

修
会

を
開

催
 

・
県

3
回
○県

開
催

見
込

 
・
市

4
回
○市

研
修

会
を

開
催

 

    (2
)情

報
提

供
体

制
の

充
実

と
水

防
体

制
の

強
化

(
守

る
）

 
          

 ①
避

難
情

報
の

伝
達

 
 

市
及

び
住

民
の

避
難

判
断

の
支

援
 

防
災

情
報

の
提

供
体

制
の

充
実

 
【

県
、

市
】

 

雨
量

、
河

川
水

位
、

河
川

監
視

画
像

、
洪

水
予

報
、

氾
濫

予
測

等
の

情
報

の
継

続
発

信
及

び
充

実
 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼｽ

ﾃ
ﾑの

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
Y
ah

oo
!
防

災
速

報
に

よ
る

災
害

情
報

の
発

信
、

サ
ン

ド
ア

ー
ト

動
画

「
避

難
勧

告
！

そ
の

時
、

ど
う

す
る

」
の

作
成

・
配

信
等

(神
戸

市
) 

・
防

災
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
定

期
放

送
の

充
実

、
緊

急
告

知
ﾗ
ｼﾞ

ｵ購
入

費
補

助
の

充
実

等
(西

宮
市

)、
 

・
ひ

ょ
う

ご
防

災
ネ

ッ
ト

の
12

か
国

語
対

応
に

伴
い

周
知

チ
ラ

シ
を

作
成

。
出

前
講

座
や

窓
口

で
配

布
し

登
録

者
数

増
に

努
め

る
（

宝
塚

市
）

等
 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼ
ｽﾃ

ﾑの
運

用
を

継
続

実
施

、
各

種
防

災
情

報
を

継
続

発
信

 
・

防
災

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

『
KO

B
E
そ

な
え

と
う

』
の

配
信

開
始

。
『

K
OB

E
防

災
啓

発
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

S
ON

A
E 

to
 

U
 

?』
（

h
tt

p:
/
/
ww

w.
k
o
be

-
s
on

ae
.j

p
/）

と
の

連
携

と
多

言
語

対
応

に
よ

り
、

防
災

に
触

れ
る

機
会

の
充

実
を

図
っ

た
。

オ
フ

ラ
イ

ン
時

で
も

閲
覧

可
能

な
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
搭

載
な

ど
に

よ
り

市
民

へ
の

防
災

情
報

伝
達

手
段

を
拡

充
（

神
戸

市
）

 
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

FM
難

聴
地

域
解

消
（

生
瀬

中
継

局
建

設
）
（

西
宮

市
）

 
・

登
録

制
メ

ー
ル

の
周

知
継

続
に

よ
り

登
録

者
増

（
宝

塚
市

）
 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼｽ

ﾃ
ﾑの

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
防

災
行

政
無

線
の

整
備

が
進

み
、

一
斉

即
時

に
音

で
住

民
へ

情
報

伝
達

が
可

能
に

な
っ

た
。（

宝
塚

市
）

 
 

 ・
平
時
か
ら
Ｈ
Ｐ
や
各
戸

配
布

等
で
防
災
情
報
を

共
有

す
る
と
と
も
に
、

災
害

時
は
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

ア
プ
リ
、
各
種
メ

デ
ィ

ア
等
で
情
報
発
信

（
神

戸
市
）

 
・

防
災

行
政

無
線

で
放

送
し

た
内

容
な

ど
、

市
か

ら
の

24
時

間
以

内
の

最
新

の
災

害
情

報
を

音
声

で
聞

く
こ

と
が

で
き

る
「

災
害

情
報

電
話

サ
ー

ビ
ス

」
を

導
入

し
た

。（
尼

崎
市

）
 

・
W
eb

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
さ

ん
だ

の
公

開
（

多
言

語
）

（
三

田
市

）
 

・
ひ

ょ
う

ご
防

災
ネ

ッ
ト

ア
プ

リ
の

普
及

啓
発

（
丹

波
篠

山
市

）
 

・
地

域
住

民
が

自
ら

避
難

を
開

始
す

る
基

準
を

決
め

る
取

り
組

み
等

を
支

援
す

る
た

め
、

わ
か

り
や

す
い

量
水

標
を

設
置

（
武

庫
川
〔

上
武

庫
橋

、
宝

来
橋

〕、
一

後
川

、
荒

神
川

、
大

堀
川

）
 

・
平

時
か

ら
Ｈ

Ｐ
や

各
戸

配
布

等
で

防
災

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

災
害

時
は

Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ア

プ
リ
、

各
種

メ
デ

ィ
ア

等
で

情
報

発
信
（
神
戸
市
）

 
・
防

災
行

政
無

線
45

基
を

使
用

し
た

災
害

時
の

情
報

提
供

（
宝

塚
市

）
 

避
難

勧
告

等
に

関
す

る
情

報
を

迅
速

に
提

供
（

市
）

 

同
報

無
線

・
移

動
無

線
の

充
実

【
市

】
 

無
線

施
設

の
整

備
促

進
及

び
適

切
な

維
持

管
理

の
実

施
 

市
で

35
基
○市

の
無

線
を

整
備

（
累

計
49

2
基

）
 

市
で

6
2
基
○市

の
無

線
を

整
備

（
累

計
5
58

基
）

 
市

で
31

基
○市

の
無

線
を

整
備

（
累

計
58

9
基

）
 

･
市

で
2
8
基
○市

の
無

線
を

整
備

（
累

計
61

7
基

）
 

･
屋

外
拡

声
子

機
4

基
更

新
（

西
宮

市
）

 

･
市

で
10

基
○市

の
無

線
を

整
備

（
累

計
62

7
基

）
 

･
屋

外
拡

声
子

機
4

基
更

新
（

西
宮

市
）

 

   ②
河

川
情

報
の

伝
達

 
   

武
庫

川
下

流
部

に
お

け
る

「
洪

水
予

報
」

の
実

施
（

気
象

台
共

同
） 

「
洪

水
予

報
」

の
実

施
【

県
】

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 
「

洪
水

予
報

」
の

継
続

実
施

 

迅
速

な
避

難
活

動
の

支
援

<
水

防
上

重
要

な
箇

所
> 

増
水

す
る

河
川

の
画

像
情

報
の

提
供

・
配

信
【

県
】

 

河
川

監
視

カ
メ

ラ
増

設
及

び
継

続
配

信
 

河
川

監
視

カ
メ

ラ
(1

0
基

)に
よ

る
継

続
配

信
を

実
施

 
河

川
監

視
カ

メ
ラ

(
10

基
)
に

よ
る

継
続

配
信

を
実

施
 

河
川

監
視

カ
メ

ラ
(1

0
基

)
に

よ
る

継
続

配
信

を
実

施
 

河
川

監
視

カ
メ

ラ
(
10

基
)に

よ
る

継
続

配
信

を
実

施
 

･
河

川
監

視
カ

メ
ラ

(
10

基
)
に

よ
る

継
続

配
信

を
実

施
）

 
･
河

川
監

視
カ

メ
ラ

を
増

設
予

定
 

15



 ②
河

川
情

報
の

伝
達

 

サ
イ

レ
ン

・
回

転
灯

の
設

置
【

県
】

 
設

置
済

み
の

サ
イ

レ
ン

と
回

転
灯

7
基

の
安

定
作

動
の

確
保

 
サ

イ
レ

ン
、

回
転

灯
を

的
確

に
作

動
さ

せ
、

河
川

利
用

者
等

へ
の

注
意

喚
起

を
実

施
 

サ
イ

レ
ン

、
回

転
灯

を
的

確
に

作
動

さ
せ

、
河

川
利

用
者

等
へ

の
注

意
喚

起
を

実
施

 

サ
イ

レ
ン

、
回

転
灯

を
的

確
に

作
動

さ
せ

、
河

川
利

用
者

等
へ

の
注

意
喚

起
を

実
施

 

サ
イ

レ
ン

、
回

転
灯

を
的

確
に

作
動

さ
せ

、
河

川
利

用
者

等
へ

の
注

意
喚

起
を

実
施

 

サ
イ

レ
ン

、
回

転
灯

を
的

確
に

作
動

さ
せ

、
河

川
利

用
者

等
へ

の
注

意
喚

起
を

実
施

 

水
防
活

動
や

避
難

勧
告

等
の

発
令

の
支

援
 

洪
水

時
の

水
位

予
測

等
の

配
信

【
県

】
 

市
の

避
難

勧
告

発
令

等
を

支
援

す
る

水
位

予
測

等
の

継
続

配
信

 

水
位

予
測

に
加

え
、

氾
濫

予
測

情
報

、
河

川
監

視
画

像
等

の
情

報
を

継
続

配
信

 

水
位

予
測

に
加

え
、

氾
濫

予
測

情
報

、
河

川
監

視
画

像
等

の
情

報
を

継
続

配
信

 

水
位

予
測

に
加

え
、

氾
濫

予
測

情
報

、
河

川
監

視
画

像
等

の
情

報
を

継
続

配
信

 

水
位

予
測

に
加

え
、

氾
濫

予
測

情
報

、
河

川
監

視
画

像
等

の
情

報
を

継
続

配
信

 

水
位

予
測

に
加

え
、

氾
濫

予
測

情
報

、
河

川
監

視
画

像
等

の
情

報
を

継
続

配
信

 

地
上

デ
ジ

タ
ル

放
送

等
を

利
用

し
た

水
位

情
報

等
の

配
信

 
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
等

を
利

用
し

た
水

位
情

報
等

の
配

信
【

県
】

 

多
様

な
手

段
に

よ
る

水
位

情
報

等
の

配
信

 
HP

「
川

の
防

災
情

報
」
、

デ
ー

タ
放

送
に

よ
る

水
位

・
雨

量
情

報
の

継
続

配
信

を
実

施
 

・
HP

「
川

の
防

災
情

報
」、

デ
ー

タ
放

送
に

よ
る

水
位

・
雨

量
情

報
の

継
続

配
信

を
実

施
 

・
NH

K
デ

ー
タ

放
送

で
河

川
監

視
カ

メ
ラ

（
CC

T
V）

の
画

像
を

配
信

開
始

（
H
29

.6
）

 

・
H
P「

川
の

防
災

情
報

」、
デ

ー
タ

放
送

に
よ

る
水

位
・

雨
量

情
報

の
継

続
配

信
を

実
施

 
・

N
HK

デ
ー

タ
放

送
で

河
川

監
視

カ
メ

ラ
（

C
C
TV

）
の

画
像

の
継

続
配

信
を

実
施

 
・

Y
ah

o
o!

JA
P
A
N
の

「
天

気
」

の
ペ

ー
ジ

で
河

川
監

視
カ

メ
ラ

の
画

像
(7

4
基

)を
配

信
開

始
（

H3
0.

6～
）

 
・

H
P「

河
川

監
視

シ
ス

テ
ム

」
の

配
信

能
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

（
H3

0.
12

）
 

・
H
P「

川
の

防
災

情
報

」、
デ

ー
タ

放
送

に
よ

る
水

位
・

雨
量

情
報

の
継

続
配

信
を

実
施

 
・

N
HK

デ
ー

タ
放

送
で

河
川

監
視

カ
メ

ラ
（

CC
TV

）
の

画
像

の
継

続
配

信
を

実
施

 
・

Y
ah

oo
!
J
AP

A
N
の

「
天

気
」

の
ペ

ー
ジ

で
河

川
監

視
カ

メ
ラ

の
画

像
(
74

基
)を

配
信

開
始

（
H
30

.
6～

）
 

・
HP

「
川

の
防

災
情

報
」、

デ
ー

タ
放

送
に

よ
る

水
位

・
雨

量
情

報
の

継
続

配
信

を
実

施
 

・
NH

K
デ

ー
タ

放
送

で
河

川
監

視
カ

メ
ラ

（
CC

T
V）

の
画

像
の

継
続

配
信

を
実

施
 

・
Ya

h
oo

!J
A
P
AN

の
「

天
気

」
の

ペ
ー

ジ
で

河
川

監
視

カ
メ

ラ
の

画
像

(
74

基
)

を
配

信
開

始
（

H3
0
.6

～
）
 

③
水

防
体

制
の

強
化

 

大
規
模

洪
水

時
に

お
け

る
職

員
の

危
機

管
理

能
力

及
び

地
域

防
災

力
の

向
上

 

実
践

的
な

演
習

の
実

施
【

県
、

市
】

 
行

政
及

び
地

域
に

よ
る

実
践

的
な

演
習

の
実

施
 

県
1
回
○局

（
L
ア

ラ
ー

ト
県

域
全

体
訓

練
1
回

）、
市

3
6

回
○圏

（
土

の
う

積
訓

練
、
避

難
所

運
営

訓
練

等
）

を
実

施
 

県
1
回
○局

（
L
ア

ラ
ー

ト
県

域
全

体
訓

練
1
回

）、
市

 
5
4
回
○圏

（
土

の
う

積
み

訓
練

、
水

防
工

法
訓

練
等

）
を

実
施

 
・

人
命

救
助

実
働

訓
練

、
介

護
老

人
保

健
施

設
で

の
屋

内
避

難
訓

練
（

神
戸

市
）

 
 

・
県

1
回
○局

（
L
ア

ラ
ー

ト
県

域
全

体
訓

練
1
回

）
、

市
8
回
○圏

（
土

の
う

積
み

訓
練

、
水

防
工

法
訓

練
等

）
を

実
施

 

・
消

火
訓

練
、

避
難

誘
導

訓

練
、

給
食

給
水

訓
練

等

（
神

戸
市

）
 

・
水

防
工

法
習

得
訓

練
、

自

主
防

災
組

織
委

員
へ

の
指

導
等

（
伊

丹
市

）
 

・
市

内
協

定
団

体
及

び
市

関

係
課

職
員

に
よ

る
土

の
う

積
み

訓
練

（
宝

塚
市

）
 

・
避

難
訓

練
、

消
火

訓
練

、

炊
き

出
し

訓
練

、
災

害
要

援
護

者
安

否
確

認
訓

練
な

ど
（

丹
波

篠
山

市
）

 
 

・
県

1
回
○局

（
L
ア

ラ
ー

ト
全

国
合

同
訓

練
20

1
9）

、
市

16
回
○圏

（
土

の
う

積
み

訓
練

、
水

防
工

法
訓

練
等

）
を

実
施

 

・
消

火
訓

練
、

避
難

誘
導

訓

練
、

給
食

給
水

訓
練

等

（
神

戸
市

）
 

・
水

防
工

法
習

得
訓

練
（

伊

丹
市

）
 

・
積

み
土

の
う

工
法

及
び

水

防
資

機
材

取
り

扱
い

訓
練

等
（

宝
塚

市
）

 
・

災
害

対
策

本
部

立
ち

上
げ

訓
練

、
土

の
う

訓
練

、
気

象
台

に
よ

る
防

災
研

修

会
、

H
U

G
研

修
等

（
三

田
市

）
 

・
地

震
発

生
24

時
間

以
後

を
想

定
し

た
図

上
訓

練

（
丹

波
篠

山
市

）
 

・
県

0
回
○局

（
L
ア

ラ
ー

ト
全

国
合

同
訓

練
2
0
20

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

兵
庫

県
は

参
加

せ
ず

）、
市

6
回
○圏

（
土

の
う

積
み

訓
練

、
水

防
工

法
訓

練
等

）
を

実
施

 
 

防
災

態
勢

の
強

化
（

市
）

 

県
、

防
災

関
係

機
関

と
連

携
し

た
防

災
訓

練
の

実
施

【
市

】
 

県
や

防
災

機
関

と
連

携
し

た
訓

練
の

実
施

 
12

回
実

施
○圏

 
15

回
実
施
○圏

 
8
回
実
施
○圏

 
・

1
0
回

実
施
○市

 
・

6
回

実
施

予
定
○市

 

    (3
)的

確
な

避
難

の
た

め
の

啓
発

(
逃

げ
る

) 
    

①
自

助
の

取
組

の
推

進
 

住
民
が

被
害

に
遭

わ
な

い
た

め
に

必
要

な
知

識
の

啓
発

 

住
民

主
体

で
作

成
し

た
HM

等
の

よ
り

一
層
の

活
用
【

市
】

 

地
域

の
学

習
会

や
防

災
訓

練
で

の
手

づ
く

り
H
M
等

の
活

用
 

・
市

政
出

前
講

座
や

防
災

学
習

等
で

手
づ

く
り

HM
を

活
用

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

）
 

・
地

域
の

防
災

学
習

回
や

訓
 

練
等

、
手

作
り

HM
の

活
用

実
績

回
数

 
計

約
40

回
 

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
篠

山
市

）
 

・
洪

水
歩

行
体

験
、

都
市

型
浸

水
防

止
工

法
展

示
（

伊
丹

市
）

 
・

手
作

り
HM

を
使

っ
た

避
難

訓
練

実
施

や
展

示
（

西
宮

市
、

尼
崎

市
）

 

・
地

域
の

防
災

学
習

回
や

訓
 

練
等

、
手

作
り

HM
の

活
用

実
績

回
数

 計
約

54
回

 
（

尼
崎

市
、

西
宮

市
、

伊
丹

市
、

丹
波

篠
山

市
）

 
・

小
学

校
区

に
お

け
る

自
主

防
災

組
織

合
同

訓
練

に
お

い
て

、
洪

水
歩

行
体

験
や

都
市

型
浸

水
防

止
工

法
実

施
（

伊
丹

市
）

 
・

地
域

の
防

災
学

習
に

て
、

手
づ

く
り

Ｈ
Ｍ

等
に

よ
り

危
険

個
所

の
点

検
等

を
行

っ
た

。
（

丹
波

篠
山

市
）

 

･
地

域
の

防
災

学
習

回
や

訓
練

等
、

手
作

り
H
M
の

活
用

実
績

回
数

 計
約

54
回
（

神
戸

市
、

西
宮

市
、

伊
丹

市
、

丹
波

篠
山

市
）

 
･
小

学
校

区
に

お
け

る
自

主
防

災
組

織
合

同
訓

練
に

お
い

て
、
洪

水
歩

行
体

験
や

都
市

型
浸

水
防

止
工

法
実

施
（

伊
丹

市
）

 

･地
域

の
防

災
学

習
回

や
訓

練
等

、
手

作
り

HM
の

活
用

実
績

回
数

 計
約

5
4
回

（
神

戸
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
丹

波
篠

山
市

）
 

･地
域

の
防

災
学

習
回

や
訓

 練
等

、
手

作
り

HM
の

活
用

実
績

回
数

 計
5

回
 

（
丹

波
篠

山
市

）
 

 

各
種

防
災

情
報

の
入

手
方

法
の

啓
発

 

「
ひ

ょ
う
ご

防
災

ネ
ッ

ト
」

へ
の
加

入
促

進
等

【
県

】
 

「
ひ

ょ
う

ご
防

災
ネ

ッ
ト

」
等

の
新

規
登

録
件

数
4
0,

0
00

件
/
年

(H
2
5
迄

) 
○県

の
確

保
 

 
※

H
2
6
以

降
の

目
標

：
1
2
0,

00
0
件

/
年

 

H2
8
新

規
登

録
件

数
 

61
,
50

0
件
○県

 
H
2
9
新

規
登

録
件

数
 

7
5
,7

0
0
件
○県

 
H3

0
新

規
登

録
件

数
 

10
7
,0

0
0
件
○県

 

R
1.

5 
ひ

ょ
う

ご
防

災
ネ

ッ
ト

ア
プ

リ
リ

リ
ー

ス
 

R
1
新

規
登

録
件

数
（

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

数
）

 
メ

ー
ル

 
5
5,

6
00

件
(
県

) 

R2
ア

プ
リ

新
規

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

数
(目

標
) 

75
,
00

0
件

(県
) 

16



ア
プ

リ
 

9
6,

6
00

件
(
県

) 

②
共

助
の

取
組

の
推

進
 

水
害
発

生
時

の
災

害
時

要
援

護
者

の
円

滑
な

避
難
（

市
）

 

地
区

内
で

住
民

同
士

が
助

け
合

う
取

組
の

促
進

【
市

】
 

災
害

時
要

援
護

者
の

円
滑

な
避

難
に

資
す

る
取

り
組

み
方

策
等

の
検

討
・

実
施

 

・
災

害
時

要
援

護
者

支
援

登
録

台
帳

等
の

整
備

、
情

報
共

有
化

等
の

取
り

組
み

を
継

続
実

施
 

（
神

戸
市

、
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
篠

山
市

）
 

・
自

治
会

防
災

プ
ラ

ン
作

成
ツ

ー
ル

を
提

供
（

伊
丹

市
）

な
ど

 

・
災

害
時

要
援

護
者

支
援

登
録

台
帳

等
の

整
備

、
情

報
共

有
化

等
の

取
り

組
み

を
継

続
実

施
（

流
域

市
全

体
）
 

・
災

害
時

要
援

護
者

、
名

簿
収

集
6
7

地
区

・
団

体
、

1
77

,0
00

人
に

関
し

て
支

援
体

制
づ

く
り
（

神
戸

市
）
 

・
10

施
設

の
防

災
訓

練
に

協
力
・
支

援
を

実
施

。「
尼

崎
市

避
難

行
動

要
支

援
者

避
難

支
援

指
針

」
を

作
成

し
、

啓
発

。
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

お
よ

び
更

新
（

尼
崎

市
）

 
・

避
難

支
援

団
体

に
新

た
に

４
団

体
が

加
わ

り
、

29
団

体
が

登
録

（
西

宮
市

）
 

・
自

治
会

等
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
計

34
回

実
施

。
新

た
に

30
団

体
が

避
難

組
織

を
立

ち
上

げ
、

合
計

で
3
5
団

体
に

民
生

委
員

・
児

童
委

員
会

連
合

会
の

避
難

支
援

組
織

の
立

ち
上

が
り

に
よ

り
、

全
市

域
で

の
取

り
組

み
を

開
始
（

宝
塚

市
）
 

・
全

区
・

自
治

会
18

2
に

占
め

る
共

有
92

.
9％

（
三

田
市

）
 

・
県

立
尼

崎
小

田
高

校
と

地
域

住
民

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

が
協

働
し

て
避

難
訓

練
を

実
施

（
尼

崎
市

）
 

・
自

治
会

防
災

プ
ラ

ン
作

成
ツ

ー
ル

を
提

供
（

伊
丹

市
）
 

・
7
小

学
校

区
に

お
い

て
、
市

の
補

助
制

度
を

活
用

し
た

訓
練

を
実

施
（

三
田

市
）

 

 

・
災

害
時

要
援

護
者

、
名

簿
収

集
76

地
区

・
団

体
、

17
8,

59
6
人

に
関

し
支

援
体

制
づ

く
り

（
神

戸
市

）
 

・
災

害
時

要
援

護
者

支
援

防
災

訓
練

を
実

施
（

道
場

町
）

①
支

援
者

か
ら

要
援

護
者

全
員

へ
の

情
報

伝
達

②
８

か
所

の
避

難
訓

練
場

所
に

，
支

援
者

が
要

援
護

者
を

避
難

誘
導

し
，

誘
導

完
了

後
は

，
帰

宅
支

援
を

実
施

。
（

神
戸

市
）

 
・「

尼
崎

市
避

難
行

動
要

支
援

者
避

難
支

援
指

針
」

に
基

づ
き

、
啓

発
。

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
作

成
及

び
更

新
を

行
い

、
協

力
を

い
た

だ
け

る
地

域
（

自
治

会
・

町
会

等
）

へ
の

名
簿

情
報

の
提

供
（

尼
崎

市
）

 
・

県
立

尼
崎

小
田

高
校

と
地

域
住

民
・

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
が

協
働

し
て

避
難

訓
練

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
・

県
立

尼
崎

西
高

校
が

地
域

住
民

と
協

働
し

て
避

難
所

キ
ャ

ン
プ

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
・

関
西

大
学

社
会

安
全

学
部

が
尼

崎
市

難
病

団
体

連
絡

協
議

会
と

協
働

し
て

難
病

患
者

の
災

害
時

避
難

支
援

カ
ル

テ
を

作
成

（
尼

崎
市

）
 

・
新

た
に

3
団

体
が

加
わ

り
、

市
全

体
で

避
難

支
援

団
体

が
計

32
団

体
（

51
9

人
に

つ
い

て
記

載
の

登
録

者
名

簿
を

地
域

へ
提

供
）

（
西

宮
市

）
 

・
防

災
部

局
と

と
も

に
制

度
の

周
知

を
行

い
、

自
治

会
等

を
対

象
と

し
た

説
明

会
を

計
5
4
回

実
施

。
新

た
に

13
団

体
が

避
難

組
織

を
立

ち
上

げ
、

合
計

で
47

団
体

に
な

っ
た

。
ま

た
個

人
情

報
の

提
供

に
同

意
し

た
要

援
護

者
数

も
計

2
,
26

3
人

と
な

っ
た

。（
宝

塚
市

）
 

・
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
を

保
有

し
て

お
り

、
関

係
部

局
と

の
共

有
を

図
っ

て
い

る
。
（

伊
丹

市
）

 
・

自
治

会
防

災
プ

ラ
ン

作
成

ツ
ー

ル
を

提
供

（
伊

丹
市

）
 

・
避

難
行

動
要

支
援

者
約

5,
50

0
名

を
登

録
。

内
3､

04
4
名

の
名

簿
を

17
1

区
・

自
治

会
と

共
有

（
共

有
率

17
1/

18
1＝

94
.4
％

）
（

三
田

市
）

 
・

小
学

校
区

に
お

い
て

市
の

･
災

害
時

要
援

護
者

支
援

の
取

組
み

地
区

、
80

地
区

・
団

体
（

神
戸

市
）

 
･
「

尼
崎

市
避

難
行

動
要

支
援

者
避

難
支

援
指

針
」

に
基

づ
く

啓
発

。
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

及
び

更
新

（
尼

崎
市

）
 

・
協

力
を

い
た

だ
け

る
地

域
（

自
治

会
・

町
会

等
）

へ
の

名
簿

情
報

の
提

供
（

尼
崎

市
）

 
・

県
立

尼
崎

小
田

高
校

が
防

災
に

か
か

る
市

民
啓

発
用

カ
レ

ン
ダ

ー
を

作
成

、
防

災
フ

ェ
ス

を
実

施
 

・
県

立
尼

崎
西

高
校

と
地

域
住

民
が

協
働

し
て

避
難

訓
練

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
・

関
西

大
学

社
会

安
全

学
部

が
尼

崎
市

難
病

団
体

連
絡

協
議

会
と

協
働

し
て

難
病

患
者

の
災

害
時

避
難

支
援

カ
ル

テ
を

作
成

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
報

告
（

尼
崎

市
）

 
・

武
庫

川
女

子
大

学
教

育
学

部
が

地
域

の
子

ど
も

た
ち

と
防

災
マ

ッ
プ

を
作

成
（

尼
崎

市
）

 
･
新

た
に

1
団

体
が

加
わ

り
、

市
全

体
で

避
難

支
援

団
体

が
計

33
団

体
（

西
宮

市
）

 
･
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
を

関
係

部
局

と
共

有
。

ま
た

、「
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

関
す

る
協

定
」

を
締

結
し

た
地

区
に

名
簿

情
報

を
提

供
。（

伊
丹

市
）

 
･
地

域
が

防
災

プ
ラ

ン
の

作
成

を
手

助
け

す
る

ツ
ー

ル
と

し
て

自
治

会
防

災
プ

ラ
ン

を
提

供
。（

伊
丹

市
）

 
･
自

治
会

等
を

対
象

に
説

明
会

を
計

50
回

実
施

。
R1

年
度

よ
り

、
新

た
に

1
団

体
が

避
難

組
織

を
立

ち
上

げ
、

合
計

で
48

団
体

に
、

個
人

情
報

の
提

供
に

同
意

し
た

要
援

護
者

数
も

計
2,

43
1
人

と
な

っ
た

。（
宝

塚
市

）
 

②
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、

民
生

児
童

委
員

と
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

安
否

訓
練

を
実

施
（

宝
塚

市
）

 
･
避

難
行

動
要

支
援

者
約

5,
60

0
名

を
登

録
。

内
2,

96
2
名

の
名

簿
を

17
8

区
・

自
治

会
と

共
有

（
共

有
率

17
8/

18
2=

97
.8

%
）

（
三

田
市

）
 

･
4
小

学
校

区
に

お
い

て
、

市
の

補
助

制
度

を
活

用
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

（
三

田
市

）
 

･
災

害
時

要
援

護
者

支
援

の
取
組
み
地
区

、
80

地
区
・
団
体
（

R2
.7

.3
1
時

点
）
（
神

戸
市
）

 
･「

尼
崎

市
避

難
行

動
要

支
援

者
避

難
支

援
指

針
」
に

基
づ

く
啓

発
。
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

及
び

更
新

を
行

い
、
協

力
を

い
た

だ
け

る
地

域
（

自
治

会
・
町

会
等

）
へ

の
名

簿
情

報
の

提
供

（
尼

崎
市

）
 

･
災

害
時

要
援

護
者

支
援

を
テ

ー
マ

に
講

演
会

等
を

実
施

予
定

（
尼

崎
市

）
 

･
地

域
団

体
や

福
祉

専
門

職
と

の
連

携
に

よ
り

、
個

別
支

援
計

画
を

作
成

予
定

（
尼

崎
市

）
 

・
県

立
尼

崎
小

田
高

校
が

尼
崎

市
国

際
交

流
協

会
と

協
働

し
て

行
う

イ
ベ

ン
ト

で
、
災

害
時

の
外

国
人

居
住

者
へ

の
支

援
に

つ
い

て
協

議
予

定
 

･
県

立
尼

崎
西

高
校

が
地

域
住

民
と

協
働

し
て

、
地

域
の

集
い

場
の

防
災

拠
点

と
し

て
の

活
用

を
目

指
し

、
世

代
間

交
流

を
図

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

予
定

（
尼

崎
市

）
 

・
関

西
大

学
社

会
安

全
学

部
が

尼
崎

市
難

病
患

者
団

体
連

絡
協

会
と

協
働

し
、
難

病
患

者
・
障

害
児

者
の

防
災

対
策

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
実

施
予

定
（

尼
崎

市
）

 
・

武
庫

川
女

子
大

学
教

育
学

部
が

防
災
・
減

災
意

識
を

高
め

る
た

め
の

教
材

や
動

画
を

作
成

し
、
地

域
住

民
に

共
有

予
定
（

尼
崎

市
）

 
･
市

全
体

で
避

難
支

援
団

体
が

計
33

団
体

（
西

宮
市

）
 

･避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

を
関

係
部

局
と

共
有

。
ま

た
、「

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
関

す
る

協
定

」
を

締
結

し
た

地
区

に
名

簿
情

報
を

提
供

。
（

伊
丹

市
）

 
･地

域
が

防
災

プ
ラ

ン
の

作
成

を
手

助
け

す
る

ツ
ー

ル
と

し
て

自
治

会
防

災
プ

ラ
ン

を
提

供
。（

伊
丹

市
）

 
･浸

水
想

定
区

域
見

直
し

の
た

め
、

新
規

対
象

施
設

調
査

中
（

伊
丹

市
）

 
･対

象
者

へ
の

個
人

情
報

に
係

る
同

意
書

の
発

送
を

行
い

、
返

送
さ

れ
た

同
意

書
を

現
在

集
計

中
。（

宝
塚

市
）
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補
助

制
度

を
活

用
し

た
訓

練
を

実
施

。（
三

田
市

）
 

・
災

害
時

要
援

護
者

の
安

否
確

認
訓

練
の

実
施

（
丹

波
篠

山
市

）
 

 

＜
第
７
回
懇
話
会
以
降
追
加
項
目
＞
 

・
災

害
時

要
援

護
者

施
設

の
避

難
確

保
計

画
策

定
状

況
（
計
画
策
定
数
／
対
象
施
設
数
）
 

 
神

戸
市

0
/3

11
 
 
=0

.
0%

 
 

尼
崎

市
0
/9

08
 
 
= 

0
.0

% 
 

西
宮

市
0
/3

56
 
 
= 

0
.0

% 
 

伊
丹

市
9
7/

14
5
 
=6

6
.9

% 
 

宝
塚

市
0
/9

5 
 
 
= 

0
.0

% 
 

三
田

市
0
/7

  
 
 
= 

0
.0

% 
 

篠
山

市
0
/0

  
 
  

・
H3

0
.
9.

1
0
に

「
水

防
法

改
正

に
伴

う
要

配
慮

者
利

用
施

設
向

け
の

避
難

確
保

計
画

作
成

に
係

る
講

習
会

」
を

開
催

予
定

（
神

戸
市

）
 

・
市

H
P
に

要
配

慮
者

利
用

施
設

の
避

難
確

保
計

画
の

作
成

等
の

義
務

化
及

び
計

画
作

成
、
提

出
先

を
掲

載
（

神
戸

市
）

 
・

H3
0
.
5.

3
1
庁

内
会

議
に

お
い

て
、

水
防

法
改

正
に

よ
る

計
画

策
定

に
係

る
連

携
・

協
力

を
庁

内
に

要
請

（
尼

崎
市

）
 

・
関

係
部

署
が

所
管

す
る

施
設

の
調

査
、

要
配

慮
者

利
用

施
設

名
称

等
の

時
点

修
正

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
・

H
30

.
2

に
施

設
管

理
者

を
対

象
に

法
改

正
の

説
明

及
び

避
難

確
保

計
画

の
作

成
を

行
う

説
明

会
を

実
施

（
伊

丹
市

）
 

・
説

明
会

で
伊

丹
市

版
の

作
成

例
を

提
示

（
伊

丹
市

）
 

・
市

全
体

で
の

共
通

認
識

を
持

つ
た

め
、

防
災

部
局

だ
け

で
な

く
、
福

祉
部

門
・
教

育
部

門
と

の
協

力
・

指
導

体
制

を
要

綱
で

定
め

た
。

（
伊

丹
市

）
 

・
対

象
施

設
と

調
整

中
（

西
宮

市
）

 
・

H
30

.
3

施
設

管
理

者
を

対
象

に
説

明
会

を
実

施
（

宝
塚

市
）

 
・
H3

0
.6

対
象

施
設

に
「

計
画

策
定

義
務

化
」

に
関

す
る

周
知

文
書

を
送

付
し

、
策

定
状

況
確

認
を

実
施

し
た

（
篠

山
市

）
 

・
災

害
時

要
援

護
者

施
設

の
避

難
確

保
計

画
策

定
状

況
（

計
画

策
定

数
／

対
象

施
設

数
）

 
 

神
戸

市
37

/
3
11

 
=1

1.
9
% 

 
尼

崎
市

0/
9
0
8 

 
= 

0.
0
% 

 
西

宮
市

0/
3
5
6 

 
= 

0.
0
% 

 
伊

丹
市

14
2
/
17

9
 =

79
.
3
% 

 
宝

塚
市

0/
9
5
  

 
= 

0.
0
% 

 
三

田
市

0/
7
 
  

 
= 

0.
0
% 

 
篠

山
市

0/
0
 
  

  
・

20
18

年
9
月

に
避

難
確

保
計

画
の

作
成

に
関

す
る

講
習

会
を

開
催

（
神

戸
市

）
 

・
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、

民
生

児
童

委
員

と
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

安
否

訓
練

を
実

施
し

た
。（

宝
塚

市
）

 
・

要
配

慮
者

利
用

施
設

の
管

理
者

向
け

に
、

避
難

確
保

計
画

作
成

に
関

す
る

説
明

会
に

お
い

て
水

害
リ

ス
ク

を
啓

発
実

施
（

伊
丹

市
）

 

・
災

害
時

要
援

護
者

施
設

の
避

難
確

保
計

画
策

定
状

況
（

計
画

策
定

数
／

対
象

施
設

数
）

 
 

神
戸

市
9
1/

4
08

 =
2
2
.3

% 
 

尼
崎

市
3
22

/
95

8 
=
3
3.

6
% 

 
西

宮
市

1
38

/
39

5 
=
3
4.

9
% 

 
伊

丹
市

1
15

/
16

4 
=
7
0.

1
% 

 
宝

塚
市

7
/8

7
  

 =
 
8.

0
% 

 
三

田
市

2
/2

1
  

  
=
 
9.

5
% 

 
丹

波
篠

山
市

0/
0 

 
･
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

管
理

者
向

け
に

、
避

難
確

保
計

画
作

成
に

関
す

る
説

明
会

に
お

い
て

水
害

リ
ス

ク
を

啓
発

実
施

 

・
災

害
時

要
援

護
者

施
設

の
避

難
確

保
計

画
策

定
状

況
（

計
画

策
定

数
／

対
象

施
設

数
）

 
神

戸
市

1
00

/
43

6 
=2

2
.9

% 
西

宮
市

2
15

/
39

3 
=5

4
.7

% 
宝

塚
市

7/
8
7
 

 
 
= 

8.
0
% 

･
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

管
理

者
向

け
に

、
避

難
確

保
計

画
作

成
に

関
す

る
説

明
会

に
お

い
て

水
害

リ
ス

ク
を

啓
発

実
施

 

 ③
公

助
の

取
組

の
推

進
 

 

住
民

の
避

難
判

断
の

支
援

 

再
掲

  
防

災
情

報
の

提
供

体
制

の
充

実
 

【
県

、
市

】
 

雨
量

、
河

川
水

位
、

河
川

監
視

画
像

、
洪

水
予

報
、

氾
濫

予
測

等
の

情
報

の
継

続
発

信
及

び
充

実
 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼｽ

ﾃ
ﾑの

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
Y
ah

oo
!
防

災
速

報
に

よ
る

災
害

情
報

の
発

信
、

サ
ン

ド
ア

ー
ト

動
画

「
避

難
勧

告
！

そ
の

時
、

ど
う

す
る

」
の

作
成

・
配

信
等

(
神

戸
市

) 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
防

災
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
『

KO
B
E
そ

な
え

と
う

』
の

配
信

開
始

。
『

K
OB

E
防

災
啓

発
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

S
ON

A
E 

to
 

U
 

?』

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
防

災
行

政
無

線
の

整
備

が
進

み
、

一
斉

即
時

に
音

で
住

民
へ

情
報

伝
達

が
可

能
に

な
っ

た
。（

宝
塚

市
）

 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

 

・
県

は
氾

濫
予

測
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

運
用

を
継

続
実

施
、

各
種

防
災

情
報

を
継

続
発

信
 

・
気

象
庁

の
降

雨
予

測
情

報
の

精
度

向
上

を
踏

ま
え

、
氾

濫
予

測
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

改
良

（
県

）
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・
防

災
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
定

期
放

送
の

充
実

、
緊

急
告

知
ﾗｼ

ﾞｵ
購

入
費

補
助

の
充

実
等

(西
宮

市
)、

 
・

ひ
ょ

う
ご

防
災

ネ
ッ

ト
の

1
2
か

国
語

対
応

に
伴

い
周

知
チ

ラ
シ

を
更

新
。

出
前

講
座

や
窓

口
で

配
布

し
、

引
き

続
き

登
録

者
数

増
に

努
め

る
（

宝
塚

市
）

 

（
h
tt

p:
/
/
ww

w.
k
o
be

-
s
on

ae
.j

p
/）

と
の

連
携

と
多

言
語

対
応

に
よ

り
、

防
災

に
触

れ
る

機
会

の
充

実
を

図
っ

た
。

オ
フ

ラ
イ

ン
で

時
で

も
閲

覧
可

能
な

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

搭
載

な
ど

に
よ

り
市

民
へ

の
防

災
情

報
伝

達
手

段
を

拡
充

（
神

戸
市

）
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
FM

難
聴

地
域

解
消

（
生

瀬
中

継
局

建
設

）
（

西
宮

市
）

 
・

登
録

制
メ

ー
ル

の
周

知
継

続
に

よ
る

登
録

者
増

（
宝

塚
市

）
 

住
民

の
避

難
判

断
の

助
け

と
な

る
よ

う
な

公
助

の
取

組
（

市
）

 

・
隣

接
市

間
で

避
難

情
報

の
共

有
 

・
隣

接
市

の
避

難
所

の
相

互
活

用
の

検
討

【
市

】
 

避
難

情
報

の
共

有
化

と
避

難
所

相
互

活
用

の
た

め
の

仕
組

み
の

検
討

 

・
県

及
び

市
町

相
互

間
の

災
害

時
応

援
協

定
を

締
結

（
各

市
町

）
 

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

へ
市

域
外

の
避

難
所

な
ど

の
追

加
を

検
討

 (
西

宮
市

) 

・
県
及
び
市
町
相
互
間
の

災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
 

（
各
市
町
）

 
・

池
田
市
の
学
校
を
本
市

の
避
難
所
と
指
定
（
伊

丹
市
）

 

・
県

及
び

市
町

相
互

間
の

災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
 

（
各

市
町

）
 

・
隣

接
市

と
避

難
所

等
の

相
互

利
用

に
つ

い
て

協
議

（
西

宮
市

）
 

・
川

西
市

と
避

難
所

に
関

す
る

協
定

あ
り

（
宝

塚
市

）
 

・
池

田
市

の
学

校
を

本
市

の
避

難
所

と
し

て
指

定
し

て
い

る
。
（

伊
丹

市
）

 
 

･
阪

神
間

7
市

1
町

と
災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
（

各
市

町
）

 
･
宝

塚
市

と
避

難
所

相
互

活
用

に
つ

い
て

協
議

中
（

西
宮

市
）

 
･
池

田
市

の
学

校
を

避
難

所
と

し
て

指
定

（
伊

丹
市

）
 

･
川

西
市

、
伊

丹
市

と
避

難
所

に
関

す
る

取
り

組
み

有
り

（
宝

塚
市

）
 

･
想

定
最

大
規

模
の

高
潮

等
に

よ
る

浸
水

に
対

す
る

避
難

対
策

検
討

の
た

め
「

大
規

模
水

害
避

難
対

策
検

討
委

員
会

」
を

設
置

。
検

討
事

項
は

、
 

避
難

場
所

、
避

難
手

段
、

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

等
の

避
難

行
動

の
基

本
的

考
え

方
及

び
向

上
方

策
、

 
関

係
機

関
の

連
携

・
協

力
体

制
、

役
割

分
担

等
、

 
広

域
避

難
の

あ
り

方
及

び
広

域
避

難
計

画
の

内
容

等
（

県
）

 
(
第

1
回

：
1.

1
0.

3
0(

水
)
、

 
第

2
回

：
R
1.

1
1.

2
9(

金
)
、

第
3
回
：
R
1
.1

2
.2

5
(水

)、
第

4
回

：
R2

.
2
.1

9
(火

))
 

･阪
神

間
7
市

1
町

と
災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
（

各
市

町
）

 
･
宝

塚
市

と
避

難
所

相
互

活
用

に
つ

い
て

継
続

協
議

中
（

西
宮

市
）

 
･
池

田
市

の
学

校
を

避
難

所
と

し
て

指
定

（
伊

丹
市

）
 

･川
西

市
、
伊

丹
市

と
避

難
所

に
関

す
る

取
り

組
み

有
り

（
宝

塚
市

）
 

･
想

定
最

大
規

模
の

高
潮

等
に

よ
る

浸
水

に
対

す
る

避
難

対
策

を
検

討
す

る
た

め
に
「

大
規

模
水

害
避

難
対

策
検

討
委

員
会

」
を

設
置

す
る

。
検

討
事

項
は

、
R
1

年
度

に
引

き
続

き
、
 

避
難

場
所

、
避

難
手

段
、
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
等

の
避

難
行

動
の

基
本

的
考

え
方

及
び

向
上

方
策

、
 

関
係

機
関

の
連

携
・
協

力
体

制
、

役
割

分
担

等
、

 
広

域
避

難
の

あ
り

方
及

び
広

域
避

難
計

画
の

内
容

等
で

あ
る

。
(
第

5
回

（
R
2
年

度
第

1
回

）：
未

定
) 
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避
難

経
路

等
の

屋
外

表
示

の
検

討
【

市
】

 

避
難

経
路

等
の

屋
外

表
示

の
検

討
 

・
緊

急
避

難
場

所
・
避

難
所

等
に

、
ﾋ
ﾟｸ

ﾄｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑや

多
言

語
、

や
さ

し
い

日
本

語
な

ど
を

用
い

た
表

示
板

を
設

置
。

（
神

戸
市

、
尼

崎
市

）
 

・
広

域
避

難
地

看
板

を
設

置
（

西
宮

市
）

 
・

市
内

掲
示

板
に

避
難

所
方

向
、

距
離

等
を

示
し

た
ス

テ
ッ

カ
ー

掲
示
（

伊
丹

市
） 

・
緊

急
避

難
場

所
・
避

難
所

等
に

、
ﾋﾟ

ｸ
ﾄｸ

ﾞﾗ
ﾑ
や

多
言

語
、

や
さ

し
い

日
本

語
な

ど
を

用
い

た
表

示
板

を
設

置
。

（
神

戸
市

、）
 

・
臨

海
部

を
中

心
と

し
た

30
箇

所
の

学
校

と
周

辺
に

誘
導

板
を

設
置

（
尼

崎
市

）
 

・
緊

急
避

難
場

所
看

板
・
各

指
定

避
難

所
屋

外
表

示
等

を
設

置
。（

西
宮

市
・
三

田
市

）
 

・
市

内
1
7
1
箇

所
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

掲
示

板
に

避
難

所
方

向
、

距
離

等
を

示
し

た
ス

テ
ッ

カ
ー

掲
示

（
伊

丹
市

）
 

 

・
JI

S
の

ﾋ
ﾟ
ｸ
ﾄ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
や

多
言

語
、

や
さ

し
い

日
本

語
な

ど
を

用
い

た
表

示
板

の
設

置
（

市
内

全
域

の
緊

急
避

難
場

所
・
避

難
所

を
対

象
）

（
神

戸
市

）
 

・
指

定
避

難
場

所
と

津
波

等
一

時
避

難
場

所
を

兼
ね

る
市

内
67

ヶ
所

の
公

立
の

小
・

中
・

高
等

学
校

の
う

ち
、

主
に

河
川

沿
い

及
び

臨
海

部
を

中
心

と
し

た
37

ヶ
所

の
学

校
周

辺
に

誘
導

板
を

設
置

（
西

宮
市

）
 

・
W

EB
版

防
災

マ
ッ

プ
の

シ
ー

ル
を

市
内

２
３

０
箇

所
の

広
報

板
に

貼
付

（
宝

塚
市

）
 

・
市

内
17

1
箇

所
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

掲
示

板
に

避
難

所
方

向
、
距

離
等

を
示

し
た

ｽ
ﾃ
ｯ
ｶｰ

掲
示

（
伊

丹
市

）
 

・
各

指
定

避
難

所
に

屋
外

表
示

を
設

置
済

（
三

田
市

）
 

･
J
I
S

の
ﾋ
ﾟ
ｸ
ﾄ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
や

多
言

語
、

や
さ

し
い

日
本

語
な

ど
を

用
い

た
表

示
板

の
設

置
（

市
内

全
域

の
緊

急
避

難
場

所
・
避

難
所

を
対

象
）

（
神

戸
市

）
 

･
指

定
避

難
所

で
あ

る
地

域
総

合
セ

ン
タ

ー
や

地
区

会
館

等
に

案
内

板
を

8
箇

所
設

置
（

尼
崎

市
）

 
･
市

内
1
70

箇
所

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
掲

示
板

に
避

難
所

方
向

、
距

離
等

を
示

し
た

ス
テ

ッ
カ

ー
掲

示
（

伊
丹

市
）
 

・
防

災
情

報
表

示
付

き
電

柱
広

告
の

設
置

（
宝

塚
市

）
 

･
設

置
済

み
の

た
め

実
績

な
し

（
神

戸
市

）
 

･
市

内
17

0
箇

所
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

掲
示

板
に

避
難

所
方

向
、

距
離

等
を

示
し

た
ス

テ
ッ

カ
ー

掲
示

（
伊

丹
市

）
 

 

(4
)水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

と
水

害
か

ら
の

復
旧

の
備

え
(備

え
る

) 

①
水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

へ
の

誘
導

 

水
害

に
備

え
た

ま
ち

づ
く

り
の

実
現

に
向

け
た

検
討

 

・
水

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
 

・
減

災
の

た
め

の
土

地
利

用
や

上
層

階
避

難
が

可
能

で
か

つ
堅

牢
な

建
物

へ
の

誘
導

等
【

県
、

市
】
 

危
険

度
マ

ッ
プ

の
作

成
と

同
マ

ッ
プ

の
活

用
 

・
県

は
水

防
法

改
正

を
踏

ま
え

た
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
中

 
・

出
前

講
座

で
の

住
民

啓
発

活
動

や
開

発
業

者
へ

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

確
認

依
頼

等
を

各
市

で
実

施
 

・
各

種
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
盛

り
込

ん
だ

「
尼

崎
市

防
災

ブ
ッ

ク
」

の
内

容
を

防
災

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
の

機
会

を
捉

え
て

、
市

民
に

周
知

（
尼

崎
市

）
 

・
出

前
講

座
に

て
啓

発
（

西
宮

市
、

宝
塚

市
）

 
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

掲
示

板
に

海
抜

を
示

し
た

海
抜

表
示

ｽ
ﾃ
ｯ
ｶｰ

掲
示

（
伊

丹
市

）
 

・
県

は
水

防
法

改
正

を
踏

ま
え

た
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
中

 
・

各
種

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

盛
り

込
ん

だ
「

尼
崎

市
防

災
ブ

ッ
ク

」
の

内
容

を
防

災
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
の

機
会

を
捉

え
て

、
市

民
に

周
知

（
尼

崎
市

）
 

・
出

前
講

座
に

て
啓

発
行

動

（
西

宮
市

・
宝

塚
市

）
 

・
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

管

理
者

向
け

に
、

避
難

確
保

計
画

作
成

に
関

す
る

説
明

会
に

お
い

て
水

害
リ

ス
ク

を
啓

発
実

施
（

伊
丹

市
）

 

・
各

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

に
お

い

て
水

位
表

示
板

を
設

置
済

（
三

田
市

）
 

・
指

定
の

緊
急

避
難

場
所

と

指
定

避
難

助
を

兼
ね

た
公

立
の

小
・

中
・

高
等

学
校

周
辺

に
、

そ
の

経
路

を
示

す
避

難
誘

導
板

を
設

置

（
尼

崎
市

）
 

・
県

は
水

防
法

改
正

を
踏

ま

え
た

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

（
武

庫
川

、
有

馬

川
）

 
・「

尼
崎

市
防

災
ブ

ッ
ク

」

の
内

容
を

防
災

セ
ミ

ナ
ー

や
市

政
出

前
講

座
な

ど
で

周
知

（
尼

崎
市

）
 

・
出

前
講

座
に

て
啓

発
活

動

を
行

っ
て

い
る

。
43

回
、

3,
12

8
人

（
西

宮

市
）

 
・

出
前

講
座

で
の

住
民

啓
発

、
開

発
業

者
へ

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

確
認

依
頼

を
実

施
（

宝
塚

市
）

 

  

･
地
域
特

性
や
各
種
ハ
ザ
ー

ト
マ
ッ
プ
を
盛
り
込

ん
だ

 
「
尼
崎
市
防
災
ブ
ッ

ク
」

を
全
戸
配
布
（

R1
.1

0）
、

防
災
セ
ミ
ナ
ー
や
市

政
出

前
講
座
な
ど
機
会
を

捉
え

て
、
市
民
に
周
知
。
（
尼
崎

市
）

 
･
指
定
避
難
所
で
あ
る
地
域

総
合

セ
ン
タ
ー
や
地
区

会
館

等
に
案
内
板
を

8
箇
所

設
置
（
尼
崎
市
）

 
・

出
前

講
座

に
て

啓
発

活
動

を
実

施
。

46
回

、
2,

86
6

人
（

西
宮

市
）

 
・

市
内

17
0
箇

所
の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
掲

示
板

に
海

抜
ｽﾃ

ｯｶ
ｰ掲

示
（

伊
丹

市
）

 

・
出

前
講

座
で

の
住

民
啓

発
、

開
発

業
者

へ
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
確

認
依

頼
を

実
施

（
宝

塚
市

）
 

 

 

②
重

要
施

設
の

浸
水

対
策

 

浸
水

に
よ

る
建

築
物

の
被

害
を

未
然

に
防

止
し

、
水

害
に

備
え

た
ま

ち
づ

く
り

へ
の

誘
導

を
図

る
 

避
難

所
や

公
共

施
設

等
重

要
施

設
の

浸
水

対
策

 
（

電
気

設
備

等
を

浸
水

想
定

水
位

よ
り

上
に

設
置

、
地

下
室

へ
の

浸
水

を
防

止
等

）【
県

、
市

】 

建
物

の
耐

水
化

等
の

検
討

・
実

施
 

・
県

は
「

建
物

等
の

耐
水

機
能

に
係

る
指

針
」

に
よ

り
耐

水
化

を
促

進
 

・
市

防
災

セ
ン

タ
ー

屋
上

に
 

自
家

発
電

機
・

燃
料

槽
設

 
置

（
伊

丹
市

）
な

ど
 

 ・
県

は
「

建
物

等
の

耐
水

機
能

に
係

る
指

針
」

に
よ

り
耐

水
化

を
促

進
 

・
校

舎
改

築
に

伴
い

、
電

気
設

備
を

校
舎

屋
上

に
設

置
（

尼
崎

市
）

 
・

防
災

セ
ン

タ
ー

設
備

（
自

家
発

電
機

・
燃

料
槽

を
屋

上
に

設
置

（
伊

丹
市

）
 

 

・
県

は
「

建
物

等
の

耐
水

機
能

に
係

る
指

針
」

に
よ

り
耐

水
化

を
促

進
 

・
令

和
元

年
度

に
、

市
役

所
電

気
施

設
の

浸
水

対
策

を
実

施
す

べ
く

実
施

設
計

を
行

っ
た

。（
尼

崎
市

）
 

・
校

舎
改

築
に

伴
い

、
電

気
設

備
を

屋
上

に
設

置
（

尼
崎

市
）

 
・

防
災

セ
ン

タ
ー

設
備

（
自

家
発

電
機

・
燃

料
槽

を
屋

上
に

設
置

（
伊

丹
市

）
 

･
本
庁
舎

延
命
化
計
画
に
お

い
て
、
中
館
１

階
に
止
水

板
を
設
置
（
尼

崎
市
）

 
･
防

災
セ

ン
タ

ー
設

置
（
自

家
発
電
機
・
燃

料
槽
を
屋

上
に
設
置

）（
伊

丹
市

）
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③
水
害

に
備

え
る
共

済
制

度
の

加
入

促
進
 

水
害

に
対

す
る

共
済

制
度

へ
の

加
入

促
進

 

「
フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
共

済
」

等
へ

の
加

入
促

進
【

県
】

 

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

共
済

加
入

率
15

%
 
 ○県

 
(
当

面
の

目
標

) 

加
入

率
9.

4%
○県

 
（

う
ち

、
6
.9

% ○市
）

 
加

入
率

9.
5
% ○県

 
（

う
ち

、
6
.9

% ○市
）

 
加

入
率

9.
6%
○県

 
（

う
ち

、
7.

1
% ○市

）
 

加
入

率
9.

6
% ○県

 
（

う
ち

、
7
.2

% ○市
）

 
    

 

＜
凡

例
＞
○県

：
全

県
の

合
計

値
、
○局

：
関

係
4
県

民
局

全
体

の
合

計
値

、
○市

：
流

域
7
市

域
全

体
の

合
計

値
、
○圏

：
武

庫
川

流
域

＋
（

尼
崎

・
西

宮
両

市
の

南
部

地
域

）
の

合
計

値
 

  
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
【

水
害

リ
ス

ク
に

対
す

る
認

識
の

向
上

（
知

る
）】

 
尼

崎
市
・
西

宮
市
・
伊

丹
市
・
三

田
市
・
篠

山
市

で
は

、
住

民
自

ら
が

自
分

た
ち

の
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
手

づ
く

り
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

な
ど

、
地

域
の

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

機
会

の
提

供
に

努
め

た
。
ま

た
、
県

と
市

で
は

防
災

の
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

た
め

、
研

修
会

や
出

前
講

座
を

精
力

的
に

開
催

し
た

。
今

後
も

県
市

共
同

で
水

害
リ

ス
ク

の
認

識
向

上
及

び
人

材
育

成
の

推
進

に
努

め
て

い
く

。
 

・
【

情
報

提
供

体
制

の
充

実
と

水
防

体
制

の
強

化
（

守
る

）】
 

県
は

氾
濫

予
測

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
河

川
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

防
災

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

神
戸

市
で

は
サ

ン
ド

ア
ー

ト
動

画
「

避
難

勧
告

！
そ

の
時

、
ど

う
す

る
」
を

制
作

し
各

種
メ

デ
ィ

ア
で

配
信

、
西

宮
市

で
は

防
災

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

定
期

放
送

を
充

実
、
宝

塚
市

で
は

ひ
ょ

う
ご

防
災

ネ
ッ

ト
の

多
言

語
対

応
化

の
周

知
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
な

ど
、
各

市
に

お
い

て
防

災
情

報
提

供
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。
今

後
も

県
・
市

と
も

に
住

民
に

提
供

す
る

防
災

情
報

の
さ

ら
な

る
充

実
に

努
め

て
い

く
。

 
・
【

的
確

な
避

難
の

た
め

の
啓

発
（

逃
げ

る
）
】

 
流

域
各

市
で

は
災

害
時

要
援

護
者

の
避

難
を

支
援

す
る

方
策

（
台

帳
整

備
や

情
報

共
有

等
）
を

実
施

。
宝

塚
市

で
は

自
治

会
防

災
プ

ラ
ン

作
成

ツ
ー

ル
を

作
成

配
布

し
た

。
今

後
も

住
民

が
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
く

。
 

・
【

水
害

に
備

え
る

ま
ち

づ
く

り
と

水
害

か
ら

の
復

旧
の

備
え

（
備

え
る

）】
 

県
は

水
防

法
改

正
を

踏
ま

え
た

浸
水

想
定

区
域

図
の

作
成

中
。
宝

塚
市

で
は

、
開

発
業

者
に

対
し

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

事
前

確
認

を
求

め
る

こ
と

と
し

た
。
今

後
、
県
・
市

は
水

害
に

備
え

る
対

策
を

幅
広

に
検

討
し

、
実

施
し

て
い

く
。

 
 

・【
水

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
（

知
る

）】
 

流
域

各
市

に
お

い
て

は
、
住

民
自

ら
が

自
分

た
ち

の
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
手

づ
く

り
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

な
ど

、
地

域
の

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

機
会

の
提

供
に

努
め

た
。

伊
丹

市
で

は
洪

水
歩

行
体

験
、
都

市
型

浸
水

防
止

工
法

展
示

な
ど

、
実

践
的

な
講

座
・
展

示
を

行
っ

た
。
ま

た
、
県

と
市

で
は

防
災

の
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

た
め

、
研

修
会

や
出

前
講

座
を

精
力

的
に

開
催

し
た

。
今

後
も

県
市

共
同

で
水

害
リ

ス
ク

の
認

識
向

上
及

び
人

材
育

成
の

推
進

に
努

め
て

い
く

。
 

・【
情

報
提

供
体

制
の

充
実

と
水

防
体

制
の

強
化

（
守

る
）】

 
県

は
氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、
河

川
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

防
災

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

ま
た

平
成

29
年

6
月

よ
り

N
HK

デ
ー

タ
放

送
で

河
川

監
視

カ
メ

ラ
（

C
CT

V）
の

画
像

配
信

を
開

始
し

た
。
神

戸
市

で
は

、
防

災
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
「

KO
B
E
そ

な
え

と
う

？
」
を

配
信

開
始

、
西

宮
市

で
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

FM
の

難
聴

地
区

解
消

、
宝

塚
市

で
は

、
登

録
制

メ
ー

ル
の

周
知

継
続

に
よ

る
登

録
者

数
増

な
ど

、
各

市
に

お
い

て
防

災
情

報
提

供
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。
今

後
も

県
・
市

と
も

に
住

民
に

提
供

す
る

防
災

情
報

の
さ

ら
な

る
充

実
に

努
め

て
い

く
。

 
・【

的
確

な
避

難
の

た
め

の
啓

発
（

逃
げ

る
）】

 
流

域
各

市
で

は
災

害
時

要
援

護
者

の
避

難
を

支
援

す
る

方
策

を
実

施
。
こ

れ
ま

で
か

ら
の

台
帳

整
備

や
情

報
共

有
に

加
え

、
支

援
組

織
の

立
上

げ
や

施
設

と
学

校
等

と
の

連
携

な
ど

の
取

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。
今

後
も

住
民

が
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
く

。
 

・【
水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

と
水

害
か

ら
の

復
旧

の
備

え
（

備
え

る
）】

 
県

は
水

防
法

改
正

を
踏

ま
え

た
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
中

。
流

域
各

市
で

は
水

害
リ

ス
ク

の
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、
公

共
施

設
の

耐
水

化
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
今

後
、
県
・

市
は

水
害

に
備

え
る

対
策

を
幅

広
に

検
討

し
、

実
施

し
て

い
く

。
 

・
【

水
害

リ
ス

ク
に

対
す

る
認

識
の

向
上

（
知

る
）】

 
流

域
各

市
に

お
い

て
は

、
住

民
自

ら
が

自
分

た
ち

の
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
手

づ
く

り
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

な
ど

、
地

域
の

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

機
会

の
提

供
に

努
め

た
。

県
で

は
「

み
ん

な
で

取
り

組
む

総
合

治
水

展
」
を

前
年

度
に

加
え

、
神

戸
青

少
年

科
学

館
で

も
開

催
し

た
。
ま

た
、
県

と
市

で
は

防
災

の
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

た
め

、
研

修
会

や
出

前
講

座
を

精
力

的
に

開
催

し
た

。
今

後
も

県
市

共
同

で
水

害
リ

ス
ク

の
認

識
向

上
及

び
人

材
育

成
の

推
進

に
努

め
て

い
く

。
 

・
【

情
報

提
供

体
制

の
充

実
と

水
防

体
制

の
強

化
（

守
る

）】
 

県
は

氾
濫

予
測

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
河

川
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

防
災

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

ま
た

平
成

30
年

6
月

よ
り

NH
K
デ

ー
タ

放
送

に
加

え
、

Y
a
ho

o
!
JA

PA
N
で

も
河

川
監

視
カ

メ
ラ
（

C
CT

V）
の

画
像

配
信

を
開

始
し

た
。

さ
ら

に
配

信
能

力
向

上
の

た
め

シ
ス

テ
ム

改
修

を
実

施
し

た
。
今

後
も

県
・
市

と
も

に
住

民
に

提
供

す
る

防
災

情
報

の
さ

ら
な

る
充

実
に

努
め

て
い

く
。

 
・
【

的
確

な
避

難
の

た
め

の
啓

発
（

逃
げ

る
）
】

 
流

域
各

市
で

は
災

害
時

要
援

護
者

の
避

難
を

支
援

す
る

方
策

を
実

施
。
こ

れ
ま

で
か

ら
の

台
帳

整
備

や
情

報
共

有
に

加
え

、
支

援
組

織
の

立
上

げ
や

施
設

と
学

校
等

と
の

連
携

、
地

域
と

災
害

時
要

援
護

者
に

よ
る

避
難

訓
練

な
ど

の
取

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
。
今

後
も

住
民

が
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
く

。
 

・
【

水
害

に
備

え
る

ま
ち

づ
く

り
と

水
害

か
ら

の
復

旧
の

備
え

（
備

え
る

）】
 

県
は

水
防

法
改

正
を

踏
ま

え
た

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

。
流

域
各

市
で

は
水

害
リ

ス
ク

の
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、
公

共
施

設
の

耐
水

化
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
今

後
、

県
・

市
は

水
害

に
備

え
る

対
策

を
幅

広
に

検
討

し
、

実
施

し
て

い
く

。
 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
【

水
害

リ
ス

ク
に

対
す

る
認

識
の

向
上

（
知

る
）】

 
流

域
各

市
に

お
い

て
は

、
住

民
自

ら
が

自
分

た
ち

の
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
手

づ
く

り
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

な
ど

、
地

域
の

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

機
会

の
提

供
に

努
め

た
。

県
で

は
「

み
ん

な
で

取
り

組
む

総
合

治
水

展
」
を

前
年

度
に

加
え

、
神

戸
青

少
年

科
学

館
で

も
開

催
し

た
。
ま

た
、
県

と
市

で
は

防
災

の
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

た
め

、
研

修
会

や
出

前
講

座
を

精
力

的
に

開
催

し
た

。
今

後
も

県
市

共
同

で
水

害
リ

ス
ク

の
認

識
向

上
及

び
人

材
育

成
の

推
進

に
努

め
て

い
く

。
 

・
【

情
報

提
供

体
制

の
充

実
と

水
防

体
制

の
強

化
（

守
る

）】
 

県
は

氾
濫

予
測

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
河

川
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

防
災

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

ま
た

平
成

30
年

6
月

よ
り

NH
K
デ

ー
タ

放
送

に
加

え
、

Ya
h
oo

!
JA

PA
N
で

も
河

川
監

視
カ

メ
ラ
（

CC
T
V）

の
画

像
配

信
を

開
始

し
た

。
さ

ら
に

配
信

能
力

向
上

の
た

め
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

し
た

。
市

で
は

工
夫

を
凝

ら
し

た
訓

練
を

実
施

。
ま

た
、
防

災
無

線
に

つ
い

て
は

機
器

の
増

設
と

と
も

に
、
機

器
更

新
も

実
施

。
今

後
も

県
・

市
と

も
に

住
民

に
提

供
す

る
防

災
情

報
の

さ
ら

な
る

充
実

に
努

め
て

い
く

。
 

・
【

的
確

な
避

難
の

た
め

の
啓

発
（

逃
げ

る
）
】

 
県

は
水

防
法

改
正

を
踏

ま
え

た
浸

水
想

定
区

域
図

を
公

表
。
流

域
各

市
で

は
水

害
リ

ス
ク

の
啓

発
や

要
援

護
者

利
用

施
設

の
避

難
計

画
作

成
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、
公

共
施

設
の

耐
水

化
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
隣

接
市

と
の

避
難

所
活

用
な

ど
連

携
協

定
等

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。
今

後
、
県
・
市

は
水

害
に

備
え

る
対

策
を

幅
広

に
検

討
し

、
実

施
し

て
い

く
。

 

・【
水

害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
（

知
る

）】
 

流
域

各
市

に
お

い
て

は
、
住

民
自

ら
が

自
分

た
ち

の
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
手

づ
く

り
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

な
ど

、
地

域
の

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

機
会

の
提

供
に

努
め

た
。

県
で

は
「

み
ん

な
で

取
り

組
む

総
合

治
水

展
」
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
県

と
市

で
は

防
災

の
担

い
手

と
な

る
人

材
育

成
の

た
め

、
研

修
会

や
出

前
講

座
を

精
力

的
に

開
催

し
た

。
今

後
も

県
市

共
同

で
水

害
リ

ス
ク

の
認

識
向

上
及

び
人

材
育

成
の

推
進

に
努

め
て

い
く

。
 

・【
情

報
提

供
体

制
の

充
実

と
水

防
体

制
の

強
化

（
守

る
）】

 
県

は
氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、
河

川
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

防
災

情
報

の
提

供
に

努
め

た
。

ま
た

平
成

3
0
年

6
月

よ
り

NH
K
デ

ー
タ

放
送

に
加

え
、

Ya
h
oo

!
JA

P
AN

で
も

河
川

監
視

カ
メ

ラ
（

C
C
TV

）
の

画
像

配
信

を
開

始
し

た
。
さ

ら
に

配
信

能
力

向
上

の
た

め
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

し
た

。
市

で
は

工
夫

を
凝

ら
し

た
訓

練
を

実
施

。
ま

た
、
防

災
無

線
に

つ
い

て
は

機
器

の
増

設
と

と
も

に
、
機

器
更

新
も

実
施

。
今

後
も

県
・

市
と

も
に

住
民

に
提

供
す

る
防

災
情

報
の

さ
ら

な
る

充
実

に
努

め
て

い
く

。
 

・【
的

確
な

避
難

の
た

め
の

啓
発

（
逃

げ
る

）】
 

県
は

水
防

法
改

正
を

踏
ま

え
た

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

。
流

域
各

市
で

は
水

害
リ

ス
ク

の
啓

発
や

要
援

護
者

利
用

施
設

の
避

難
計

画
作

成
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、
公

共
施

設
の

耐
水

化
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
隣

接
市

と
の

避
難

所
活

用
な

ど
連

携
協

定
等

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。
今

後
、
県
・
市

は
水

害
に

備
え

る
対

策
を

幅
広

に
検

討
し

、
実

施
し

て
い

く
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

情
報

提
供

、
水

防
体

制
の

強
化

、
避

難
体

制
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
 

  

目
　標

H
28

年
度

実
績

累
　

計
加

入
率

15
%

0.
1%

増
9.

4%

加
入

戸
数

約
26

万
戸

※
2,

11
4戸

増
16

7,
02

8戸

　
※

対
象

戸
数

17
7万

戸
×

15
%

目
　

標
H2

9年
度

実
績

累
　

計
加
入

率
15

%
0.

1％
増

9.
5%

加
入

戸
数

約
26

万
戸

※
32

0戸
増

16
7,

34
8戸

※
対

象
戸

数
17

7万
戸

×
15

%

目
　

標
H3

0年
度

実
績

累
　
計

加
入

率
15

%
0.

1％
増

9.
6%

加
入

戸
数

約
26
万

戸
※

2,
86

3戸
増

17
0,
21

1戸
※
対
象
戸
数
17
7万

戸
×
15
%

目
　
標

R1
年
度
実
績

累
　
計

加
入
率

15
%

－
9.

6%
加
入
戸

数
約
26
万
戸
※

59
0戸

増
17
0,
80

1戸
※
対
象
戸
数
17
7万

戸
×
15
%
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管

理
番
号

 １
１

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
２

節
 

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
 

 
 

１
 

正
常

流
量

の
確

保
 

 
 

（
１

）
流

水
利

用
の

適
正

化
 

（
２

）
適

正
な

水
利

用
 

実
施

目
標

 
既

存
の

水
利

用
や

流
れ

の
連

続
性

の
確

保
、

動
植

物
の

生
活

環
境

や
景

観
の

保
全

な
ど

を
考

慮
し

つ
つ

、
合

理
的

な
水

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

よ
り

豊
か

な
流

量
の

確
保

に
努

め
る

。
 

 
 

施
策

の
概

要
 

河
川

の
流

況
に

つ
い

て
は

、
生

瀬
大

橋
地

点
で

過
去

12
年

間
（

平
成

5～
1
6
年

）
の

最
小

の
渇

水
流

量
が

1
.
43

m
3/

s
で

あ
り

、
概

ね
正

常
流

量
（

1
.5

m
3/

s
）
を

満
足

し
て

い
る

が
、
よ

り
豊

か
な

流
量

を
確

保
す

る
た

め
、
流

水
利

用
の

適
正

化
、
適

正
な

水
利

用
の

推
進

に
よ

っ
て

合
理

的
な

水
利

用
の

促
進

に
努

め
る

。
 

  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実

績
（

Ｄ
）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7)
 

第
２

期
 

(
H
28

～
H3

2)
 

第
３

期
 

(
H3

3～
H3

7
) 

第
４

期
 

(
H
38

～
H4

2
) 

H
28

 
H
2
9 

H
30

 
R
1 

R
2 

(
1
)流

水
利

用
の

適
正

化
 

流
水

利
用

の
適

正
化

 

農
業

用
水

の
慣

行
水

利
権

の
取

水
実

態
の

把
握

 

取
水

実
態

の
把

握
 

－
 

－
 

－
 

慣
行

水
利

権
を

許
可

水
利

権
へ

切
替

え
た

事
に

よ
り

、
慣

行
水

利
権

が
1
件

減
少

し
た

（
全

2
18

件
中

14
件

が
事

業
予

定
箇

所
）

 

流
域

内
21

8
件

中
14

件
が

事
業

予
定

箇
所

 
流

域
内

21
8
件

中
14

件
が

事
業

予
定

箇
所

 
流

域
内

21
7
件

中
13

件
が

事
業

予
定

箇
所

 
―

 

農
業

用
水

の
慣

行
水

利
権

か
ら

許
可

水
利

権
へ

の
切

替
等

 

取
水

施
設

の
改

築
や

治
水

事
業

の
施

行
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

利
水

者
の

理
解

と
協

力
を

得
て

許
可

水
利

権
へ

の
切

り
替

え
を

進
め

る
。

 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め

未
実

施
 

許
可

水
利

権
へ

の
切

替
え

は
な

し
 

許
可

水
利

権
へ

の
切

替
え

は
な

し
 

１
件

許
可

水
利

権
へ

切
替

え
 

―
 

(
2
)適

正
な

水
利

用
 

適
正

な
水

利
用

の
推

進
（

関
係

機
関

連
携

）
 

節
水

の
啓

発
・

水
利

用
の

合
理

化
 

普
及

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
水

利
用

施
設

等
の

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
漏

水
の

防
止
・
有

収
率

の
向

上
を

図
る

。
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

節
水

啓
発

、
老

朽
管

の
更

新
や

漏
水

調
査

、
管

路
巡

視
等

に
よ

り
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
。

 
・
水

道
週
間
で
啓
発
、
横

断
幕

、
の
ぼ
り
の
掲
示
，

テ
ィ

シ
ュ
の
配
布
等
を
実

施
。
（
神
戸
市
、
宝

塚
市
）

 

・
老

朽
管

の
更

新
や

漏
水

調
査

、
管

路
巡

視
等

に
よ

り
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
。（

神
戸

市
）

 
・

老
朽

管
更

新
、

防
水

塗
装

更
新

（
三

田
市

）
 

・
水
道
週
間
で
啓
発

、
横

断
幕

、
の
ぼ
り
の
掲

示
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
等

を
実
施
（
神
戸

市
、

宝
塚
市
）

 
・

水
道

週
間

に
は

浄
水

場
に

て
施

設
見

学
等

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

。（
企

業
庁

）
 

・
た

め
池

管
理

講
習

会
を

実
施

（
篠

山
市

）
 

 

・
定

期
的

な
巡

回
点

検
等

に
よ

り
施

設
や

管
路

の
異

常
の

有
無

を
確

認
し

、
適

宜
、

台
帳

等
に

反
映

さ
せ

て
い

る
。（

神
戸

市
）

 
・

１
週

間
に

１
度

、
職

員
に

よ
る

目
視

点
検

を
実

施
、

１
年

に
１

度
、

業
者

に
よ

る
点

検
整

備
を

実
施

（
尼

崎
市

）
 

・
雨

水
貯

留
タ

ン
ク

の
設

置
費

用
助

成
に

よ
り

促
進

（
伊

丹
市

）
 

・
水

道
週

間
で

啓
発

、
横

断
幕

、
の

ぼ
り

の
掲

示
，

テ
ィ

シ
ュ

の
配

布
等

を
実

施
（

宝
塚

市
）

 
・

老
朽

管
の

更
新

、
漏

水
調

査
等

（
宝

塚
市

）
 

・
懸

垂
幕

・
H

P
掲

載
・

メ
ー

ル
配

信
・

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｱ（
新

聞
記

事
）（

三
田

市
）

 
・

老
朽

管
更

新
Ｌ

＝
79

0ｍ
 

施
設

防
水

塗
装

更
新

Ａ
＝

1,
70

0
㎡

 
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

接
続

金
具

更
新

 
50

箇
所

（
三

田
市

）
 

・
浄

水
場

に
て

施
設

見
学

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
。

（
企

業
庁

）
 

 

 ･
浄

水
場

に
て

施
設

見
学

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
。
（

企
業

庁
）

 
･
定

期
的

な
巡

回
点

検
等

に
よ

り
施

設
や

管
路

の
異

常
の

有
無

を
確

認
し

、
適

宜
、

台
帳

等
に

反
映

さ
せ

て
い

る
。（

神
戸

市
）

 
･
１

週
間

に
１

度
、
水

利
用

施
設

の
維

持
管

理
の

た
め

職
員

に
よ

る
目

視
点

検
を

実
施

。
１

年
に

一
度

、
業

者
に

よ
る

点
検

整
備

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
･
雨

水
貯

留
タ

ン
ク

設
置

助
成

（
伊

丹
市

）
 

･
水

道
週

間
で

啓
発

、
横

断
幕

、
の

ぼ
り

の
掲

示
，
テ

ィ
シ

ュ
の

配
布

等
を

実
施
（

宝
塚

市
）

 
･
老

朽
管

の
更

新
、
漏

水
調

査
等

（
宝

塚
市

）
 

･
ダ

ム
の

貯
率

低
下

時
に

垂
れ

幕
、
H
P
掲

載
、
メ

ー
ル

配
信

、
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

啓
発

（
三

田
市

）
 

･
浄

水
場

に
て

施
設

見
学

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
（

コ
ロ

ナ
の

状
況

次
第

）
。
（

企
業

庁
）

 
･
定

期
的

な
巡

回
点

検
等

に
よ

り
施

設
や

管
路

の
異

常
の

有
無

を
確

認
し

、
適

宜
、

台
帳

等
に

反
映

さ
せ

て
い

る
。（

神
戸

市
）

 
･
１

週
間

に
１

度
、
水

利
用

施
設

の
維

持
管

理
の

た
め

職
員

に
よ

る
目

視
点

検
を

実
施

。
１

年
に

一
度

、
業

者
に

よ
る

点
検

整
備

を
実

施
（

尼
崎

市
）

 
･
感

染
症

対
策

の
た

め
啓

発
活

動
は

行
っ

て
い

な
い

。
（

宝
塚

市
）

 
･
老

朽
管

の
更

新
、
漏

水
調

査
等

（
宝

塚
市

、
三

田
市

）
 

 

雨
水

･
再

生
水

利
用

の
促

進
 

普
及

啓
発

に
努

め
、

雨
水

・
再

生
水

利
用

を
促

進
 

助
成

基
数

66
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

助
成

基
数

49
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

助
成

基
数

58
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

助
成

基
数

47
件
○市

 
(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 

 

助
成

見
込

基
数

70
件
○市

(
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

の
合

計
) 
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３
．

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

H
28

年
度

に
つ

い
て

は
、

正
常

流
量

1.
5
m3

/s
を

概
ね

確
保

で
き

て
い

る
。
今

後
も

よ
り

豊
か

な
流

量
の

確
保

に
努

め
る

。
 

・
事

業
予

定
箇

所
に

存
在

す
る

14
件

の
慣

行
水

利
権

に
つ

い
て

は
、

河
川

改
修

の
機

会
等

を
捉

え
許

可
水

利
権

へ
の

切
り

替
え

に
努

め
る

。
 

・
節

水
の

啓
発

に
つ

い
て

は
、
今

後
も

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
自

治
体

の
有

収
率

を
確

認
し

、
大

き
な

変
動

は
な

か
っ

た
。
有

収
率

が
著

し
く

悪
化

し
た

場
合

に
は

、
水

道
事

業
者

に
原

因
説

明
や

改
善

を
要

請
す

る
。

 
・
今

後
も

引
き

続
き

、
節

水
の

啓
発

、
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
を

活
用

し
た

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

普
及

を
促

進
す

る
な

ど
適

切
な

水
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

 
 

・
H2

9
年

度
に

つ
い

て
は

、
正

常
流

量
1.

5m
3
/s

を
概

ね
確

保
で

き
て

い
る

。
今

後
も

よ
り

豊
か

な
流

量
の

確
保

に
努

め
る

。
 

・
事

業
予

定
箇

所
に

存
在

す
る

1
4
件

の
慣

行
水

利
権

に
つ

い
て

は
、

河
川

改
修

の
機

会
等

を
捉

え
許

可
水

利
権

へ
の

切
り

替
え

に
努

め
る

。
 

・
節

水
の

啓
発

に
つ

い
て

は
、
今

後
も

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
今

後
も

引
き

続
き

、
節

水
の

啓
発

、
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
を

活
用

し
た

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

普
及

を
促

進
す

る
な

ど
適

切
な

水
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

 
 

・
H
30

年
度

に
つ

い
て

は
、

正
常

流
量

1.
5
m3

/s
を

概
ね

確
保

で
き

て
い

る
。

 
・
H3

0
年

度
、
夏

季
高

水
温

に
よ

り
魚

類
、
水

生
生

物
の

大
幅

な
減

少
が

報
告

さ
れ

た
。
今

後
、

そ
の

対
策

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
・

事
業

予
定

箇
所

に
存

在
す

る
14

件
の

慣
行

水
利

権
に

つ
い

て
は

、
河

川
改

修
の

機
会

等
を

捉
え

許
可

水
利

権
へ

の
切

り
替

え
に

努
め

る
。

 
・
節

水
の

啓
発

に
つ

い
て

は
、
今

後
も

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
今

後
も

引
き

続
き

、
節

水
の

啓
発

、
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
を

活
用

し
た

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

普
及

を
促

進
す

る
な

ど
適

切
な

水
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

1 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H3
2 

   
・

R1
年

度
に

つ
い

て
は

、
正

常
流

量
1
.5

m
3
/s

を
概

ね
確

保
で

き
て

い
る

。
 

・
事

業
予

定
箇

所
に

存
在

す
る

14
件

の
慣

行
水

利
権

に
つ

い
て

は
、

河
川

改
修

の
機

会
等

を
捉

え
許

可
水

利
権

へ
の

切
り

替
え

に
努

め
る

。
 

・
節

水
の

啓
発

に
つ

い
て

は
、
今

後
も

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
今

後
も

引
き

続
き

、
節

水
の

啓
発

、
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
を

活
用

し
た

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

普
及

を
促

進
す

る
な

ど
適

切
な

水
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

 

・
R
2
年

度
に

つ
い

て
は

、
正

常
流

量
1
.
5m

3
/s

を
概

ね
確

保
で

き
て

い
る

。
 

・
事

業
予

定
箇

所
に

存
在

す
る

1
4
件

の
慣

行
水

利
権

に
つ

い
て

は
、

河
川

改
修

の
機

会
等

を
捉

え
許

可
水

利
権

へ
の

切
り

替
え

に
努

め
る

。
 

・
節

水
の

啓
発

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
引

き
続

き
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
 

・
今

後
も

引
き

続
き

、
節

水
の

啓
発

、
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
を

活
用

し
た

各
戸

へ
の

雨
水

貯
留

タ
ン

ク
の

普
及

を
促

進
す

る
な

ど
適

切
な

水
利

用
の

推
進

に
取

り
組

む
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

取
組

み
を

進
め

る
。
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管

理
番
号

 １
２

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
２

節
 

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
 

 
 

２
 

緊
急

時
の

水
利

用
 

 
 

（
１

）
渇

水
調

整
お

よ
び

広
域

的
水

融
通

の
円

滑
化

 
（

２
）

緊
急

時
の

河
川

水
利

用
 

実
施

目
標

 
渇

水
時

の
被

害
の

最
小

化
。

 
震

災
な

ど
に

お
け

る
河

川
水

利
用

の
円

滑
化

。
 

 
 

施
策

の
概

要
 

渇
水

時
に

は
、

渇
水

調
整

会
議

等
を

設
置

し
、

利
水

者
間

の
相

互
調

整
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
努

め
る

。
ま

た
、

関
係

機
関

お
よ

び
利

水
者

と
連

携
し

て
、

水
道

施
設

の
広

域
化

に
よ

る
渇

水
時

の
水

道
水

源
や

供
給

量
の

安
定

性
向

上
に

取
り

組
む

。
 

震
災

な
ど

の
緊

急
時

に
は

、
河

川
水

を
利

用
で

き
る

よ
う

配
慮

す
る

。
 

  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２
．

実
績
（

Ｄ
）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H
2
9 

H
3
0 

R1
 

R
2 

(
1
)
渇

水
調

整
お

よ
び

広
域

的
水

融
通

の
円

滑
化

 

利
水

者
間

の
相

互
調

整
の

円
滑

化
 

(
渇

水
時

)
渇

水
調

整
会

議
※
等

に
お

け
る

利
水

者
へ

の
必

要
な

情
報

提
供

、
取

水
制

限
等

の
調

整
 

渇
水

の
状

況
に

応
じ

て
実

施
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め

未
実

施
。

 
点

検
指

標
に

該
当

す
る

事
案

が
な

か
っ

た
た

め
未

実
施

。
 

2
月

に
青

野
ダ

ム
貯

水
率

が
約

4
0％

と
な

り
、

流
域

の
水

利
権

者
に

呼
び

か
け

青
野

ダ
ム

渇
水

対
策

連
絡

会
議

を
開

催
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め

未
実

施
。

 
渇

水
の

状
況

に
応

じ
て

実
施

予
定

 

広
域

的
な

水
融

通
の

円
滑

化
（

関
係

機
関

連
携

･利
水

者
連

携
）

 

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
 

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

実
施

 

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
の

概
略

設
計

及
び

現
地

測
量

を
実

施
。
（

県
企

業
庁

）
 

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
の

詳
細

設
計

を
実

施
。

（
県

企
業

庁
）

 

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
の

工
事

に
着

手
。（

県
企

業
庁

）
 

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
の

工
事

中
。
（

県
企

業
庁

）
 

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
の

工
事

中
。
（

県
企

業
庁

）
 

(
2
)緊

急
時

の
河

川
水

利
用

 
緊

急
時

の
河

川
水

利
用

の
円

滑
化

 

(
緊

急
時

)
消

火
用

水
や

生
活

用
水

等
と

し
て

の
河

川
水

の
取

水
へ

の
配

慮
、

ダ
ム

か
ら

の
緊

急
放

流
等

 

緊
急

時
の

状
況

に
応

じ
て

実
施

 
点

検
指

標
に

該
当

す
る

事
案

が
な

か
っ

た
た

め
未

実
施

。
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め

未
実

施
。

 
点

検
指

標
に

該
当

す
る

事
案

が
な

か
っ

た
た

め
未

実
施

。
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め

未
実

施
。

 
緊

急
時

の
状

況
に

応
じ

て
実

施
予

定
 

※
渇

水
時

に
渇

水
調

整
会

議
を

設
置

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

県
及

び
関

係
機

関
に

お
い

て
規

約
を

制
定

済
 

 

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
 

渇
水

や
震

災
等

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
な

か
っ

た
た

め
、
渇

水
調

整
会

議
の

設
置

や
河

川
水

の
緊

急
時

利
用

等
は

必
要

な
か

っ
た

。
 

・
 

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
県

企
業

庁
が

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
整

備
に

着
手

し
た

。
各

市
町

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、
現

在
の

水
需

要
に

お
い

て
、
既

存
の

浄
水

場
や

給
水

車
等

の
組

合
せ

に
よ

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

可
能

な
た

め
、
当

面
の

間
、
事

業
着

手
は

行
わ

な
い

。
今

後
、

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

行
う

。
 

 

・
 

渇
水

や
震

災
等

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
な

か
っ

た
た

め
、
渇

水
調

整
会

議
の

設
置

や
河

川
水

の
緊

急
時

利
用

等
は

必
要

な
か

っ
た

。
 

・
 

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
県

企
業

庁
が

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
整

備
に

着
手

し
た

。
各

市
町

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、
現

在
の

水
需

要
に

お
い

て
、
既

存
の

浄
水

場
や

給
水

車
等

の
組

合
せ

に
よ

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

可
能

な
た

め
、
当

面
の

間
、
事

業
着

手
は

行
わ

な
い

。
今

後
、

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

行
う

。
 

 

・
１

月
末

に
青

野
ダ

ム
貯

水
率

が
50

％
を

下
回

っ
た

た
め

水
利

権
者

に
対

し
節

水
依

頼
し

た
が

、
2
月

に
4
0％

を
下

回
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
た

た
め

青
野

ダ
ム

渇
水

対
策

連
絡

会
議

を
開

催
。
深

刻
化

し
た

場
合

の
取

水
制

限
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

依
頼

。
そ

の
後

、
渇

水
状

況
は

改
善

さ
れ

た
が

、
令

和
元

年
５

月
に

再
度

渇
水

対
策

連
絡

会
議

を
開

催
し

、
水

利
権

者
に

対
し

て
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に
、

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
議

論
を

行
っ

た
。

 
・
 

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
県

企
業

庁
が

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
整

備
に

着
手

し
た

。
各

市
町

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、
現

在
の

水
需

要
に

お
い

て
、
既

存
の

浄
水

場
や

給
水

車
等

の
組

合
せ

に
よ

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

可
能

な
た

め
、
当

面
の

間
、
事

業
着

手
は

行
わ

な
い

。
今

後
、

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

行
う

。
 

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

1 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H3
2 

    

・
渇

水
や

震
災

等
に

よ
る

被
害

が
発

生
し

な
か

っ
た

た
め

、
渇

水
調

整
会

議
の

設
置

や
河

川
水

の
緊

急
時

利
用

等
は

必
要

な
か

っ
た

。
 

・
 

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
県

企
業

庁
が

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
整

備
に

着
手

し
て

い
る

。
各

市
町

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、

現
在

の
水

需
要

に
お

い
て

、
既

存
の

浄
水

場
や

給
水

車
等

の
組

合
せ

に
よ

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

可
能

な
た

め
、

当
面

の
間

、
事

業
着

手
は

行
わ

な
い

。
今

後
、

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

行
う

。
 

・
渇

水
や

震
災

等
に

よ
る

被
害

が
発

生
し

な
か

っ
た

た
め

、
渇

水
調

整
会

議
の

設
置

や
河

川
水

の
緊

急
時

利
用

等
は

必
要

な
か

っ
た

。
 

・ 
給

水
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
県

企
業

庁
が

広
域

的
な

水
融

通
を

行
う

連
絡

管
整

備
に

着
手

し
て

い
る

。
各

市
町

水
道

事
業

に
お

い
て

は
、

現
在

の
水

需
要

に
お

い
て

、
既

存
の

浄
水

場
や

給
水

車
等

の
組

合
せ

に
よ

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

可
能

な
た

め
、

当
面

の
間

、
事

業
着

手
は

行
わ

な
い

。
今

後
、

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
整

備
を

行
う

。
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

水
需

要
の

動
向

を
踏

ま
え

実
、

引
き

続
き

取
り

組
む

。
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管

理
番
号

 １
３

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
２

節
 

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
 

 
 

３
 

健
全

な
水

循
環

の
確

保
 

実
施
目

標
 

兵
庫

県
の

水
に

関
す

る
総

合
的

な
指

針
で

あ
る

「
ひ

ょ
う

ご
水

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

く
、

健
全

な
水

循
環

系
の

確
保

 

 
 

施
策

の
概

要
 

流
域

水
循

環
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
実

効
性

の
あ

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

な
お

、
地

下
水

か
ん

養
は

、
河

川
流

量
確

保
に

寄
与

す
る

要
素

の
ひ

と
つ

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
保

全
に

取
り

組
む

。
 

  １
．

期
別

計
画

（
Ｐ
）

 
 

２
．

実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(H
2
3～

H2
7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(R
3～

R7
) 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
29

 
H3

0 
R1

 
R
2 

３
．

健
全

な
水

循
環

の
確

保
 

流
域

水
循

環
の

把
握

 
流

域
水

循
環

の
把

握
 

流
域

水
循

環
把

握
に

必
要

な
デ

ー
タ

の
収

集
 

雨
量

、
水

位
、

低
水

量
、

地
下

水
位

、
県

管
理

ﾀ
ﾞﾑ

貯
水

位
等

の
ﾃﾞ

ｰ
ﾀを

蓄
積

。
 

雨
量

、
水

位
、

低
水

量
、

地
下

水
位

、
県

管
理

ﾀﾞ
ﾑ
貯

水
位

等
の

ﾃﾞ
ｰ
ﾀを

蓄
積

 

雨
量

、
水

位
、

低
水

量
、

地
下

水
位

、
県

管
理

ﾀﾞ
ﾑ
貯

水
位

等
の

ﾃﾞ
ｰﾀ

を
蓄

積
 

雨
量

、
水

位
、

低
水

量
、

地
下

水
位

、
県

管
理

ﾀ
ﾞﾑ

貯
水

位
等

の
ﾃﾞ

ｰﾀ
を

蓄
積

 

雨
量

、
水

位
、

低
水

量
、

地
下

水
位

、県
管

理
ﾀ
ﾞ
ﾑ貯

水
位

等
の

ﾃ
ﾞ
ｰﾀ

を
蓄

積
 

森
林

､農
地

､
た

め
池

の
整

備
や

適
正

な
管

理
（

関
係

機
関

連
携

）
 

再
掲

 
人

工
林

の
間

伐
等

 
(
関

係
機

関
連

携
・

住
民

連
携

) 

事
業

計
画

を
策

定
し

、
順

次
実

施
 

(但
し

計
画

策
定

は
県

民
局

単
位

) 
3
34

ha
○市

 
3
36

ha
○市

 
2
8
9h

a ○市
 

18
3
ha
○市

 
集

計
中

 
(
R3

年
以

降
) 

再
掲

 
急

傾
斜

地
等

に
あ

る
間

伐
対

象
人

工
林

の
表

土
侵

食
防

止
対

策
 

事
業

計
画

を
策

定
し

、
順

次
実

施
 

(但
し

計
画

策
定

は
県

民
局

単
位

) 

事
業

計
画

を
策

定
し

、順
次

実
施

 
(
但

し
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

（
今

後
検

討
）

 
1
63

ha
○市

 
1
23

ha
○市

 
1
4
6h

a ○市
 

14
1
ha
○市

 
集

計
中

 
(
R3

年
以

降
) 

再
掲

 
高

齢
人

工
林

の
広

葉
樹

林
へ

の
一

部
誘

導
(
混

交
林

整
備

）
 

10
0
ha

着
手

○市
 

(篠
山

市
域

で
の

施
工

面
積

) 

事
業

計
画

を
策

定
し

、順
次

実
施

 
(
但

し
計

画
策

定
は

県
民

局
単

位
) 

（
今

後
検

討
）

 
－

 
31

h
a ○市

 
H
30

実
績

は
な

し
 

R1
実

績
は

な
し

 
2
5
ha

見
込
○市

 

再
掲

 
水

田
の

保
全

(関
係

機
関

連
携

・
農

業
者

連
携

) 

10
,
14

1
ha
○市

優
良

農
地

(農
振

農
用

地
) 

1
0,

15
7h

a ○市
 

優
良

農
地

(農
振

農
用

地
) 

（
今

後
検

討
）

 
1
0,

07
7h

a ○市
 

1
0,

05
8h

a ○市
 

1
0
,
01

4
ha
○市

 
（

精
査

中
）

 
調

査
前

 

た
め

池
の

保
全

 
ひ

ょ
う

ご
農

林
水

産
ビ

ジ
ョ

ン
に

基
づ

く
た

め
池

の
保

全
・

整
備

 
た

め
池

整
備

事
業

及
び

た
め

池
定

期
点

検
事

業
の

実
施

 

・
た

め
池

整
備

事
業

及
び

た
め

池
定

期
点

検
事

業
の

実
施

 
・

た
め

池
防

災
点

検
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
た

め
池

管
理

者
講

習
会

を
実

施
（

篠
山

市
）

 

・
た

め
池

整
備

事
業

及
び

た
め

池
定

期
点

検
事

業
の

実
施

 
 

・
た

め
池

整
備

事
業

及
び

た
め

池
定

期
点

検
事

業
の

実
施

 
 

・
た

め
池

整
備

事
業

及
び

た
め

池
定

期
点

検
事

業
の

実
施

 
 

貯
留

浸
透

施
設

の
整

備
 

(関
係

機
関

連
携

) 

再
掲

 
透

水
性

舗
装

 
歩

道
整

備
に

併
せ

整
備

を
推

進
 

・
約

5
,5

0
0
m2
○局

 
(神

戸
市

域
除

く
) 

・
H
16

年
よ

り
、

県
下

 
全

域
で

透
水

性
舗

装
を

標
準

仕
様

と
し

て
適

用
済

 

・
約

10
,6

5
0m

2 ○局
 

(
神

戸
市

域
除

く
) 

・
H
16

年
よ

り
、

県
下

全
域

で
透

水
性

舗
装

を
標

準
仕

様
と

し
て

適
用

 

・
約

12
,3

50
㎡
○局

 
・

透
水

性
舗

装
33

5
㎡

（
県

立
甲

山
森

林
公

園
）

 
・

透
水

性
舗

装
24

5
m
2  

・
透

水
性

舗
装

48
0
m2
 

再
掲

 
浸

透
ま

す
等

の
整

備
(道

路
側

溝
の

浸
透

化
) 

道
路

側
溝

・
宅

内
排

水
等

の
浸

透
化

推
進

策
に

つ
い

て
検

討
・

実
施

 

・
約

6
.7

k
m ○市

 
（

尼
崎

市
、

西
宮

市
）

 
［

累
計

約
1
78

k
m ○市

］
 

・
約

5.
6k

m ○市
 

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

）
 

［
累

計
約

1
84

k
m ○市

］
 

・
約

1.
0
㎞
○市

 
（

尼
崎

市
、

西
宮

市
）

 
［

累
計

約
18

5
㎞
○市

］
 

・
約

3
.6

㎞
○市

 
（

尼
崎

市
1.

8
k
m、

西
宮

市
1.

8
km

）
 

［
累

計
約

18
9
㎞
○市

］
 

・
約

0
.1

㎞
○市

 
（

尼
崎

市
0
.1

km
）

 
［

累
計

約
1
89

㎞
○市

］
 

※
 

10
0h

a＝
1
km

2 

＜
凡

例
＞
○流

：
武

庫
川

流
域

内
の

合
計

値
、
○局

：
関

係
4
県

民
局

の
合

計
値

、
○市

：
流

域
7
市

域
全

体
の

合
計

値
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３
．

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

 
流

域
の

水
循

環
を

把
握

す
る

た
め

、
雨

量
、
水

位
、
低

水
量

、
地

下
水

位
、
ダ

ム
貯

水
位

等
の

デ
ー

タ
収

集
に

努
め

た
。

 
・
 

水
源

か
ん

養
機

能
の

維
持
・
向

上
に

資
す

る
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
に

基
づ

き
引

き
続

き
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
 

水
循

環
に

寄
与

す
る

透
水

性
舗

装
に

つ
い

て
は

、
地

下
水

位
等

の
条

件
を

満
た

す
箇

所
で

歩
道

整
備

に
伴

っ
て

原
則

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、
浸

透
施

設
(
道

路
側

溝
、
宅

内
排

水
等

)
に

つ
い

て
は

、
尼

崎
市

、
西

宮
市

で
約

6.
7
km

の
整

備
が

実
施

さ
れ

た
。

 
・
 

今
後

も
健

全
な

水
循

環
を

確
保

す
る

た
め

、
流

域
水

環
境

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

下
水

か
ん

養
及

び
水

循
環

に
寄

与
す

る
各

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

 
 

・
流

域
の

水
循

環
を

把
握

す
る

た
め

、
雨

量
、
水

位
、
低

水
量

、
地

下
水

位
、
ダ

ム
貯

水
位

等
の

デ
ー

タ
収

集
に

努
め

た
。

 
・
水

源
か

ん
養

機
能

の
維

持
・
向

上
に

資
す

る
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
に

基
づ

き
引

き
続

き
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
水

循
環

に
寄

与
す

る
透

水
性

舗
装

に
つ

い
て

は
、
地

下
水

位
等

の
条

件
を

満
た

す
箇

所
で

歩
道

整
備

に
伴

っ
て

原
則

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
排

水
等

)に
つ

い
て

は
、

尼
崎

市
、

西
宮

市
で

約
5
.6

k
m
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
 

・
今

後
も

健
全

な
水

循
環

を
確

保
す

る
た

め
、
流

域
水

環
境

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

下
水

か
ん

養
及

び
水

循
環

に
寄

与
す

る
各

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

 
 

・
流

域
の

水
循

環
を

把
握

す
る

た
め

、
雨

量
、
水

位
、
低

水
量

、
地

下
水

位
、
ダ

ム
貯

水
位

等
の

デ
ー

タ
収

集
に

努
め

た
。

 
・
水

源
か

ん
養

機
能

の
維

持
・
向

上
に

資
す

る
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
に

基
づ

き
引

き
続

き
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
水

循
環

に
寄

与
す

る
透

水
性

舗
装

に
つ

い
て

は
、
地

下
水

位
等

の
条

件
を

満
た

す
箇

所
で

歩
道

整
備

に
伴

っ
て

原
則

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
排

水
等

)に
つ

い
て

は
、

尼
崎

市
、

西
宮

市
で

約
1
.
0k

m
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
 

・
今

後
も

健
全

な
水

循
環

を
確

保
す

る
た

め
、
流

域
水

環
境

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

下
水

か
ん

養
及

び
水

循
環

に
寄

与
す

る
各

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
流

域
の

水
循

環
を

把
握

す
る

た
め

、
雨

量
、
水

位
、
低

水
量

、
地

下
水

位
、
ダ

ム
貯

水
位

等
の

デ
ー

タ
収

集
に

努
め

た
。

 
・
水

源
か

ん
養

機
能

の
維

持
・
向

上
に

資
す

る
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
に

基
づ

き
引

き
続

き
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
水

循
環

に
寄

与
す

る
透

水
性

舗
装

に
つ

い
て

は
、
地

下
水

位
等

の
条

件
を

満
た

す
箇

所
で

歩
道

整
備

に
伴

っ
て

原
則

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
排

水
等

)に
つ

い
て

は
、

尼
崎

市
、

西
宮

市
で

約
3
.6

k
m
の

整
備

が
実

施
さ

れ
た

。
 

・
今

後
も

健
全

な
水

循
環

を
確

保
す

る
た

め
、
流

域
水

環
境

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

下
水

か
ん

養
及

び
水

循
環

に
寄

与
す

る
各

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

 

・
流

域
の

水
循

環
を

把
握

す
る

た
め

、
雨

量
、
水

位
、
低

水
量

、
地

下
水

位
、
ダ

ム
貯

水
位

等
の

デ
ー

タ
収

集
に

努
め

た
。

 
・
水

源
か

ん
養

機
能

の
維

持
・
向

上
に

資
す

る
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
に

基
づ

き
引

き
続

き
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 
・
水

循
環

に
寄

与
す

る
透

水
性

舗
装

に
つ

い
て

は
、
地

下
水

位
等

の
条

件
を

満
た

す
箇

所
で

歩
道

整
備

に
伴

っ
て

原
則

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、
浸

透
施

設
(道

路
側

溝
、
宅

内
排

水
等

)に
つ

い
て

は
、

尼
崎

市
で

約
0.

1
km

の
整

備
が

実
施

さ
れ

た
。

 
・
今

後
も

健
全

な
水

循
環

を
確

保
す

る
た

め
、
流

域
水

環
境

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

下
水

か
ん

養
及

び
水

循
環

に
寄

与
す

る
各

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

健
全

な
水

循
環

の
確

保
に

向
け

て
取

り
組

む
。
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管

理
番
号

 １
４

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
３

節
 

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

 
 

 
１

 
動

植
物

の
生

活
環

境
の

保
全

・
再

生
 

 
 

（
１

）「
２

つ
の

原
則

」
の

適
用

に
あ

た
っ

て
の

考
え

方
 

 
 

（
２

）「
２

つ
の

原
則

」
を

適
用

し
た

河
川

整
備

の
実

施
箇

所
に

お
け

る
主

な
対

策
 

 
 

 
 

①
 

下
流

部
築

堤
区

間
 

 
②

 
下

流
部

掘
込

区
間

 
 

③
 

上
流

部
 

実
施
目

標
 

武
庫

川
水

系
の

多
種

多
様

な
動

植
物

が
今

後
も

生
息

・
生

育
で

き
る

豊
か

な
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
を

図
る

。
 

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

汽
水

域
の

拡
大

と
干

潟
の

創
出

 
（

武
庫

川
下

流
部

掘
込

区
間

）
礫

河
原

の
再

生
 

（
武

庫
川

上
流

部
）

 
 

 
 

タ
ナ

ゴ
類

の
生

息
環

境
の

再
生

 
 

 

施
策

の
概

要
 

河
川

整
備

に
際

し
て
「

武
庫

川
水

系
に

生
息
・
生

育
す

る
生

物
及

び
そ

の
生

活
環

境
の

持
続

に
関

す
る

２
つ

の
原

則
」（

以
下
「

２
つ

の
原

則
」
と

い
う

）
を

適
用

し
て

、
多

様
な

生
物

の
生

活
環

境
等

に
与

え
る

影
響

を
可

能
な

限
り

回
避
・
低

減
ま

た
は

代
替

で
き

る
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
。

 
（

水
系

全
体

で
戦

略
的

に
自

然
環

境
を

保
全

で
き

る
よ

う
「

２
つ

の
原

則
」

に
係

る
専

門
検

討
会

※
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

、
河

床
掘

削
や

低
水

路
拡

幅
な

ど
の

河
道

対
策

と
環

境
対

策
と

の
整

合
の

と
れ

た
河

川
整

備
に

取
り

組
む

。）
 

※
｢２

つ
の
原
則
｣
に
基
づ
き
、
武
庫
川
水
系
の
生
物
及
び
生
活
環
境
の
現
状
評
価
を
行
い
、
河
川
事
業
の
計
画
案
に
よ
る
影
響
評
価
と
保
全
・
再
生
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
う
た
め
、
平
成

20
年
に
兵
庫
県
が
設
置
し
た
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
委
員
会
 

  
１

．
期
別

計
画

（
Ｐ

）
 

 
２
．

実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(H
2
8～

R2
) 

第
３

期
 

(R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H2
9 

H
3
0 

R
1 

R
2 

１
．

動
植

物
の

生
活

環
境

の
保

全
・

再
生

 

｢
2

つ
の

原
則

｣
の

留
意

事
項

等
を

と
り

ま
と

め
た

手
引

き
の

作
成

 

手
引

き
の

作
成

 
手

引
き

作
成

 
－

 
－

 
－

 
 

 
 

 
 

｢
2

つ
の

原
則

｣の
ﾊﾟ

ﾝ
ﾌﾚ

ｯ
ﾄ
作

成
 

ﾊﾟ
ﾝ
ﾌﾚ

ｯ
ﾄの

作
成

 
ﾊﾟ

ﾝ
ﾌﾚ

ｯ
ﾄの

作
成

(完
了

) 
－

 
－

 
－

 
 

 
 

 

 

地
域

住
民

や
団

体
等

に
よ

る
生

態
系

の
保

全
･
再

生
活

動
の

円
滑

化
 

・
行

政
手

続
き

の
迅

速
化

 
・

技
術

面
で

の
サ

ポ
ー

ト
 

地
域

住
民

や
団

体
等

の
要

望
に

応
じ

て
実

施
 

武
庫

川
漁

協
等

が
行

っ
た

ア
ユ

の
産

卵
場

造
成

や
ア

ド
プ

ト
制

度
を

活
用

し
た

地
域

活
動

に
つ

い
て

、
申

請
手

続
き

の
迅

速
化

、
資

材
・

技
術

面
等

の
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

 
・

武
庫

川
漁

協
等

が
行

う
ア

ユ
の

産
卵

場
づ

く
り

は
雨

天
中

止
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

 
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

 
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

予
定
（

春
、
秋

は
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

）
 

 

 

(
1)

｢2
つ

の
原

則
｣
の

適
用

に
あ

た
っ

て
の

考
え

方
 

河
川

整
備

に
際

し
て

の
｢
2

つ
の

原
則

｣
の

適
用

 

｢2
つ

の
原

則
｣の

適
用

 

河
川

整
備

の
実

施
計

画
段

階
で

専
門

家
の

意
見

を
聴

く
と

と
も

に
、

施
工

後
も

専
門

家
の

意
見

を
聴

い
て

事
後

評
価

を
実

施
 

・
武

庫
川

上
流

部
に

お
い

て
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

等
に

基
づ

き
工

事
を

実
施

 
・

武
庫

川
中

流
部

武
田

尾
地

区
に

お
い

て
、

工
事

範
囲

内
に

生
息

す
る

希
少

種
サ

ツ
キ

、
ア

オ
ヤ

ギ
バ

ナ
､

ヒ
ナ

ラ
ン

を
工

事
範

囲
外

に
移

植
ま

た
は

苗
植

栽
し

た
。

 

・
環

境
の

「
2
つ

の
原

則
」

第
3
回

専
門

委
員

会
を

開
催

し
、

武
庫

川
下

流
部

堀
込

区
間

の
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

を
作

成
 

・
上

流
部

に
お

い
て

同
計

画
図

に
基

づ
き

工
事

を
実

施
 

・
武

庫
川

中
流

部
武

田
尾

地
区

で
移

植
ま

た
は

苗
植

栽
し

た
希

少
種

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

。
3
種

と
も

再
生

・
復

元
目

標
の

個
体

数
以

上
の

生
残

を
確

認
。

 

・
上

流
部

に
お

い
て

同
計

画
図

に
基

づ
き

工
事

を
実

施
 

・
武

庫
川

中
流

部
武

田
尾

地
区

で
移

植
ま

た
は

苗
植

栽
し

た
希

少
種

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

。
 

・
上

流
部

に
お

い
て

同
計

画
図

に
基

づ
き

工
事

を
実

施
 

・
武

庫
川

中
流

部
武

田
尾

地
区

で
移

植
ま

た
は

苗
植

栽
し

た
希

少
種

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

。
 

 

・
上

流
部

に
お

い
て

同
計

画
図

に
基

づ
き

工
事

を
実

施
 

・
下

流
部

掘
込

区
間

で
、
同

計
画

に
基

づ
い

た
河

床
掘

削
の

詳
細

設
計

を
実

施
 

重
点

化
を

図
り

つ
つ

優
先

順
位

の
高

い
も

の
か

ら
配

慮
を

検
討

す
べ

き
｢
生

物
の

生
活

空
間

｣を
改

善
 

配
慮

を
検

討
す

べ
き

｢生
物

の
生

活
空

間
｣の

改
善

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

で
実

施
方

策
を

検
討

し
実

施
 

－
 

－
 

－
 

－
 

仁
川

合
流

点
の

除
伐

・
土

砂
撤

去
に

際
し

、
事

前
に

市
民

団
体

と
立

会
い

し
、

現
地

で
討

論
し

な
が

ら
除

伐
範

囲
、

淵
の

再
生

な
ど

を
実

施
 

(2
)
｢2

つ
の

原
則

｣
を

適
用

し
た

河
川

整
備

①
下

流
部

築
堤

区
間

 

魚
類

等
の

移
動

の
連

続
性

確
保

 

河
床

掘
削

に
併

せ
た

潮
止

堰
等

の
撤

去
 

－
 

－
 

･
潮

止
堰

撤
去

着
手

 
･
1
号

床
止

工
着

手
･撤

去
 

潮
止

堰
撤

去
完

了
 

潮
止

堰
撤

去
に

先
立

ち
、

潮
止

施
設

(矢
板

)を
設

置
 

潮
止

堰
撤

去
に

先
立

ち
、

潮
止

施
設

(矢
板

)を
設

置
 

－
 

潮
止

堰
撤

去
に

先
立

ち
、

潮
止

施
設

(矢
板

)を
設

置
 

潮
止

堰
撤

去
に

先
立

ち
、

潮
止

施
設

(矢
板

)を
設

置
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の
実

施
箇

所
に

お
け

る
主

な
対

策
 

上
流

側
床

止
め

の
魚

道
改

良
 

－
 

－
 

－
 

2
号

･3
号

床
止

工
の

撤
去

又
は

改
築

に
併

せ
て

実
施

 

・
下

流
部

1～
8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
・

分
布

調
査

を
実

施
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

試
験

的
に

設
置

 

・
下

流
部

1～
8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
・

分
布

調
査

を
実

施
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

改
良

し
て

再
度

試
験

設
置

 

・
下

流
部

1～
8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
・

分
布

調
査

を
実

施
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

改
良

し
て

再
度

試
験

設
置

 

・
下

流
部

1～
8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
・

分
布

調
査

を
実

施
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

改
良

し
て

再
度

試
験

設
置

 

・
下

流
部

1～
8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
・

分
布

調
査

を
実

施
 

 

干
潟

の
創

出
 

水
制

工
等

の
設

置
 

－
 

－
 

－
 

河
床

掘
削

等
に

よ
る

流
下

能
力

拡
大

の
後

、
実

施
 

－
 

低
水

護
岸

の
残

存
鋼

矢
板

を
活

用
し

て
、

干
潟

形
成

に
つ

い
て

経
過

観
察

中
。

 

低
水

護
岸

の
残

存
鋼

矢
板

を
活

用
し

て
、

干
潟

形
成

に
つ

い
て

経
過

観
察

中
。

 

低
水

護
岸

の
残

存
鋼

矢
板

を
活

用
し

て
、

干
潟

形
成

に
つ

い
て

経
過

観
察

中
。

 

低
水

護
岸

の
残

存
鋼

矢
板

を
活

用
し

て
、

干
潟

形
成

に
つ

い
て

経
過

観
察

中
。

 

 

②
下

流
部

掘
込

区
間

 

礫
河

原
と

瀬
･淵

の
再

生
 

現
状

の
砂

州
形

状
や

礫
河

原
の

比
高

を
考

慮
し

た
河

床
掘

削
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

河
川

改
修

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

た
め

今
年

度
は

未
実

施
 

河
川

改
修

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

た
め

今
年

度
は

未
実

施
 

名
塩

道
路

工
事

に
伴

う
河

積
確

保
の

た
め

一
部

河
道

掘
削

を
実

施
し

た
際

、
川

づ
く

り
計

画
に

あ
わ

せ
比

高
を

考
慮

し
て

実
施

。
 

－
 

・
下

流
部

掘
込

区
間

で
、

同
計

画
に

基
づ

い
た

河
床

掘
削

の
工

事
を

実
施

 

外
来

植
物

の
除

去
 

 

・
河

床
掘

削
に

よ
る

ｼﾅ
ﾀ
ﾞ
ﾚｽ

ｽ
ﾞ
ﾒ

ｶ
ﾞ
ﾔの

除
去

 
・

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

連
携

し
た

ｼﾅ
ﾀ
ﾞﾚ

ｽ
ｽﾞ

ﾒ
ｶﾞ

ﾔの
除

去
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

 
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

 
 

・
市

民
団

体
主

催
の

特
定

外
来

種
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

予
定

 
  

代
償

措
置

と
し

て
の

礫
河

原
の

再
生

 

区
間

外
で

の
礫

河
原

の
再

生
 

必
要

に
応

じ
て

実
施

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 

③
上

流
 

部
 

移
動

性
が

低
い

生
物

の
移

植
対

策
 

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
等

の
植

物
や

カ
タ

ハ
ガ

イ
等

の
二

枚
貝

類
の

移
植

対
策

 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

－
 

－
 

・
オ

グ
ラ

コ
ウ

ホ
ネ

の
保

全
対

策
を

継
続

実
施

（
経

過
観

察
、

現
在

も
良

好
に

生
育

）
 

・
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

 

・
オ

グ
ラ

コ
ウ

ホ
ネ

の
保

全
対

策
を

継
続

実
施

（
経

過
観

察
、

現
在

も
良

好
に

生
育

）
 

・
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

 

H
3
0
台

風
2
0
号

2
1
号

に
よ

り
下

流
側

の
オ

グ
ラ

コ
ウ

ホ
ネ

生
育

地
が

流
失

。
対

策
を

検
討

中
。

 

・
オ

グ
ラ

コ
ウ

ホ
ネ

の
保

全
対

策
を

継
続

実
施

（
経

過
観

察
、

現
在

も
良

好
に

生
育

）
 

・
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

 

・
オ

グ
ラ

コ
ウ

ホ
ネ

の
保

全
対

策
と

し
て

生
育

地
を

1
箇

所
創

出
し

、
移

植
株

の
生

育
を

経
過

観
察

 
・

二
枚

貝
の

移
植

を
実

施
 

み
お

筋
の

再
生

 

現
況

と
同

様
の

蛇
行

部
確

保
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

－
 

－
 

瀬
・

淵
の

再
生

な
ど

、
河

川
改

修
区

間
に

お
い

て
実

施
 

瀬
・

淵
の

再
生

な
ど

、
河

川
改

修
区

間
に

お
い

て
実

施
 

瀬
・

淵
の

再
生

な
ど

、
河

川
改

修
区

間
に

お
い

て
実

施
 

瀬
・

淵
の

再
生

な
ど

、
河

川
改

修
区

間
に

お
い

て
実

施
 

・
仁

川
合

流
点

の
除

伐
・

堆
積

土
砂

撤
去

に
あ

わ
せ

、
瀬
・

淵
の

再
生

を
実

施
 

 

瀬
･淵

の
再

生
 

河
道

が
直

線
的

で
河

床
勾

配
が

一
定

な
区

間
で

の
木

杭
や

根
固

工
等

の
設

置
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

－
 

－
 

ワ
ン

ド
･た

ま
り

の
再

生
 

・
河

床
の

横
断

方
向

に
傾

斜
や

凹
凸

を
つ

け
冠

水
頻

度
に

変
化

 
・

ワ
ン

ド
･

た
ま

り
の

再
生

 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ

て
実

施
 

－
 

－
 

オ
ギ

群
集

の
再

生
 

現
地

発
生

し
た

表
土

の
再

利
用

 
河

川
改

修
に

あ
わ

せ
て

実
施

 
－

 
－

 

代
償

措
置

と
し

て
の

瀬
･

淵
や

ワ
ン

ド
等

の
創

出
 

区
間

外
で

の
瀬

･淵
や

ワ
ン

ド
等

の
創

出
 

必
要

に
応

じ
て

実
施

 

区
間

内
で

瀬
・

淵
や

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る

た
め

、
区

間
外

で
の

代
償

措
置

の
必

要
な

し
 

区
間

内
で

瀬
・

淵
や

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る

た
め

、
区

間
外

で
の

代
償

措
置

の
必

要
な

し
 

区
間

内
で

瀬
・

淵
や

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る

た
め

、
区

間
外

で
の

代
償

措
置

の
必

要
な

し
 

区
間

内
で

瀬
・

淵
や

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る

た
め

、
区

間
外

で
の

代
償

措
置

の
必

要
な

し
 

区
間

内
で

瀬
・

淵
や

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る

た
め

、
区

間
外

で
の

代
償

措
置

の
必

要
な

し
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３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

 
・
 

 
H

2
8

年
度

に
実

施
し

た
河

床
掘

削
工

事
の

区
間

に
お

い
て

、
水

環
境

に
対

す
る

影
響

を
把

握
す

る
た

め
、

水
質

検
査

等
を

行
っ

た
。

 
・
 

 
H

2
8

年
度

は
、

下
流

部
1
～

8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
調

査
を

実
施

。
 そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

、
専

門
家

や
漁

業
組

合
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

魚
道

構
造

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

（
武

庫
川

上
流

部
）

 
・

 
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
き

、
河

道
掘

削
工

事
（

L=
0.

06
km

）
を

実
施

し
た

。
工

事
に

併
せ

て
、

オ
ギ

群
集

再
生

の
た

め
の

現
地

表
土

の
再

利
用

を
行

っ
た

。
ま

た
、

二
枚

貝
の

移
植

を
実

施
し

、
タ

ナ
ゴ

類
等

の
生

息
環

境
の

再
生

に
努

め
た

。
 

・
 

今
後

も
引

き
続

き
、

専
門

家
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、「
川

づ
く

り
計

画
図

」
に

基
づ

く
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
に

必
要

な
対

策
を

実
施

し
て

い
く

。
 

 

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

 
・

下
流

部
1
～

8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
調

査
を

実
施

。
 そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

、
専

門
家

や
漁

業
組

合
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

魚
道

構
造

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

（
武

庫
川

下
流

部
堀

込
区

間
）

 
・

環
境

の
「

2
つ

の
原

則
」

第
3
回

専
門

委
員

会
を

開
催

し
、「

川
づ

く
り

計
画

図
」

を
作

成
。

 
（

武
庫

川
上

流
部

）
 

・
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
き

、
河

道
掘

削
工

事
（

L=
24

5m
）

を
実

施
し

た
。

工
事

に
併

せ
て

、
オ

ギ
群

集
再

生
の

た
め

の
現

地
表

土
の

再
利

用
を

行
っ

た
。

ま
た

、
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

し
、

タ
ナ

ゴ
類

等
の

生
息

環
境

の
再

生
に

努
め

た
。

 
・

今
後

も
引

き
続

き
、

専
門

家
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、「
川

づ
く

り
計

画
図

」
に

基
づ

く
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
に

必
要

な
対

策
を

実
施

し
て

い
く

。
 

 

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

 
・

下
流

部
1
～

8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
調

査
を

実
施

。
 そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

、
専

門
家

や
漁

業
組

合
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

魚
道

構
造

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

（
武

庫
川

下
流

部
堀

込
区

間
）

 
・

名
塩

道
路

工
事

に
伴

う
河

積
確

保
の

た
め

一
部

河
道

掘
削

を
実

施
し

た
際

、
川

づ
く

り
計

画
に

あ
わ

せ
比

高
を

考
慮

し
て

実
施

。
 

（
武

庫
川

上
流

部
）

 
・
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
き

、
河

道
掘

削
工

事
（

L=
95

.5
m
）

を
実

施
し

た
。

工
事

に
併

せ
て

、
オ

ギ
群

集
再

生
の

た
め

の
現

地
表

土
の

再
利

用
を

行
っ

た
。

ま
た

、
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

し
、

タ
ナ

ゴ
類

等
の

生
息

環
境

の
再

生
に

努
め

た
。

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
生

育
地

流
失

に
つ

い
て

は
、

保
全

対
策

を
検

討
中

。
 

・
今

後
も

引
き

続
き

、
専

門
家

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
く

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
必

要
な

対
策

を
実

施
し

て
い

く
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R2

 
    

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

 
・

下
流

部
1～

8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
調

査
を

実
施

。
 そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

、
専

門
家

や
漁

業
組

合
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

魚
道

構
造

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

（
武

庫
川

下
流

部
堀

込
区

間
）

 
・

名
塩

道
路

工
事

に
伴

う
河

積
確

保
の

た
め

一
部

河
道

掘
削

を
実

施
し

た
際

、
川

づ
く

り
計

画
に

あ
わ

せ
比

高
を

考
慮

し
て

実
施

。
 

（
武

庫
川

上
流

部
）

 
・
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
き

、
工

事
に

併
せ

て
オ

ギ
群

集
再

生
の

た
め

の
現

地
表

土
の

再
利

用
を

行
っ

た
。

ま
た

、
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

し
、

タ
ナ

ゴ
類

等
の

生
息

環
境

の
再

生
に

努
め

た
。

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
生

育
地

流
失

に
つ

い
て

は
、

残
っ

た
1
箇

所
の

生
育

状
況

を
継

続
観

察
（

良
好

に
生

育
）
。

 
・

今
後

も
引

き
続

き
、

専
門

家
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、「
川

づ
く

り
計

画
図

」
に

基
づ

く
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
に

必
要

な
対

策
を

実
施

し
て

い
く

。
 

 

（
武

庫
川

下
流

部
築

堤
区

間
）

 
・

下
流

部
1
～

8
号

床
止

工
付

近
で

ア
ユ

の
遡

上
調

査
を

実
施

。
 そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

今
後

、
専

門
家

や
漁

業
組

合
等

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

魚
道

構
造

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く

。
 

（
武

庫
川

下
流

部
堀

込
区

間
）

 
・

川
づ

く
り

計
画

に
あ

わ
せ

比
高

を
考

慮
し

た
河

床
掘

削
工

事
を

実
施

。
 

（
武

庫
川

上
流

部
）

 
・
「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
き

、
工

事
に

併
せ

て
オ

ギ
群

集
再

生
の

た
め

の
現

地
表

土
の

再
利

用
を

行
っ

た
。

ま
た

、
二

枚
貝

の
移

植
を

実
施

し
、

タ
ナ

ゴ
類

等
の

生
息

環
境

の
再

生
に

努
め

た
。

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
生

育
地

保
全

の
た

め
、

細
田

橋
の

ワ
ン

ド
に

移
植

し
て

生
育

状
況

を
観

察
中

。
 

・
今

後
も

引
き

続
き

、
専

門
家

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、「

川
づ

く
り

計
画

図
」

に
基

づ
く

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
必

要
な

対
策

を
実

施
し

て
い

く
。

 
・

仁
川

合
流

点
の

除
伐

・
堆

積
土

砂
撤

去
に

あ
わ

せ
、

瀬
・

淵
の

再
生

を
実

施
 

 
  

４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き
続
き

生
物
生
息
環
境

の
保
全

・
再
生
に
取
り
組
む
。
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管

理
番
号

 １
５

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
３

節
 

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

 
 

 
１

 
動

植
物

の
生

活
環

境
の

保
全

・
再

生
 

 
 

（
３

）
天

然
ア

ユ
が

遡
上

す
る

川
づ

く
り

 

実
施

目
標

 
ア

ユ
を

シ
ン

ボ
ル

・
フ

ィ
ッ

シ
ュ

と
位

置
付

け
、

魚
類

に
と

っ
て

よ
り

望
ま

し
い

川
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

関
係

者
や

地
域

住
民

の
適

切
な

役
割

分
担

の
も

と
、

魚
道

の
改

善
や

み
お

筋
の

確
保

な
ど

に
よ

る
移

動
の

連
続

性
の

向
上

、
産

卵
場

及
び

稚
魚

期
の

生
息

場
所

の
確

保
等

の
必

要
な

対
策

を
検

討
し

、
実

施
可

能
な

も
の

か
ら

取
り

組
ん

で
い

く
。

ま
た

、
ア

ユ
の

生
息

実
態

の
追

加
調

査
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
検

討
を

行
う

。
 

  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２
．

実
績
（

Ｄ
）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H
29

 
H
30

 
R1

 
R
2 

(
3
)天

然
ア

ユ
が

遡
上

す
る

川
づ

く
り

 

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

の
適

切
な

約
割

分
担

の
も

と
、

必
要

な
対

策
を

検
討

し
実

施
可

能
な

対
策

に
取

り
組

む
（

住
民

連
携

）
 

・
魚

道
の

改
善

や
み

お
筋

の
確

保
な

ど
に

よ
る

移
動

の
連

続
性

の
向

上
 

・
産

卵
場

及
び

稚
魚

期
の

生
息

場
所

の
確

保
 

・
必

要
に

応
じ

た
生

息
実

態
の

追
加

調
査

等
 

魚
道

に
つ

い
て

は
重

点
化

を
図

り
つ

つ
、

改
善

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
河

川
整

備
を

実
施

す
る

箇
所

で
は

み
お

筋
、

産
卵

場
、

稚
魚

期
の

生
息

場
所

の
保

全
・

再
生

に
取

り
組

む
。

ア
ユ

の
生

息
実

態
の

追
加

調
査

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

検
討

す
る

。
 

・
県

、
漁

協
、

地
域

住
民

、
学

識
者

の
適

切
な

役
割

分
担

の
も

と
、

2
号

床
止

工
下

流
に

お
い

て
、

産
卵

場
造

成
、

専
門

家
を

交
え

た
生

物
観

察
会

を
実

施
。

 
（

H
28

. 1
0.

29
）

 
・

2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

試
験

的
に

設
置

 

・
県

、
漁

協
、

地
域

住
民

、
学

識
者

の
適

切
な

役
割

分
担

の
も

と
、

2
号

床
止

工
下

流
に

お
い

て
、

産
卵

場
造

成
、

専
門

家
を

交
え

た
生

物
観

察
会

を
計

画
し

た
が

、
雨

天
の

た
め

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

改
良

し
て

再
度

試
験

的
に

設
置

 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

製
魚

道
を

改
良

し
て

再
度

試
験

的
に

設
置

 
・

夏
季

の
異

常
高

水
温

に
よ

り
夏

以
降

、
ア

ユ
の

魚
影

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
2

号
床

止
工

で
簡

易
な

鋼
製

魚
道

を
改

良
し

て
再

度
試

験
的

に
設

置
 

・
引

き
続

き
生

息
実

態
調

査
を

実
施

 
 

・
引

き
続

き
生

息
実

態
調

査
を

実
施

 

  
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

ア
ユ

な
ど

の
魚

類
に

と
っ

て
よ

り
望

ま
し

い
川

づ
く

り
に

向
け

、
取

組
を

実
施

。
 

・
各

取
組

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
今

後
、

専
門

家
や

漁
業

組
合

等
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、
魚

道
構

 
造

等
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。
 

 

・
ア

ユ
な

ど
の

魚
類

に
と

っ
て

よ
り

望
ま

し
い

川
づ

く
り

に
向

け
、

取
組

を
実

施
。

 
・
簡

易
鋼

製
魚

道
は

、
住

民
で

も
簡

易
に

移
動

可
能

な
魚

道
と

し
て

、
H
28

、
H2

9
の

二
箇

年
を

か
け

て
人

と
自

然
の

博
物

館
、

芸
術

大
学

と
連

携
し

て
開

発
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

今
後

、
制

作
や

設
置

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

と
り

ま
と

め
住

民
運

動
ツ

ー
ル

と
し

て
情

報
発

信
し

て
い

く
。
 

・
各

取
組

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
今

後
、

専
門

家
や

漁
業

組
合

等
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、
河

川
改

修
に

合
わ

せ
た

床
止

工
改

築
の

際
の

魚
道

構
造

等
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。

 

・
ア

ユ
な

ど
の

魚
類

に
と

っ
て

よ
り

望
ま

し
い

川
づ

く
り

に
向

け
、

取
組

を
実

施
。

 
・
簡

易
鋼

製
魚

道
は

、
住

民
で

も
簡

易
に

移
動

可
能

な
魚

道
と

し
て

、
H
2
8、

H
29

の
二

箇
年

を
か

け
て

人
と

自
然

の
博

物
館

、
芸

術
大

学
と

連
携

し
て

開
発

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
今

後
、

制
作

や
設

置
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
と

り
ま

と
め

住
民

運
動

ツ
ー

ル
と

し
て

情
報

発
信

し
て

い
く

。
H2

9
の

結
果

を
も

と
に

形
状

を
改

良
し

、
H
30

に
再

度
仮

設
置

し
て

実
験

を
試

み
た

が
、

水
位

が
高

く
好

デ
ー

タ
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、

H
31

春
に

再
設

置
し

て
実

験
中

。
 

・
夏

季
高

水
温

に
よ

る
個

体
減

少
が

顕
著

で
あ

っ
た

た
め

、
今

後
、

専
門

家
や

漁
業

組
合

等
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、
対

策
を

検
討

し
て

い
く

。
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
確

認
で

き
た

個
体

数
は

、
下

流
の

１
号

床
止

工
が

最
大

で
あ

る
が

、
２

号
床

止
工

か
ら

４
号

床
止

工
に

か
け

て
4
00

以
上

の
個

体
数

が
安

定
し

て
確

認
さ

れ
た

。
 

・
平

成
２

８
年

度
調

査
ま

で
、

最
も

多
く

個
体

数
が

確
認

さ
れ

て
き

た
の

は
２

号
床

止
工

で
あ

っ
た

が
、

袋
詰

め
玉

石
試

験
設

置
に

よ
る

効
果

で
、

平
成

２
９

～
３

０
年

度
調

査
で

は
最

も
滞

留
す

る
場

所
は

３
号

床
止

工
に

移
っ

て
い

る
傾

向
が

見
ら

れ
た

。
 

・
引

き
続

き
生

息
実

態
調

査
を

実
施

 
 

・
引

き
続

き
生

息
実

態
調

査
を

実
施

 
    

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

魚
道

に
つ

い
て

は
重

点
化

を
図

り
つ

つ
、

改
善

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
河

川
整

備
を

実
施

す
る

箇
所

で
は

み
お

筋
、

産
卵

場
、

稚
魚

期
の

生
息

場
所

の
保

全
・

再
生

に
取

り
組

む
。

 
2
ア

ユ
の

生
息

実
態

の
追

加
調

査
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
検

討
す

る
。
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管

理
番
号

 １
６

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
３

節
 

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

 
 

 
２

 
良

好
な

景
観

の
保

全
・

創
出

 
実

施
目

標
 

自
然

景
観

を
基

調
と

し
た

武
庫

川
ら

し
い

景
観

を
保

全
・

創
出

す
る

。
 

 
 

施
策

の
概

要
 

武
庫

川
を

特
徴

づ
け

る
自

然
環

境
や

、
下

流
域

の
ク

ロ
マ

ツ
・

ア
キ

ニ
レ

等
の

樹
木

、
武

庫
川

峡
谷

の
自

然
景

観
、

瀬
戸

内
海

と
日

本
海

を
結

ぶ
「

ふ
る

さ
と

桜
づ

つ
み

回
廊

」
な

ど
、

地
域

固
有

の
景

観
資

源
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
歴

史
・

文
化

と
い

っ
た

沿
川

の
地

域
特

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

地
域

と
一

体
と

な
っ

た
景

観
形

成
に

努
め

る
。

 
ま

た
、

現
在

の
自

然
環

境
を

維
持

す
る

だ
け

で
な

く
、

地
域

住
民

に
よ

る
自

然
再

生
活

動
や

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

へ
の

取
り

組
み

な
ど

、
自

然
環

境
に

積
極

的
に

働
き

か
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
生

物
多

様
性

の
恵

み
と

し
て

得
ら

れ
る

景
観

の
創

成
に

つ
な

い
で

い
く

。
 

  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．

実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7)
 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R3

～
R7

) 

第
４

期
 

(
R
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R
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H
2
9 

H3
0 

R
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２
．

良
好

な
景

観
の

保
全

・
創

出
 

地
域

固
有

の
景

観
資

源
の

保
全

、
沿

川
の

地
域

特
性

に
配

慮
し

つ
つ

地
域

と
一

体
と

な
っ

た
景

観
形

成
、

生
物

多
様

性
の

恵
み

と
し

て
得

ら
れ

る
景

観
の

創
成

 

・
地

域
固

有
の

生
態

系
の

保
全

 
・

自
然

素
材

や
多

自
然

工
法

の
採

用
 

・
構

造
物

の
明

度
･彩

度
･肌

理
と

周
囲

と
の

調
和

な
ど

へ
の

配
慮

 

河
川

整
備

に
際

し
て

は
、「

ひ
ょ

う
ご

・
人

と
自

然
の

川
づ

く
り

基
本

理
念

・
基

本
方

針
」「

兵
庫

県
公

共
施

設
景

観
指

針
」

に
基

づ
く

、
自

然
景

観
を

基
調

と
し

た
武

庫
川

ら
し

い
景

観
の

保
全

・
創

出
。

 

上
流

部
に

お
い

て
武

庫
川

ら
し

い
景

観
を

保
全

す
る

た
め

、
オ

ギ
群

落
の

再
生

に
向

け
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
。

 

上
流

部
に

お
い

て
武

庫
川

ら
し

い
景

観
を

保
全

す
る

た
め

、
オ

ギ
群

落
の

再
生

に
向

け
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
。

 

上
流

部
に

お
い

て
武

庫
川

ら
し

い
景

観
を

保
全

す
る

た
め

、
オ

ギ
群

落
の

再
生

に
向

け
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
。

 

上
流

部
に

お
い

て
武

庫
川

ら
し

い
景

観
を

保
全

す
る

た
め

、
オ

ギ
群

落
の

再
生

に
向

け
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
。

 

上
流

部
に

お
い

て
武

庫
川

ら
し

い
景

観
を

保
全

す
る

た
め

、
オ

ギ
群

落
の

再
生

に
向

け
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
。

 

治
水

上
支

障
が

な
い

範
囲

で
の

堤
防

法
面

や
高

水
敷

の
緑

化
修

景
 

堤
内

地
等

治
水

上
支

障
が

な
く

、
地

域
住

民
等

の
理

解
と

協
力

が
得

ら
れ

た
箇

所
に

つ
い

て
緑

化
修

景
。

 

堤
防

強
化

対
策

工
事

等
で

掘
削

し
た

堤
防

法
面

を
張

芝
で

復
旧

し
、

緑
化

修
景

。
 

堤
防

強
化

対
策

工
事

等
で

掘
削

し
た

堤
防

法
面

を
張

芝
で

復
旧

し
、

緑
化

修
景

。
 

堤
防

強
化

対
策

工
事

等
で

掘
削

し
た

堤
防

法
面

を
張

芝
で

復
旧

し
、

緑
化

修
景

。
 

堤
防

強
化

対
策

工
事

等
で

掘
削

し
た

堤
防

法
面

を
張

芝
で

復
旧

し
、

緑
化

修
景

。
 

該
当

な
し

 

<
下

流
部

築
堤

区
間

> 
樹

木
伐

採
を

必
要

最
小

限
と

す
る

工
法

の
検

討
等

 

樹
木

伐
採

を
必

要
最

小
限

と
す

る
河

道
計

画
、

施
工

方
法

等
の

検
討

 
－

 

「
治

水
上

等
の

支
障

と
な

る
影

響
が

大
き

い
も

の
を

除
き

、
可

能
な

限
り

保
全

に
努

め
る

」
方

針
を

第
6
回

懇
話

会
で

説
明

し
、

了
承

を
得

る
。

 
 巡

視
点

検
の

結
果

、
樹

木
の

伐
採

・
抜

根
を

実
施

 
・

武
庫

川
下

流
部

57
0
本

 
（

尼
崎

市
武

庫
町

45
、

武
庫

豊
町

13
5、

南
武

庫
之

荘
29

2
、

西
宮

市
小

曽
根

88
、

小
松

東
1
0）

 
・

武
庫

川
有

馬
川

合
流

点
付

近
 

1
2,

0
0
0m

2 

「
治

水
上

等
の

支
障

と
な

る
影

響
が

大
き

い
も

の
を

除
き

、
可

能
な

限
り

保
全

に
努

め
る

」
方

針
に

基
づ

き
専

門
家

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
施

工
し

た
。

 
 巡

視
点

検
の

結
果

、
樹

木
の

伐
採

・
抜

根
を

実
施

 
・

武
庫

川
下

流
部

1,
1
27

本
 

（
尼

崎
市

武
庫

町
45

8
、

西
宮

市
甲

子
園

口
北

町
6
6
9）

 
・

三
田

市
広

野
（

4
43

本
）

 
・

三
田

市
藍

本
（

1
71

2
本

）
 

「
治

水
上

等
の

支
障

と
な

る
影

響
が

大
き

い
も

の
を

除
き

、
可

能
な

限
り

保
全

に
努

め
る

」
方

針
に

基
づ

き
専

門
家

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
施

工
し

た
。

 
 巡

視
点

検
の

結
果

、
樹

木
の

伐
採

・
抜

根
を

実
施

 
・

武
庫

川
下

流
部

31
6
本

 
（

尼
崎

市
武

庫
豊

町
外

86
本

、
大

島
1
45

本
、

西
宮

市
堤

町
外

63
本

、
樋

ノ
口

町
外

24
本

）
 

・
三

田
市

東
本

庄
（

50
本

）
 

「
治

水
上

等
の

支
障

と
な

る
影

響
が

大
き

い
も

の
を

除
き

、
可

能
な

限
り

保
全

に
努

め
る

」
方

針
に

基
づ

き
専

門
家

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
施

工
し

た
。

 
 巡

視
点

検
の

結
果

、
樹

木
の

伐
採

・
抜

根
を

実
施

 
・

三
田

市
下

井
沢

27
0
本

、
広

野
、
90

0
本

、
井

ノ
草

80
0

本
、
須

磨
田

1
13

0
本

、
波

田
10

8
0
本

 
 ・

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

武
庫

川
下

流
部

 
（

3
本

 
尼

崎
市

武
庫

豊
町

）
、 

（
2,

84
8m

2
西

宮
市

田
近

野
町

）
 

「
治

水
上

等
の

支
障

と
な

る
影

響
が

大
き

い
も

の
を

除
き

、
可

能
な

限
り

保
全

に
努

め
る

」
方

針
に

基
づ

き
専

門
家

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
施

工
し

た
。

 
 巡

視
点

検
の

結
果

、
樹

木
の

伐
採

・
抜

根
を

実
施

 
 ・

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

武
庫

川
下

流
部

 
（

2
本

、
3,

49
3m

2
西

宮
市

田
近

野
町

、5
,
73

7m
2
西

宮
市

戸
崎

町
外

、3
,
70

3m
2
尼

崎
市

稲
葉

荘
外

）
 

魅
力

あ
る

河
川

景
観

の
創

出
（

住
民

連
携

）
 

<
下

流
部

築
堤

区
間

> 
汽

水
域

拡
大

･干
潟

創
出

を
活

用
し

た
魅

力
あ

る
河

川
景

観
の

創
出

 

<
下

流
部

築
堤

区
間

> 
汽

水
域

拡
大

･干
潟

創
出

を
活

用
し

た
魅

力
あ

る
河

川
景

観
の

創
出

等
を

検
討

 

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

 
今

後
、

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

し
て

い
く

。
 

今
後

、
河

川
整

備
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
実

施
し

て
い

く
。

 
今

後
、

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

し
て

い
く

。
 

今
後

、
河

川
整

備
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
実

施
し

て
い

く
。

 
今

後
、

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

し
て

い
く

。
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地
域

の
ま

ち
づ

く
り

に
あ

わ
せ

た
景

観
づ

く
り

（
各

市
連

携
）

 

地
域

の
個

性
に

配
慮

し
た

景
観

づ
く

り
 

市
の

要
請

に
応

じ
て

実
施

 
除

草
や

清
掃

等
を

実
施

し
、

武
庫

川
ら

し
い

良
好

な
景

観
維

持
に

努
め

た
。

 

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

・
有

馬
川

親
水

広
場

整
備

A
=
1,

5
4
0
㎡

 
・

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

・
有

馬
川

河
道

内
通

路
整

備
L
=1

80
m 

・
除

草
や

清
掃

等
を

実
施

し
、

武
庫

川
ら

し
い

良
好

な
景

観
維

持
に

努
め

た
。

 
      

３
．

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
上

流
部

に
お

い
て

武
庫

川
ら

し
い

景
観

の
保

全
に

配
慮

し
、
河

川
改

修
工

事
に

併
せ

て
、
オ

ギ
群

落
の

再
生

を
目

的
と

し
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
し

た
。

 
・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

け
る

樹
木

管
理

に
つ

い
て

の
基

本
的

な
方

針
に

つ
い

て
、
第

6
回

懇
話

会
で

了
承

を
得

た
。

今
後

は
、

基
本

的
な

方
針

を
踏

ま
え

つ
つ

、
河

川
管

理
構

造
物

(
築

堤
、

護
岸

等
)
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
樹

木
な

ど
は

順
次

伐
採

し
、

適
切

な
河

川
管

理
、

良
好

な
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

で
の

干
潟

創
出

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
干

潟
の

整
備

に
着

手
す

る
。
な

お
、
下

流
部

低
水

護
岸

部
の

残
存

鋼
矢

板
を

活
用

し
た

た
ま

り
・

干
潟

を
検

討
す

る
。

 
 

・
上

流
部

に
お

い
て

武
庫

川
ら

し
い

景
観

の
保

全
に

配
慮

し
、
河

川
改

修
工

事
に

併
せ

て
、
オ

ギ
群

落
の

再
生

を
目

的
と

し
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
し

た
。

 
・
樹

木
管

理
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

方
針

に
基

づ
き

、
河

川
管

理
構

造
物

(築
堤

、
護

岸
等

)に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

樹
木

な
ど

は
順

次
伐

採
し

、
適

切
な

河
川

管
理

、
良

好
な

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

 
・
下

流
部

築
堤

区
間

で
の

干
潟

創
出

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
干

潟
の

整
備

に
着

手
す

る
。
な

お
、
下

流
部

低
水

護
岸

部
の

残
存

鋼
矢

板
を

活
用

し
た

た
ま

り
・

干
潟

を
検

討
す

る
。

 
 

・
上

流
部

に
お

い
て

武
庫

川
ら

し
い

景
観

の
保

全
に

配
慮

し
、
河

川
改

修
工

事
に

併
せ

て
、
オ

ギ
群

落
の

再
生

を
目

的
と

し
た

現
地

表
土

の
再

利
用

を
実

施
し

た
。

 
・
樹

木
管

理
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

方
針

に
基

づ
き

、
河

川
管

理
構

造
物

(築
堤

、
護

岸
等

)に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

樹
木

な
ど

は
順

次
伐

採
し

、
適

切
な

河
川

管
理

、
良

好
な

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

 
・
下

流
部

築
堤

区
間

で
の

干
潟

創
出

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
干

潟
の

整
備

に
着

手
す

る
。

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

  
・
樹

木
管

理
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

方
針

に
基

づ
き

、
河

川
管

理
構

造
物

(築
堤

、
護

岸
等

)
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
樹

木
な

ど
は

順
次

伐
採

し
、
適

切
な

河
川

管
理

、
良

好
な

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

 
・
下

流
部

築
堤

区
間

で
の

干
潟

創
出

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
干

潟
の

整
備

に
着

手
す

る
。

 
・
有

馬
川

親
水

広
場

を
整

備
 

・
樹

木
管

理
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

方
針

に
基

づ
き

、
河

川
管

理
構

造
物

(築
堤

、
護

岸
等

)に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

樹
木

な
ど

は
順

次
伐

採
し

、
適

切
な

河
川

管
理

、
良

好
な

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

 
・
下

流
部

築
堤

区
間

で
の

干
潟

創
出

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
干

潟
の

整
備

に
着

手
す

る
。

 
・

有
馬

川
河

道
内

通
路

を
整

備
 

  
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

引
き

続
き

取
り

組
む

。
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管

理
番
号

 １
７

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
３

節
 

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

 
 

 
３

 
河

川
利

用
と

人
と

河
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
確

保
 

実
施
目

標
 

人
と

河
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

及
び

適
正

な
河

川
利

用
の

確
保

。
 

 
 

施
策

の
概

要
 

自
然

環
境

及
び

治
水

計
画

と
の

調
和

に
留

意
し

つ
つ

、
水

と
緑

の
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

の
河

川
利

用
な

ど
、

多
様

な
要

請
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
努

め
る

。
ま

た
、

環
境

学
習

の
支

援
を

行
う

た
め

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

、
河

川
利

用
の

利
便

性
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

自
然

を
生

か
し

た
水

辺
の

創
出

や
施

設
の

整
備

に
努

め
る

。
河

川
の

水
面

利
用

に
関

し
て

は
、

流
域

市
や

関
係

機
関

な
ど

と
連

携
し

て
秩

序
あ

る
利

用
に

努
め

る
。

 
な

お
、

河
口

部
で

は
潮

止
堰

等
の

撤
去

に
よ

り
、

汽
水

域
が

拡
大

さ
れ

、
干

潟
が

創
出

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
を

活
か

し
た

魅
力

あ
る

水
辺

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
創

造
を

地
域

住
民

等
と

の
参

画
と

協
働

の
も

と
で

進
め

て
い

く
。

 
  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H
23

～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(
R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
29

 
H
3
0 

R
1 

R
2 

３
．

河
川

利
用

と
人

と
河

川
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

確
保

 

自
然

環
境

･
治

水
計

画
と

の
調

和
に

留
意

し
つ

つ
多

様
な

要
請

に
対

応
 

多
様

な
要

請
へ

の
対

応
 

地
域

住
民

等
の

意
見

を
踏

ま
え

、
実

施
可

能
な

も
の

に
つ

い
て

対
応

。
 

下
流

部
築

堤
区

間
の

工
事

実
施

に
お

い
て

は
、

樹
木

伐
採

や
、

高
水

敷
の

掘
削

に
よ

り
利

用
の

制
限

が
伴

う
こ

と
か

ら
、

地
域

住
民

等
の

理
解

を
得

る
た

め
、

現
地

の
事

業
Ｐ

Ｒ
用

掲
示

板
を

活
用

し
た

ほ
か

、
出

前
講

座
等

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

た
。

 

下
流

部
築

堤
区

間
の

工
事

実
施

に
お

い
て

は
、

樹
木

伐
採

や
、

高
水

敷
の

掘
削

に
よ

り
利

用
の

制
限

が
伴

う
こ

と
か

ら
、

地
域

住
民

等
の

理
解

を
得

る
た

め
、

現
地

の
事

業
Ｐ

Ｒ
用

掲
示

板
を

活
用

し
た

ほ
か

、
地

元
説

明
会

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

た
。

 

・
下

流
部

築
堤

区
間

の
工

事
実

施
に

お
い

て
は

、
地

域
住

民
等

の
理

解
を

得
る

た
め

、
現

地
の

事
業

Ｐ
Ｒ

用
掲

示
板

を
活

用
し

た
ほ

か
、

地
元

説
明

会
の

開
催

等
の

広
報

に
努

め
た

。
 

 

・
下

流
部

築
堤

区
間

の
工

事
実

施
に

お
い

て
は

、
地

域
住

民
等

の
理

解
を

得
る

た
め

、
現

地
の

事
業

Ｐ
Ｒ

用
掲

示
板

を
活

用
し

た
ほ

か
、

地
元

説
明

会
の

開
催

等
の

広
報

に
努

め
た

。
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

の
工

事
実

施
に

お
い

て
は

、
地

域
住

民
等

の
理

解
を

得
る

た
め

、
現

地
の

事
業

Ｐ
Ｒ

用
掲

示
板

を
活

用
し

た
ほ

か
、

地
元

説
明

会
の

開
催

等
の

広
報

に
努

め
る

。
 

武
庫

川
の

自
然

環
境

や
水

辺
を

利
用

し
た

環
境

学
習

の
支

援
（

関
係

機
関

連
携

）
 

･
河

川
利

用
の

利
便

性
の

確
保

 
･
自

然
を

生
か

し
た

水
辺

の
創

出
や

施
設

の
整

備
 

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

河
川

利
用

の
利

便
性

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
自

然
を

生
か

し
た

水
辺

の
創

出
や

施
設

の
整

備
に

努
め

る
。

 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
低

水
護

岸
の

整
備

を
推

進
。

 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
低

水
護

岸
の

整
備

を
推

進
。

 

仁
川

河
口

部
に

お
い

て
、

出
水

に
よ

っ
て

澪
筋

が
埋

塞
し

た
た

め
、

堆
積

土
砂

を
撤

去
し

良
好

な
生

物
生

息
空

間
を

復
元

。
 

仁
川

河
口

部
に

お
い

て
、

出
水

に
よ

っ
て

澪
筋

が
埋

塞
し

た
た

め
、

堆
積

土
砂

を
撤

去
し

良
好

な
生

物
生

息
空

間
を

復
元

。
 

仁
川

河
口

部
に

お
い

て
、

出
水

に
よ

っ
て

澪
筋

が
埋

塞
し

た
た

め
、

堆
積

土
砂

を
撤

去
し

良
好

な
生

物
生

息
空

間
を

復
元

。
 

秩
序

あ
る

水
面

利
用

（
流

域
市

連
携

･
関

係
機

関
連

携
）

 

秩
序

あ
る

水
面

利
用

 
流

域
市

や
関

係
機

関
な

ど
と

連
携

し
、

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
が

無
い

状
態

を
維

持
す

る
。

 

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

汽
水

域
拡

大
･干

潟
創

出
を

活
か

し
た

魅
力

あ
る

水
辺

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
創

造
（

住
民

連
携

）
 

<
下

流
部

築
堤

区
間

> 
魅

力
あ

る
水

辺
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
の

創
造

 

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

 
河

口
部

で
の

干
潟

創
出

の
前

提
と

な
る

低
水

護
岸

の
整

備
を

推
進

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
低

水
護

岸
の

整
備

を
推

進
。

 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
河

床
掘

削
を

実
施

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
河

床
掘

削
を

実
施

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
の

前
提

と
な

る
河

床
掘

削
を

実
施

。
 

  
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
 

下
流

部
築

堤
区

間
に

お
い

て
は

、
出

前
講

座
等

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

、
地

元
の

了
解

を
得

な
が

ら
、

低
水

拡
幅

等
の

工
事

を
継

続
す

る
。

 
さ

ら
な

る
住

民
理

解
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

工
事

内
容

の
わ

か
る

看
板

等
を

現
場

に
設

置
し

た
。

 
・
 

河
口

部
の

干
潟

に
つ

い
て

は
、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
整

備
に

着
手

す
る

。 

・
 

下
流

部
築

堤
区

間
に

お
い

て
は

、
地

元
説

明
会

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

、
地

元
の

了
解

を
得

な
が

ら
、

低
水

拡
幅

等
の

工
事

を
継

続
す

る
。

 
さ

ら
な

る
住

民
理

解
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

工
事

内
容

の
わ

か
る

看
板

等
を

現
場

に
設

置
し

た
。

 
・
 

河
口

部
の

干
潟

に
つ

い
て

は
、
今

後
、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
整

備
に

着
手

す
る

。 

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
地

元
説

明
会

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

、
地

元
の

了
解

を
得

な
が

ら
、

低
水

拡
幅

等
の

工
事

を
継

続
す

る
。

 
さ

ら
な

る
住

民
理

解
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

工
事

内
容

の
わ

か
る

看
板

等
を

現
場

に
設

置
し

た
。

 
・

河
口

部
の

干
潟

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
整

備
に

着
手

す
る

。
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

   
・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
地

元
説

明
会

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

、
地

元
の

了
解

を
得

な
が

ら
、

低
水

拡
幅

等
の

工
事

を
継

続
す

る
。

 
さ

ら
な

る
住

民
理

解
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

工
事

内
容

の
わ

か
る

看
板

等
を

現
場

に
設

置
し

た
。

 
・

河
口

部
の

干
潟

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
整

備
に

着
手

す
る

。
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
地

元
説

明
会

の
開

催
等

の
広

報
に

努
め

、
地

元
の

了
解

を
得

な
が

ら
、

低
水

拡
幅

等
の

工
事

を
継

続
す

る
。

 
さ

ら
な

る
住

民
理

解
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

工
事

内
容

の
わ

か
る

看
板

等
を

現
場

に
設

置
す

る
。

 
・

河
口

部
の

干
潟

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
河

川
改

修
の

進
捗

に
あ

わ
せ

て
整

備
に

着
手

す
る

。
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

人
と

河
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
確

保
に

向
け

て
取

り
組

む
。
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管

理
番
号

 １
８

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
３

節
 

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

 
 

 
４

 
水

質
の

向
上

 
 

 
（

１
）

下
水

道
整

備
の

推
進

 
（

２
）

水
質

調
査

等
の

継
続

実
施

 
（

３
）

水
質

事
故

へ
の

対
応

 
 

 
（

４
）

わ
か

り
や

す
い

水
質

指
標

に
よ

る
調

査
 

（
５

）
水

生
植

物
に

よ
る

自
然

浄
化

機
能

の
向

上
 

実
施
目

標
 

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

連
携

し
て

、
更

な
る

水
の

「
質

」
の

向
上

を
図

る
。

 

 
 

施
策

の
概

要
 

武
庫

川
の

水
質

に
つ

い
て

は
、

環
境

基
準

を
満

足
し

て
い

る
が

、
更

な
る

水
の

「
質

」
の

向
上

を
目

指
し

て
、

環
境

基
準

の
水

域
類

型
の

格
上

げ
や

類
型

指
定

区
間

の
見

直
し

を
視

野
に

入
れ

る
と

と
も

に
、

下
水

道
整

備
の

推
進

、
水

質
調

査
等

の
継

続
実

施
、

水
質

事
故

へ
の

対
応

、
わ

か
り

や
す

い
水

質
指

標
に

よ
る

調
査

、
水

生
植

物
に

よ
る

自
然

浄
化

機
能

の
向

上
、

の
取

り
組

み
を

進
め

る
。

 
  
１
．

期
別

計
画

（
Ｐ
）

 
 

２
．

実
績
（

Ｄ
）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H
28

～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H2
9 

H
3
0 

R1
 

R
2 

４
．

水
質

の
向

上
 

(1
)下

水
道

整
備

の
推

進
 

放
流

水
の

さ
ら

な
る

水
質

改
善

 

下
水

処
理

施
設

の
高

度
処

理
化

 

<
上

流
処

理
区

> 
今

後
の

汚
水

量
の

増
加

に
応

じ
て

施
設

を
増

設
 

（
既

存
施

設
は

高
度

処
理

化
済

）
 

既
存

施
設

（
高

度
処

理
化

済
）

で
対

応
可

能
 

既
存

施
設

（
高

度
処

理
化

済
）

で
対

応
可

能
 

既
存

施
設

（
高

度
処

理
化

済
）

で
対

応
可

能
 

既
存

施
設
（

高
度

処
理

化
済

）
で

対
応

可
能

 
既

存
施

設
（

高
度

処
理

化
済

）
で

対
応

可
能

 

合
流

式
下

水
道

改
善

事
業

等
 

<下
流
処
理

区
> 

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

計
画

の
目

標
達

成
 

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

事
業

の
事

後
評

価
結

果
を

公
表

し
、

住
民

、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
PR

に
取

組
む

。
 

－
 

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

事
業

の
事

後
評

価
結

果
を

公
表

し
た

。
住

民
、

事
業

者
へ

の
雨

水
浸

透
施

設
の

整
備

促
進

、
下

水
道

事
業

に
関

す
る

P
R
に

取
組

ん
だ

。
 

住
民

、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
PR

に
取

組
ん

だ
。

 

住
民

、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
PR

に
取

組
ん

だ
。

 

住
民

、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
P
R

に
取

組
ん

だ
。

 

住
民

、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
P
R

に
取

組
ん

だ
。

 

(2
)水

質
調

査
等

の
継

続
実

施
 

水
質

状
況

の
的

確
な

把
握

 

定
期

的
な

水
質

調
査

や
底

質
調

査
 

（
関

係
機

関
連

携
）

 

水
質

汚
濁

防
止

法
に

基
づ

き
継

続
し

て
実

施
 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条

に
基

づ
き

測
定

計
画

を
策

定
し

、
公

共
用

水
域

の
水

質
及

び
底

質
の

調
査

を
定

期
的

に
実

施
。

 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条

に
基

づ
き

測
定

計
画

を
策

定
し

、
公

共
用

水
域

の
水

質
及

び
底

質
の

調
査

を
定

期
的

に
実

施
。

 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条

に
基

づ
き

測
定

計
画

を
策

定
し

、
公

共
用

水
域

の
水

質
及

び
底

質
の

調
査

を
定

期
的

に
実

施
。

 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条

に
基

づ
き

測
定

計
画

を
策

定
し

、
公

共
用

水
域

の
水

質
及

び
底

質
の

調
査

を
定

期
的

に
実

施
。

 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

1
6

条
に

基
づ

き
測

定
計

画
を

策
定

し
、

公
共

用
水

域
の

水
質

及
び

底
質

の
調

査
を

定
期

的
に

実
施

。
 

(3
)水

質
事

故
へ

の
対

応
 

水
質

事
故

時
の

情
報

の
迅

速
な

伝
達

と
共

有
化

（
関

係
機

関
連

携
）

 

｢
武

庫
川

水
質

連
絡

会
議

｣※
等

と
の

連
携

 

継
続

し
て

実
施

 

・
平

成
28

年
度

の
水

質
事

故
は

5
件

発
生

し
、

う
ち

1
件

で
県

企
業

庁
及

び
三

田
市

が
一

時
取

水
を

停
止

し
た

。
 

・
河

川
管

理
者

は
水

質
事

故
の

際
に

は
関

係
機

関
と

連
携

し
て

周
知

、
情

報
提

供
に

努
め

た
。

 
・
「

武
庫

川
水

質
連

絡
会

議
」

が
開

催
さ

れ
た

。
(
年

4
回

実
施

：
7
月

,
1
0

月
,
1
月

,3
月

) 

・
平

成
29

年
度

の
水

質
事

故
は

7
件

発
生

、
い

ず
れ

も
軽

微
な

油
等

流
出

事
故

で
、

関
係

市
、

土
木

事
務

所
が

連
携

し
て

対
応

。
 

・
河

川
管

理
者

は
水

質
事

故
の

際
に

は
関

係
機

関
と

連
携

し
て

周
知

、
情

報
提

供
に

努
め

た
。

 
・
「

武
庫

川
水

質
連

絡
会

議
」

が
開

催
さ

れ
た

。
(
年

4
回

実
施

：
7
月

,
1
0

月
,
1
月

,3
月

) 

・
平

成
30

年
度

の
水

質
事

故
は

8
件

発
生

、
い

ず
れ

も
軽

微
な

油
等

流
出

事
故

で
、

関
係

市
、

土
木

事
務

所
が

連
携

し
て

対
応

。
 

・
河

川
管

理
者

は
水

質
事

故
の

際
に

は
関

係
機

関
と

連
携

し
て

周
知

、
情

報
提

供
に

努
め

た
。

 
・
「

武
庫

川
水

質
連

絡
会

議
」

が
開

催
さ

れ
た

。
(年

4
回

実
施

：
7
月

,
1
0
月

,1
月

,3
月

) 

・
令

和
元

年
度

の
水

質
事

故
は

4
件

発
生

、
い

ず
れ

も
軽

微
な

油
等

流
出

事
故

で
、

関
係

市
、

土
木

事
務

所
が

連
携

し
て

対
応

。
 

・
河

川
管

理
者

は
水

質
事

故
の

際
に

は
関

係
機

関
と

連
携

し
て

周
知

、
情

報
提

供
に

努
め

た
。

 
・「

武
庫

川
水

質
連

絡
会

議
」

が
開

催
さ

れ
た

。
(
年

4
回

実
施

：
7
月

,1
0

月
,1

月
,3

月
) 

・
水

質
事

故
発

生
無

し
（

R2
.
9
時

点
）
。

 
・

河
川

管
理

者
は

水
質

事
故

の
際

に
は

関
係

機
関

と
連

携
し

て
周

知
、

情
報

提
供

に
努

め
た

。
 

・「
武

庫
川

水
質

連
絡

会
議

」
が

開
催

予
定

。
(
年

4
回

実
施

：
7
月

,1
0

月
,1

月
,3

月
) 

(4
)わ

か
り

や
す

い
水

質
指

標
に

よ
る

調
査

 

地
域

住
民

が
身

近
な

河
川

の
水

質
調

査
を

通
じ

て
川

と
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

 

わ
か

り
や

す
い

水
質

指
標

に
よ

る
調

査
の

実
施

を
検

討
（

関
係

機
関

連
携

）
 

関
係

機
関

と
連

携
し

実
施

方
策

を
検

討
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6
地

点
湖

沼
1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D
,

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6
地

点
湖

沼
１

地
点

の
定

期
的

な
水

質
調

査
を

実
施

し
デ

ー
タ

を
蓄

積
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
が

定
期

的
に

水
質

調
査

を
実

施
。

 
（

調
査

項
目

は
CO

D
, 

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6
地

点
湖

沼
１

地
点

の
定

期
的

な
水

質
調

査
を

実
施

し
デ

ー
タ

を
蓄

積
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
が

定
期

的
に

水
質

調
査

を
実

施
。

 
（

調
査

項
目

は
CO

D
, 

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6
地

点
湖

沼
１

地
点

の
定

期
的

な
水

質
調

査
を

実
施

し
デ

ー
タ

を
蓄

積
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
が

定
期

的
に

水
質

調
査

を
実

施
。

 
（

調
査

項
目

は
C
OD

,
 
硝

酸
態

窒
素

、
リ

ン
酸

態
リ

ン
）

 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

36
地

点
湖

沼
１

地
点

の
定

期
的

な
水

質
調

査
を

実
施

し
デ

ー
タ

を
蓄

積
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
が

定
期

的
に

水
質

調
査

を
実

施
。

 
（

調
査

項
目

は
CO

D,
 
硝

酸
態

窒
素

、
リ

ン
酸

態
リ

ン
）

 

(5
)水

生
植

物
に

よ
る

自
然

浄
化

機
能

の
向

上
 

河
積

に
余

裕
が

あ
る

箇
所

で
の

自
然

浄
化

機
能

の
向

上
 

オ
ギ

や
ヨ

シ
等

の
水

生
植

物
の

再
生

 
実

施
方

策
を

検
討

し
順

次
実

施
 

該
当

箇
所

(武
庫

川
上

流
部

)
の

工
事

に
合

わ
せ

、
水

生
植

物
の

再
生

を
実

施
。

 

該
当

箇
所

(武
庫

川
上

流
部

)
の

工
事

に
合

わ
せ

、
水

生
植

物
の

再
生

を
実

施
 

該
当

箇
所

(武
庫

川
上

流
部

)
の

工
事

に
合

わ
せ

、
水

生
植

物
の

再
生

を
実

施
 

該
当

箇
所

(
武

庫
川

上
流

部
)

の
工

事
に

合
わ

せ
、

水
生

植
物

の
再

生
を

実
施

 

該
当

箇
所

(
武

庫
川

上
流

部
)

の
工

事
に

合
わ

せ
、

水
生

植
物

の
再

生
を

実
施

 

 
 

 
 

 
 

※
水

質
汚

染
等

の
情

報
交

換
の

た
め

、
昭

和
48

年
に

設
立

さ
れ

た
武

庫
川

流
域

の
７

水
道

事
業

体
で

構
成

す
る

連
絡

会
議

 

34



 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
下

水
道

整
備

に
つ

い
て

は
、
合

流
改

善
に

か
か

る
施

設
整

備
は

完
了

し
て

お
り

、
放

流
水

質
測

定
を

行
い

、
検

証
の

結
果

を
公

表
し

た
。
住

民
、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、

下
水

道
事

業
に

関
す

る
PR

に
取

組
ん

で
い

く
。

 
・
水

質
調

査
等

に
つ

い
て

は
、
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

調
査

を
実

施
す

る
。

(
健

康
項

目
は

概
ね

環
境

基
準

を
達

成
。

生
活

環
境

項
目

は
、

有
機

汚
濁

の
代

表
的

指
標

で
あ

る
B
OD

(
河

川
)
、

C
OD

(
湖

沼
)及

び
富

栄
養

化
の

指
標

で
あ

る
全

燐
(
湖

沼
)
で

み
る

と
、

河
川

は
達

成
、

湖
沼

は
非

達
成

。
) 

・
今

後
も

水
質

事
故

等
の

際
に

は
関

係
機

関
へ

の
周

知
、

情
報

共
有

に
努

め
て

い
く

。
 

 

・
下

水
道

整
備

に
つ

い
て

は
、
住

民
、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、
下

水
道

事
業

に
関

す
る

P
R
に

取
組

ん
で

い
く

。
 

・
水

質
調

査
等

に
つ

い
て

は
、
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

調
査

を
実

施
す

る
。

(
健

康
項

目
は

概
ね

環
境

基
準

を
達

成
。

生
活

環
境

項
目

は
、

有
機

汚
濁

の
代

表
的

指
標

で
あ

る
B
OD

(
河

川
)
、

CO
D
(湖

沼
)
及

び
富

栄
養

化
の

指
標

で
あ

る
全

燐
(
湖

沼
)で

み
る

と
、

河
川

は
達

成
、

湖
沼

は
非

達
成

。
) 

・
今

後
も

水
質

事
故

等
の

際
に

は
関

係
機

関
へ

の
周

知
、

情
報

共
有

に
努

め
て

い
く

。
 

 

・
下

水
道

整
備

に
つ

い
て

は
、
住

民
、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、
下

水
道

事
業

に
関

す
る

P
R
に

取
組

ん
で

い
く

。
 

・
水

質
調

査
等

に
つ

い
て

は
、
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

調
査

を
実

施
す

る
。

(健
康

項
目

は
概

ね
環

境
基

準
を

達
成

。
生

活
環

境
項

目
は

、
有

機
汚

濁
の

代
表

的
指

標
で

あ
る

BO
D(

河
川

)
、

CO
D
(湖

沼
)
及

び
富

栄
養

化
の

指
標

で
あ

る
全

燐
(
湖

沼
)で

み
る

と
、

河
川

は
達

成
し

、
湖

沼
は

CO
D
の

み
達

成
。

) 
・

今
後

も
水

質
事

故
等

の
際

に
は

関
係

機
関

へ
の

周
知

、
情

報
共

有
に

努
め

て
い

く
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

   
・
下

水
道

整
備

に
つ

い
て

は
、
住

民
、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、
下

水
道

事
業

に
関

す
る

PR
に

取
組

ん
で

い
く

。
 

・
水

質
調

査
等

に
つ

い
て

は
、

水
質

汚
濁

防
止

法
に

基
づ

き
、

今
後

も
継

続
し

て
調

査
を

実
施

す
る

。
(健

康
項

目
は

概
ね

環
境

基
準

を
達

成
。

生
活

環
境

項
目

は
、

有
機

汚
濁

の
代

表
的

指
標

で
あ

る
B

O
D

(河
川

)、
C

O
D

(湖
沼

)及
び

富
栄

養
化

の
指

標
で

あ
る

全
燐

(湖
沼

)で
み

る
と

、
河

川
は

達
成

し
、

湖
沼

は
C

O
D

の
み

達
成

。
) 

・
今

後
も

水
質

事
故

等
の

際
に

は
関

係
機

関
へ

の
周

知
、

情
報

共
有

に
努

め
て

い
く

。
 

・
下

水
道

整
備

に
つ

い
て

は
、
住

民
、
事

業
者

へ
の

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
促

進
、
下

水
道

事
業

に
関

す
る

P
R
に

取
組

ん
で

い
く

。
 

・
水

質
調

査
等

に
つ

い
て

は
、
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

調
査

を
実

施
す

る
。

 
・

今
後

も
水

質
事

故
等

の
際

に
は

関
係

機
関

へ
の

周
知

、
情

報
共

有
に

努
め

て
い

く
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

、
更

な
る

水
の

「
質

」
の

向
上

を
め

ざ
し

て
取

り
組

む
。
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管

理
番
号

 １
９

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
４

節
 

河
川

の
維

持
管

理
等

に
関

す
る

事
項

 
 

 
１

 
河

川
の

維
持

管
理

 
（

１
）

維
持

・
修

繕
工

事
の

実
施

 
 

 
 

 
①

 
河

道
、

堤
防

、
護

岸
等

 
 

②
 

親
水

施
設

等
 

 
③

 
樹

木
等

 
 

④
 

水
文

観
測

施
設

 
 

 
（

２
）

不
法

行
為

等
へ

の
指

導
 

 
（

３
）

除
草

・
清

掃
の

実
施

 
 

 
（

４
）

適
切

な
施

設
操

作
の

実
施

 
 

（
５

）
占

用
許

可
工

作
物

へ
の

適
切

指
導

 

実
施
目

標
 

河
道

の
確

保
、

堤
防

・
護

岸
の

機
能

維
持

、
河

川
利

用
者

の
安

全
確

保
、

不
法

行
為

等
の

防
止

、
施

設
の

機
能

維
持

、
占

用
許

可
工

作
物

へ
の

適
切

指
導

に
取

り
組

む
。

 

 

 

施
策

の
概

要
 

平
成

21
年

度
に

策
定

し
た

「
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

」
に

基
づ

き
、

定
期

的
に

点
検

を
行

っ
て

河
川

の
状

態
を

把
握

し
、

効
果

的
・

効
率

的
に

河
川

の
維

持
管

理
を

行
う

。
 

  
１
．

期
別

計
画

（
Ｐ
）

 
 

２
．

実
績

（
Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(H
2
8～

R2
) 

第
３

期
 

(R
3～

R7
) 

第
４

期
 

(
R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
2
9 

H
3
0 

R1
 

R
2 

(
1
)維

持
･
修

繕
工

事
の

実
施

 

①
河

道
､
堤

防
､
護

岸
等

 

河
道

の
確

保
、

堤
防

・
護

岸
の

機
能

維
持

 

河
床

低
下

や
異

常
な

洗
掘

箇
所

に
お

け
る

根
固

工
な

ど
の

洗
掘

対
策

、
流

下
能

力
が

著
し

く
低

下
し

て
い

る
箇

所
に

お
け

る
河

道
掘

削
等

、
堤

防
・

護
岸

の
変

状
箇

所
に

お
け

る
修

繕
工

事
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣に
基

づ
く

巡
視

点
検

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
洗

掘
対

策
、

河
道

掘
削

、
修

繕
工

事
等

を
実

施
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

洗
掘

対
策

、
修

繕
工

事
等

を
実

施
 

・
有

馬
川

の
洗

掘
対

策
 

L
=
20

m 
・

長
尾

川
の

土
砂

撤
去

 
 

L
=5

5
0m

 
 

 
 

 
 

等
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

修
繕

工
事

等
を

実
施

 
・

有
野

川
の

河
床

整
正

 
L=

2
70

m 
・

八
多

川
の

河
床

整
正

 
L=

5
90

m 
・

長
尾

川
の

土
砂

撤
去

 
 

L
=9

5
0m

 
 

 
 

 
 

等
 

・
武

庫
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
東

本
庄

）
L=

62
0
ｍ

 
・

羽
束

川
の

土
砂

撤
去

 
L=

7
11

ｍ
 

・
武

庫
川

の
河

床
掘

削
（

神
戸

市
北

区
道

場
町

）
L=

3
50

m 
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

修
繕

工
事

等
を

実
施

 
・

有
野

川
等

（
舟

坂
川

・
美

嚢
川

・
西

川
）

の
洗

掘
対

策
L
=2

5
m 

・
有

馬
川

等
（

有
野

川
）

の
土

砂
撤

去
L
=5

0
m 

・
武

庫
川

の
土

砂
撤

去
（

尼
崎

市
武

庫
豊

町
外

）
L
=3

90
m 

・
仁

川
の

河
道

掘
削

L
=6

00
m 

・
仁

川
合

流
点

の
堆

積
土

砂
撤

去
L=

50
m 

・
武

庫
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
東

本
庄

）
L=

60
0
ｍ

 
・

羽
束

川
の

土
砂

撤
去

（
三

田
市

鈴
鹿

）
L=

81
2ｍ

 

巡
視

点
検

の
結

果
、

修
繕

工
事

等
を

実
施

 
・

有
馬

川
、

有
野

川
、

八
多

川
）

の
洗

掘
対

策
L
=6

0
m 

・
有

野
川

の
護

岸
補

修
L
=
20

m 
・

羽
束

川
の

護
岸

整
備

L
=
17

0
m 

・
長

尾
川

の
土

砂
撤

去
L
=
30

0
m 

・
八

多
川

の
土

砂
撤

去
L
=
70

0
m 

・
武

庫
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
東

本
庄

）
L=

6
00

ｍ
 

・
羽

束
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
木

器
）

L
=4

8
0ｍ

 
・

黒
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
小

野
）

L
=4

35
ｍ

 
・

武
庫

川
の

土
砂

撤
去

（
尼

崎
市

武
庫

豊
町

外
）

L
=
39

0
m 

・
武

庫
川

の
護

岸
・

土
羽

部
補

修
（

西
宮

市
田

近
野

町
）

L
=
34

0
m 

巡
視

点
検

の
結

果
、

修
繕

工
事

等
を

実
施

 
・

有
馬

川
の

土
砂

撤
去

L
=
30

0
m 

・
長

尾
川

の
土

砂
撤

去
L
=
10

0
m 

・
八

多
川

の
土

砂
撤

去
L
=
10

0
m 

・
船

坂
川

の
土

砂
撤

去
L
=
10

0
m 

・
有

馬
川

の
護

岸
修

繕
L
=
10

0
m 

・
武

庫
川

の
土

砂
撤

去
（

三
田

市
下

田
中

外
）

L
=1

01
0

ｍ
 

・
黒

川
の

土
砂

撤
去

（
三

田
市

小
野

）
L
=6

6
8ｍ

 
・

武
庫

川
の

土
砂

撤
去

（
尼

崎
市

武
庫

豊
町

）
L
=1

01
m 

・
仁

川
合

流
点

の
堆

積
土

砂
撤

去
L
=
12

8
m 

 

<
下

流
部

築
堤

区
間

> 
・

定
期

的
な

横
断

測
量

や
堤

防
・

護
岸

の
点

検
 

・
必

要
に

応
じ

た
維

持
掘

削
 

・
堤

防
・

護
岸

の
修

繕
工

事
 

定
期

的
な

横
断

測
量

や
｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣
に

基
づ

く
巡

視
点

検
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

維
持

掘
削

、
修

繕
工

事
を

実
施

 

・
巡

視
点

検
の

結
果

、
修

繕
工

事
な

し
 

・
定

期
的

に
横

断
橋

梁
付

近
の

目
視

に
よ

る
定

点
観

測
を

実
施

 

・
巡

視
点

検
の

結
果

、
修

繕
工

事
な

し
 

・
定

期
的

に
横

断
橋

梁
付

近
の

目
視

に
よ

る
定

点
観

測
を

実
施

 

・
巡

視
点

検
の

結
果

、
修

繕
工

事
な

し
 

・
定

期
的

に
横

断
橋

梁
付

近
の

目
視

に
よ

る
定

点
観

測
を

実
施

 

・
巡

視
点

検
の

結
果

、
修

繕
工

事
な

し
 

・
定

期
的

に
横

断
橋

梁
付

近
の

目
視

に
よ

る
定

点
観

測
を

実
施

 

・
巡

視
点

検
の

結
果

、
修

繕
工

事
な

し
 

・
定

期
的

に
横

断
橋

梁
付

近
の

目
視

に
よ

る
定

点
観

測
を

実
施

 
・

堤
防

補
強

工
事

の
実

施
（

三
田

市
下

田
中

）
L
=4

32
 

ｍ
 

・
堤

防
補

強
工

事
の

実
施

（
三

田
市

川
除

）
L=

2
44

ｍ
 

②
親

水
施

設
等

 

河
川

利
用

施
設

及
び

警
報

シ
ス

テ
ム

や
避

難
誘

導
施

設
の

機
能

確
保

 

老
朽

化
し

た
河

川
利

用
施

設
及

び
警

報
シ

ス
テ

ム
や

避
難

誘
導

施
設

の
更

新
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣
に

基
づ

く
巡

視
点

検
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

施
設

の
更

新
を

実
施

 
巡

視
点

検
の

結
果

、
施

設
の

更
新

な
し

 
巡

視
点

検
の

結
果

、
施

設
の

更
新

な
し

（
神

戸
市

）
 

有
馬

川
親

水
広

場
の

改
修

計
画

の
策

定
に

着
手

。
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

施
設

の
更

新
な

し
 

有
馬

川
親

水
広

場
整

備
A=

1
,5

4
0
㎡

 
有

馬
川

河
道

内
通

路
整

備
L=

1
80

m 

③
樹

木
等

 
適

切
な

樹
木

管
理

 

・
河

川
区

域
内

樹
木

等
の

巡
視

・
点

検
 

・
堤

防
の

安
全

性
に

悪
影

響
を

及

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣
に

基
づ

く
巡

視
点

検
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

等
を

実
施

 

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

・
武

庫
川

下
流

部
5
70

本
 

（
尼

崎
市

武
庫

町
4
5、

武
庫

豊
町

13
5、

南
武

庫
之

荘
2
92

、
西

宮
市

小
曽

根
8
8
、

小
松

東
10

）
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

・
武

庫
川

下
流

部
1,

1
27

本
 

（
尼

崎
市

武
庫

町
45

8
、

西
宮

市
甲

子
園

口
北

町
6
6
9）

 
・

三
田

市
広

野
（

4
43

本
）

 
・

三
田

市
藍

本
（

1
71

2

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

・
武

庫
川

下
流

部
3
16

本
 

（
尼

崎
市

武
庫

豊
町

外
86

本
、

大
島

1
45

本
、

西
宮

市
堤

町
外

63
本

、
樋

ノ
口

町
外

24
本

）
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

施
 

・
武

庫
川

80
0
㎡

（
神

戸
市

北
区

道
場

町
）

 
・

三
田

市
東

本
庄

（
5
0
本

）
 

・
三

田
市

下
井

沢
2
7
0
本

、
広

野
、

9
0
0

本
、

井
ノ

草

巡
視

点
検

の
結

果
、

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

を
実

 
・

武
庫

川
2,

0
00

㎡
（

神
戸

市
北

区
道

場
町

）
 

・
武

庫
川

下
流

部
 

（
2
本

、
3
,4

9
3
m2

西
宮

市
田

近
野

町
、

5
,
73

7
m2

西
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ぼ
す

樹
木

の
伐

採
・

抜
根

等
 

・
武

庫
川

有
馬

川
合

流
点

付
近

 
1
2
,0

0
0m

2 
本

）
 

・
三

田
市

東
本

庄
（

50
本

）
 

8
0
0
本

、須
磨

田
1
13

0
本

、
波

田
1
0
80

本
 

・
武

庫
川

下
流

部
 

（
3
本

 尼
崎

市
武

庫
豊

町
）
、 

（
2
,8

48
m
2

西
宮

市
田

近
野

町
）

 

宮
市

戸
崎

町
外

、
3
,
70

3
m
2
尼

崎
市

稲
葉

荘
外

）
 

適
正

な
樹

木
管

理
に

つ
い

て
の

検
討

 

治
水

上
支

障
と

な
る

樹
木

の
伐

採
や

治
水

上
の

支
障

が
な

い
範

囲
で

の
植

樹
等

 

適
正
な
樹
木
管
理
に
つ
い
て
検

討
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

④
水

文
観

 
測

施
設

 

水
文

観
測

施
設

の
機

能
確

保
 

・
適

切
な

維
持

管
理

 
・

老
朽

施
設

の
更

新
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣
に

基
づ

く
巡

視
点

検
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

施
設

の
更

新
を

実
施

 

量
水

標
標

示
板

(
危

険
水

位
)

の
更

新
2
箇

所
 

（
甲

武
橋

、
小

曽
根

）
 

「
パ

ッ
と

わ
か

る
水

位
標

」
の

更
新

3
箇

所
 

（
道

場
、

塩
田

、
生

瀬
）

 
H
3
0
更

新
実

績
な

し
 

・
量

水
標

更
新

１
箇

所
（

小
曽

根
）

 
・

量
水

標
設

置
１

箇
所

（
上

武
庫

橋
）

 

・
量

水
標

標
示

板
新

設
1
箇

所
（

武
庫

川
遊

水
地

）
 

・
量

水
標

設
置

１
箇

所
（

南
武

橋
）

 

(
2
)不

法
行

為
等

へ
の

指
導

 

治
水

上
著

し
い

支
障

が
あ

る
不

法
行

為
者

へ
の

指
導

（
関

係
部

局
連

携
）

 

不
法

行
為

者
へ

の
指

導
 

｢兵
庫

県
河

川
維

持
管

理
計

画
｣に

基
づ

く
巡

視
点

検
を

行
い

、
 

必
要

に
応

じ
不

法
行

為
者

へ
の

指
導

を
実

施
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

不
法

行
為

者
へ

の
指

導
を

実
施

 
巡

視
点

検
の

結
果

、
不

法
行

為
者

へ
の

指
導

を
実

施
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

不
法

行
為

者
へ

の
指

導
を

 
実

施
 

該
当

な
し

 
該

当
な

し
 

(
3
)除

草
・

清
掃

の
実

施
 

安
全

な
河

川
利

用
の

促
進

、
防

犯
防

火
等

を
目

的
と

し
た

除
草

・
清

掃
の

実
施

 

・
ク

リ
ー

ン
作

戦
(
県

市
共

同
) 

・
利

用
者

の
多

い
箇

所
に

お
け

る
定

期
的

な
除

草
・

清
掃

 

継
続

的
に

実
施

 
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

実
施

 
（

神
戸

市
、

尼
崎

市
、

宝
塚

市
、

三
田

市
、

篠
山

市
）

 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

（
県

、
神

戸
市

、
尼

崎
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
篠

山
市

）
 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

（
県

、
神

戸
市

、
尼

崎
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
篠

山
市

）
 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

（
県

、
神

戸
市

、
尼

崎
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
丹

波
篠

山
市

）
 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

（
県

、
神

戸
市

、
尼

崎
市

、
伊

丹
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
丹

波
篠

山
市

）
 

河
川

愛
護

活
動

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
等

に
対

す
る

清
掃

資
材

提
供

等
の

支
援

 

継
続

的
に

実
施

 
清

掃
資

材
提

供
等

を
実

施
 

清
掃

資
材

提
供

等
を

実
施

 
清

掃
資

材
提

供
等

を
実

施
 

清
掃

資
材

提
供

等
を

実
施

 
清

掃
資

材
提

供
等

を
実

施
 

回
収

ゴ
ミ

の
適

切
な

処
理

（
県

市
連

携
）

 

継
続

的
に

実
施

 
適

切
な

処
理

を
実

施
 

適
切

な
処

理
を

実
施

 
適

切
な

処
理

を
実

施
 

適
切

な
処

理
を

実
施

 
適

切
な

処
理

を
実

施
 

(
4
)
適

切
な

施
設

操
作

の
実

施
 

樋
門

等
の

適
正

な
機

能
発

揮
 

樋
門

等
の

操
作

の
実

施
・

指
導

 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣に
基

づ
く

巡
視

点
検

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
操

作
責

任
者

や
関

係
者

と
と

も
に

ル
ー

ル
や

操
作

体
制

に
つ

い
て

確
認

 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
樋

門
等

の
機

能
を

維
持

 
巡

視
点

検
を

実
施

し
、

樋
門

等
の

機
能

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
樋

門
等

の
機

能
を

維
持

 
巡

視
点

検
を

実
施

し
、

樋
門

等
の

機
能

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
樋

門
等

の
機

能
を

維
持

 

水
防

倉
庫

の
適

正
活

用
 

水
防

倉
庫

の
適

正
活

用
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣に
基

づ
く

巡
視

点
検

、
水

防
時

の
適

正
活

用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
を

補
充

す
る

と
と

も
に

、
水

防
時

に
は

適
正

に
活

用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
を

補
充

す
る

と
と

も
に

、
水

防
時

に
は

適
正

に
活

用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
を

補
充

す
る

と
と

も
に

、
水

防
時

に
は

適
正

に
活

用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
を

補
充

す
る

と
と

も
に

、
水

防
時

に
は

適
正

に
活

用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
を

補
充

す
る

と
と

も
に

、
水

防
時

に
は

適
正

に
活

用
 

(
5
)
占

用
許

可
工

作
物

へ
の

適
切

指
導

 

河
川

管
理

上
支

障
と

な
る

占
用

許
可

工
作

物
の

改
善

、
現

行
の

構
造

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い

施
設

の
改

善
 

施
設

管
理

者
へ

の
指

導
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

｣に
基

づ
く

巡
視

点
検

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
施

設
管

理
者

へ
の

指
導

を
実

施
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

速
や

か
に

指
導

、
修

繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な

か
っ

た
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

速
や

か
に

指
導

、
修

繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な

か
っ

た
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

速
や

か
に

指
導

、
修

繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な

か
っ

た
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

速
や

か
に

指
導

、
修

繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な

か
っ

た
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

速
や

か
に

指
導

、
修

繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な

か
っ

た
 

37



出
水

時
に

お
け

る
排

水
ポ

ン
プ

場
の

合
理

的
な

運
転

調
整

方
法

の
検

討
 

運
転

調
整

方
法

の
検

討
 

総
合

治
水

条
例

に
規

定
さ

れ
た

排
水

計
画

の
指

針
に

基
づ

い
た

指
定

ポ
ン

プ
施

設
の

排
水

計
画

を
策

定
す

る
 

－
 

・
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
し

な
が

ら
排

水
計

画
の

指
針

の
検

討
を

行
っ

た
。

 
・

下
水

道
管

理
者

及
び

関
係

市
等

か
ら

な
る

準
備

会
に

お
い

て
、

運
転

調
整

ル
ー

ル
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。（

H2
9.

3
.
17

）
 

・
進

捗
な

し
 

・
進

捗
な

し
 

進
捗

な
し

 
進

捗
な

し
 

  

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

 
河

川
の

巡
視

点
検

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

、
維

持
・

修
繕

工
事

、
樹

木
伐

採
、

除
草

・
清

掃
等

を
実

施
し

た
。

今
後

も
継

続
し

て
、

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

る
。

 
・
 

排
水

ポ
ン

プ
場

の
合

理
的

な
運

転
調

整
方

法
の

検
討

に
つ

い
て

は
、
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
を

行
い

、
排

水
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
早

期
の

計
画

策
定

を
目

指
し

、
今

後
も

検
討

を
継

続
し

て
い

く
。

 

・
 

河
川

の
巡

視
点

検
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
、

維
持

・
修

繕
工

事
、

樹
木

伐
採

、
除

草
・

清
掃

等
を

実
施

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

、
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

・
 

排
水

ポ
ン

プ
場

の
合

理
的

な
運

転
調

整
方

法
の

検
討

に
つ

い
て

は
、
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
を

行
い

、
早

期
の

計
画

策
定

を
目

指
し

、
今

後
も

検
討

を
継

続
し

て
い

く
。

 

・
河

川
の

巡
視

点
検

を
行

い
、
必

要
に

応
じ

て
、
維

持
・

修
繕

工
事

、
樹

木
伐

採
、
除

草
・

清
掃

等
を

実
施

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

、
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

・
排

水
ポ

ン
プ

場
の

合
理

的
な

運
転

調
整

方
法

の
検

討
に

つ
い

て
は

、
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
を

行
い

、
早

期
の

計
画

策
定

を
目

指
し

、
今

後
も

検
討

を
継

続
し

て
い

く
。

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
河

川
の

巡
視

点
検

を
行

い
、
必

要
に

応
じ

て
、
維

持
・

修
繕

工
事

、
樹

木
伐

採
、
除

草
・
清

掃
等

を
実

施
し

た
。

今
後

も
継

続
し

て
、

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

る
。

 
・
排

水
ポ

ン
プ

場
の

合
理

的
な

運
転

調
整

方
法

の
検

討
に

つ
い

て
は

、
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
を

行
い

、
早

期
の

計
画

策
定

を
目

指
し

、
今

後
も

検
討

を
継

続
し

て
い

く
。

 

・
河

川
の

巡
視

点
検

を
行

い
、
必

要
に

応
じ

て
、
維

持
・
修

繕
工

事
、
樹

木
伐

採
、
除

草
・

清
掃

等
を

実
施

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

、
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

・
排

水
ポ

ン
プ

場
の

合
理

的
な

運
転

調
整

方
法

の
検

討
に

つ
い

て
は

、
下

水
道

管
理

者
等

と
協

議
を

行
い

、
早

期
の

計
画

策
定

を
目

指
し

、
今

後
も

検
討

を
継

続
し

て
い

く
。

 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

引
き

続
き

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

る
。
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管

理
番
号

 ２
０

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
４

節
 

河
川

の
維

持
管

理
等

に
関

す
る

事
項

 
 

 
２

 
流

域
連

携
 

（
１

）
地

域
社

会
と

河
川

の
良

好
な

関
係

の
構

築
 

 
 

 
 

①
 

流
域

対
策

・
減

災
対

策
 

 
②

 
動

植
物

の
生

活
環

境
の

保
全

・
再

生
 

 
 

 
 

③
 

川
の

計
画

づ
く

り
 

 
④

 
河

川
利

用
と

人
と

河
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
確

保
等

 
 

 
 

 
⑤

 
水

質
の

向
上

 
 

 
（

２
）

多
様

な
主

体
が

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

へ
の

支
援

 
 

 
（

３
）

自
律

的
な

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
の

連
携

 

実
施

目
標

 
「

参
画

と
協

働
」

に
よ

る
武

庫
川

づ
く

り
を

基
本

と
し

て
、

地
域

住
民

等
、

大
学

、
NP

O、
事

業
者

の
研

究
機

関
、

流
域

市
、

県
が

適
切

な
役

割
分

担
の

も
と

連
携

を
進

め
、
「

地
域

共
有

の
財

産
」

で
あ

る
武

庫
川

を
守

り
育

て
る

。
 

 

 

施
策

の
概

要
 

適
切

な
役

割
分

担
の

も
と

連
携

を
進

め
る

と
と

も
に

、
「

地
域

社
会

と
河

川
の

良
好

な
関

係
の

構
築

」
「

多
様

な
主

体
が

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

へ
の

支
援

」
「

自
律

的
な

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
の

連
携

」
を

柱
と

し
た

武
庫

川
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

 

  
１

．
期
別

計
画
（

Ｐ
）

 
 

２
．

実
績
（

Ｄ
）

 
 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 
Ｐ

 ）
 

実
績

（
Ｄ

）
 

第
１

期
 

(H
2
3～

H2
7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H
2
8 

H
2
9 

H
30

 
R
1 

R
2 

(
1
)地

域
社

会
と

河
川

の
良

好
な

関
係

の
構

築
 

地
域

住
民

等
と

連
携

し
た

河
川

の
維

持
管

理
等

 

ひ
ょ
う
ご
ア

ド
プ
ト
等
の

実
施
 

｢
参

画
と

協
働

｣の
推

進
 

・
工

事
へ

の
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
の

住
民

説
明

会
等

(
4
回

3
4
人

)を
実

施
 

・
｢第

5
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣の

開
催

(H
28

.
1
0)

 
・

ひ
ょ

う
ご

ア
ド

プ
ト

に
よ

る
河

川
敷

清
掃

等
の

支
援

(
1
3
団

体
1
,0

8
4
人

)等

○流
 

・
工

事
へ

の
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
の

住
民

説
明

会
等

(
21

回
3
12

人
)を

実
施

 

・
｢第

6
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣の

開
催

(H
2
9.

10
) 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
に

よ
る

河
川

敷
清

掃
等

の
支

援
(
13

団
体

1
,0

59
人

）
等

○流
 

・
工

事
へ

の
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
の

住
民

説
明

会
等

(
3
回

2
3
人

)を
実

施
 

・
｢第

7
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣の

開
催

(H
3
0.

1
0)

 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
に

よ
る

河
川

敷
清

掃
等

の
支

援
(
13

団
体

9
98

人
）

等
○流

 

・
工

事
へ

の
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
の

住
民

説
明

会
等

(
14

回
1
65

人
)
を

実
施

 
・

｢第
8
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣の

開
催

(R
1
.1

0)
 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
に

よ
る

河
川

敷
清

掃
等

の
支

援
(
13

団
体

1
,0

6
1
人

）
等

○流
 

・
工

事
へ

の
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
の

住
民

説
明

会
等

(
7
回

4
0
人

)を
実

施
 

・
｢第

9
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣の

開
催

(R
2
.1

0)
 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
に

よ
る

河
川

敷
清

掃
等

の
支

援
 

｢武
庫
川
流

域
総
合
治
水

推
進
協
議

会
｣の

設
置
 

｢武
庫
川
流

域
総
合
治
水

推
進
計
画
｣

の
策
定
 

･｢
武
庫
川
流

域
総
合
治
水

推
進
協
議

会
｣の

設
置
 

･｢
武
庫
川
流

域
総
合
治

水
推
進
計

画
｣の

策
定
 

・
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
「

阪
神

西
部

(
武

庫
川

流
域

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 

・
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
「

阪
神

西
部

(
武

庫
川

流
域

 
 

 
 

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

」
を

1
回

開
催

 

・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
フ

ォ
ロ

ア
ッ

プ
シ

ー
ト

の
更

新
(
H
31

.
3
末

時
点

)を
実

施
 

・
『

阪
神

西
部

(武
庫

川
流

域
圏

)地
域

総
合

治
水

推
進

計
画

』
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

シ
ー

ト
の

更
新

(
R2

.3
末

時
点

)
を

実
施

 

・
協

議
会

開
催

未
定

（
R2

.9
時

点
）

 

 

①
流

域
対

策
･減

災
対

策
 

学
校

､
公

園
､

た
め

池
を

利
用

し
た

貯
留

施
設

の
整

備
 

(流
域

市
連

携
) 

学
校

･
公

園
･

た
め

池
等

を
利

用
し

た
貯

留
施

設
等

の
整

備
(貯

留
量

約
64

万
m3
○流

) 

約
1.

0
万

m
3 ○流

完
成

 
(
学

校
2
箇

所
、

た
め

池
1

箇
所

) 

約
8
.8

万
m
3 ○流

完
成

 

(
た

め
池

2
箇

所
) 

H
30

年
度

完
成

箇
所

は
無

し
累

計
約

11
.1

万
m
3 ○流

完
成

 

約
0
.1

5
万

m3
○流

完
成

 
(
学

校
2
箇

所
) 

累
計

約
11

.3
万

m
3 ○流

完
成

 

約
3.

7
万

m3
○流

完
成

（
名

塩
貯

水
池

）
 

累
計

約
15

.1
万

m
3 ○流

完
成

 

水
害

リ
ス

ク
に

対
す

る
認

識
の

向
上

や
避

難
方

法
の

周
知

 

わ
が

ま
ち

を
歩

く
体

験
型

講
座

や
住

民
主

体
の

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ

づ
く

り
な

ど
の

支
援

 

住
民

自
ら

が
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
地

域
の

危
険

箇
所

等
を

確
認

す
る

体
験

型
講

座
を

実
施

(市
42

回
) 

そ
れ

を
基

に
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
3
2
地

区
）

 

・
県

立
・

人
と

自
然

の
博

物
館

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
総

合
治

水
展

」
の

開
催

（
県

）
 

・
住

民
自

ら
が

ま
ち

を
歩

き
な

が
ら

地
域

の
危

険
箇

所
等

を
確

認
す

る
体

験
講

座
型

講
座

を
実

施
（

市
1
0

回
）

 
・

そ
れ

を
基

に
手

作
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

（
市

25
地

区
）

 

・
県

立
・

人
と

自
然

の
博

物
館

と
バ

ン
ド

ー
神

戸
青

少
年

科
学

館
で

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
総

合
治

水
展

」
の

開
催

（
県

）
 

・
住

民
自

ら
が

ま
ち

を
歩

き
な

が
ら

地
域

の
危

険
箇

所
等

を
確

認
す

る
体

験
講

座
型

講
座

を
実

施
（

市
2
2

回
）

 
・

そ
れ

を
基

に
手

作
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

（
市

22
地

区
）

 

・
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
 

に
て

、
「

知
ろ

う
！

学
ぼ

う
！

総
合

治
水

展
」、

バ
ン

ド
ー

神
戸

青
少

年
科

学
館

に
て

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
総

合
治

水
展

」
の

開
催

（
県

）
 

・
住

民
自

ら
が

ま
ち

を
歩

き
な

が
ら

地
域

の
危

険
箇

所
等

を
確

認
す

る
体

験
型

講
座

を
実

施
(市

34
回

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

、
宝

塚
市

、
三

田
市

、
丹

波
篠

山
市

）
) 

・
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
25

地
区

）
 

・
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
に

て
「

知
ろ

う
！

学
ぼ

う
！

総
合

治
水

展
」

の
開

催
（

県
）

 
・

住
民

自
ら

が
ま

ち
を

歩
き

な
が

ら
地

域
の

危
険

箇
所

等
を

確
認

す
る

体
験

型
講

座
を

実
施

(市
4
回

（
三

田
市

、
丹

波
篠

山
市

）
) 

・
手

づ
く

り
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
（

市
4
地

区
）

 

②
動

植
物

の
生

活
環

境
の

保
全

･再
生

 

動
植

物
の

生
活

環
境

の
保

全
･再

生
(
住

民
連

携
) 

ア
ユ
が
遡
上

す
る
川
づ
く

り
や
外
来
種

除
去
を
通
じ

た
在
来
種
の

・
県

､
漁

協
､地

域
住

民
､学

識
者

の
連

携
に

よ
る

ア
ユ

の
産

卵
場

造
成

(2
号

床
止

下
流

) 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
に

よ

・
県

、
魚

協
、

地
域

住
民

、
学

職
者

の
適

切
な

役
割

分
担

の
も

と
、

2
号

床
止

工
下

流
に

お
い

て
、

産
卵

場
造

成
、

専
門

家
を

交
え

た

・
流

域
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

特
定

外
来

植
物

の
除

去
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

鉄
製

魚
道

を
改

良
し

て
再

度
試

験
設

置
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

特
定

外
来

植
物

の
除

去
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

特
定

外
来

植
物

の
除

去
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保
全
等
 

る
特

定
外

来
植

物
の

除
去

 
生

物
観

察
会

を
計

画
し

た
が

、
雨

天
の

た
め

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
流

域
市

民
活

動
団

体
に

よ
る

特
定

外
来

植
物

の
除

去
 

・
2
号

床
止

工
で

簡
易

な
鋼

鉄
製

魚
道

を
改

良
し

て
再

度
試

験
設

置
 

③
川

の
景

観
づ

く
り

 

地
域

の
ま

ち
づ

く
り

に
あ

わ
せ

た
景

観
づ

く
り

(
各

市
連

携
) 

地
域

の
個

性
に

配
慮

し
た

景
観
づ
く
り
 

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

・
有

馬
川

親
水

広
場

整
備

A
=1

,5
40

㎡
 

・
除

草
や

清
掃

等
を

実
施

し
、

武
庫

川
ら

し
い

良
好

な
景

観
維

持
に

努
め

た
。

 

・
有

馬
川

河
道

内
通

路
整

備
L=

1
80

m 
・

除
草

や
清

掃
等

を
実

施
し

、
武

庫
川

ら
し

い
良

好
な

景
観

維
持

に
努

め
た

。
 

④
河

川
利

用
と

人
と

河
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
確

保
等

 

河
川

利
用

と
人

と
川

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
確

保
等

 
(住

民
連

携
) 

河
口

部
で

の
干

潟
の

創
出

等
を

活
用

し
た

魅
力

あ
る

水
辺

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
創

造
等

 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

河
川

改
修

の
進

捗
に

併
せ

て
整

備
に

着
手

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

河
川

改
修

の
進

捗
に

併
せ

て
整

備
に

着
手

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

河
川

改
修

の
進

捗
に

併
せ

て
整

備
に

着
手

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

河
川

改
修

の
進

捗
に

併
せ

て
整

備
に

着
手

。
 

河
口

部
で

の
干

潟
創

出
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

河
川

改
修

の
進

捗
に

併
せ

て
整

備
に

着
手

。
 

⑤
水

質
の

向
上

 

地
域

住
民

が
水

質
調

査
を

通
じ

て
川

と
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

 

わ
か

り
や

す
い

水
質

指
標

に
よ

る
調

査
の

実
施

を
検

討
 

(
関

係
機

関
連

携
) 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6
地

点
湖

沼
1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D
,

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

36
地

点
湖

沼
1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D
,

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

3
6

地
点

湖
沼

1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D,

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

36
地

点
湖

沼
1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D,

硝
酸

態
窒

素
、

リ
ン

酸
態

リ
ン

）
 

・
武

庫
川

水
系

で
は

河
川

36
地

点
湖

沼
1
地

点
の

定
期

的
な

水
質

調
査

を
実

施
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

 
・

流
域

市
民

活
動

団
体

が
定

期
的

に
水

質
調

査
を

実
施

。（
調

査
項

目
は

CO
D
,硝

酸
態

窒
素

、
リ

ン
酸

態
リ

ン
）

 

(
2
)
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
 

公
平

性
、

透
明

性
を

基
本

に
活

動
主

体
の

自
発

性
、

自
律

性
を

損
な

わ
な

い
よ

う
配

慮
し

た
支

援
 

活
動

資
金

の
助

成
 

｢
参

画
と

協
働

の
推

進
方

策
｣
に

基
づ

き
、

各
種

助
成

を
継

続
し

て
実

施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事

業
、

ひ
ょ

う
ご

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

基
金

助
成

事
業

等
に

よ
る

助
成

を
実

施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事

業
、

ひ
ょ

う
ご

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

基
金

助
成

事
業

等
に

よ
る

助
成

を
実

施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事

業
、

ひ
ょ

う
ご

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

基
金

助
成

事
業

等
に

よ
る

助
成

を
実

施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事

業
、

ひ
ょ

う
ご

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

基
金

助
成

事
業

等
に

よ
る

助
成

を
実

施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事

業
、

ひ
ょ

う
ご

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

基
金

助
成

事
業

等
に

よ
る

助
成

を
実

施
 

･
活

動
主

体
の

情
報

発
信

 
･
相

互
の

連
携

・
交

流
の

支
援

等
 

｢
参

画
と

協
働

の
推

進
方

策
｣に

基
づ

き
、
情

報
発

信
、
連

携
・

交
流

の
支

援
等

を
継

続
し

て
実

施
 

・
各

団
体

で
の

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣
の

活
用

 
・

地
域

づ
く

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
等

へ
の

参
加

 
・

｢第
5
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣を

開
催

(H
28

.
1
0)

 

・
地

域
づ

く
り

活
動

情
報

シ
ス

テ
ム

｢コ
ラ

ボ
ネ

ッ
ト

｣の
運

用
 

・
地

域
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

等
開

催
 

・
｢第

6
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣
を

開
催

(H
2
9
.1

0
) 

・
地

域
づ

く
り

活
動

情
報

シ
ス

テ
ム

｢コ
ラ

ボ
ネ

ッ
ト

｣
の

運
用

 
・

地
域

づ
く

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
等

開
催

 
・

｢第
7
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣を

開
催

(H
3
0.

10
) 

・
地

域
づ

く
り

活
動

情
報

シ
ス

テ
ム

｢コ
ラ

ボ
ネ

ッ
ト

｣
の

運
用

 
・

地
域

づ
く

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
等

開
催

 
・

｢第
8
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣を

開
催

(R
1
.1

0)
 

・
地

域
づ

く
り

活
動

情
報

シ
ス

テ
ム

｢コ
ラ

ボ
ネ

ッ
ト

｣
の

運
用

 
・

地
域

づ
く

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
等

開
催

 
・

｢第
9
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
｣を

開
催

予
定

(
R2

.
1
0)

 
 

①
連

携
･交

流
の

た
め

の
機

会
提

供
 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
自

律
的

な
形

成
に

向
け

た
支

援
 

他
の

活
動

主
体

と
の

連
携

・
交

流
の

機
会

と
な

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
開

催
 

適
宜

実
施

 

②
連

携
･交

流
 の

た
め

の
情

報
提

供
 

活
動

主
体

の
概

要
と

そ
の

活
動

内
容

な
ど

の
情

報
提

供
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
情

報
提

供
の

実
施

 

(
3
)
自

律
的

な
流

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

の
連

携
 

自
律

的
な

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
の

連
携

 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
の

連
携

の
具

体
化

 

流
域

を
代

表
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

が
形

成
さ

れ
た

場
合

に
は

、
流

域
市

や
流

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

意
見

も
聴

き
な

が
ら

連
携

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

具
体

化
を

図
る

。
 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

向
け

て
「

第
5
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

を
開

催
(
H2

8.
1
0
) 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

向
け

て
、

人
と

自
然

の
博

物
館

と
連

携
し

て
「

第
6
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

を
開

催
(
H
29

.
1
0)

 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

向
け

て
、

人
と

自
然

の
博

物
館

と
連

携
し

て
「

第
7
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

を
開

催
(
H3

0.
10

) 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

向
け

て
、

人
と

自
然

の
博

物
館

と
連

携
し

て
「

第
8
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

を
開

催
(
R
1.

1
0
) 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

向
け

て
、

人
と

自
然

の
博

物
館

と
連

携
し

て
「

第
9
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

を
開

催
予

定
(
R2

.1
0
) 

  

＜
凡

例
＞
○流

：
武

庫
川

流
域

内
の

合
計

値
 

   

40



    
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
広

く
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
る

た
め

、
住

民
説

明
会

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
事

業
説

明
や

住
民

意
見

聴
取

に
努

め
た

。
 

・
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
阪

神
西

部
(武

庫
川

流
域

圏
)
地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

を
1
回

開
催

し
、

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

総
合

治
水

の
推

進
に

努
め

て
い

く
。

 
・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
、
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
資

す
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。
今

後
も

連
携

を
支

援
・

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

適
宜

・
適

切
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、「
参

画
と

協
働

の
推

進
方

策
」
に

基
づ

き
、
今

後
も

継
続

し
て

助
成

や
情

報
提

供
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く

。 
・
流

域
連

携
促

進
の

足
掛

か
り

と
す

る
た

め
、
主

に
市

民
団

体
を

対
象

と
し

た
「

第
5
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

(
H2

8.
1
0
.2

9
)を

開
催

（
参

加
者

61
名

）。
今

後
も

引
き

続
き

、
流

域
連

携
の

促
進

を
図

る
。

 
・

連
携

･交
流

の
た

め
の

情
報

提
供

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

情
報

提
供

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
活

動
団

体
が

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣な

ど
既

存
の

ﾎ
ｰﾑ

ﾍﾟ
ｰ
ｼﾞ

ﾌ
ﾟﾗ

ｯﾄ
ﾎ
ｰ
ﾑを

活
用

中
で

あ
り

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
支

持
す

る
。

 
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
広

く
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
る

た
め

、
住

民
説

明
会

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
事

業
説

明
や

住
民

意
見

聴
取

に
努

め
た

。
 

・
総

合
治

水
条

例
に

基
づ

く
阪

神
西

部
(武

庫
川

流
域

圏
)地

域
総

合
治

水
推

進
協

議
会

を
1
回

開
催

し
、

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
今

後
も

引
き

続
き

総
合

治
水

の
推

進
に

努
め

て
い

く
。

 
・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
、
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
資

す
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。
今

後
も

連
携

を
支

援
・

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

適
宜

・
適

切
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
「

参
画

と
協

働
の

推
進

方
策

」
に

基
づ

き
、
今

後
も

継
続

し
て

助
成

や
情

報
提

供
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く

。 
・
流

域
連

携
促

進
の

足
掛

か
り

と
す

る
た

め
、
主

に
市

民
団

体
を

対
象

と
し

た
「

第
６

回
み

ん
な

で
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
交

流
会

」
(
H2

9.
1
0
.1

4
)を

開
催

（
参

加
者

6
1
名

）
。

今
後

も
引

き
続

き
、

流
域

連
携

の
促

進
を

図
る

。
 

・
連

携
･交

流
の

た
め

の
情

報
提

供
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
情

報
提

供
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
活

動
団

体
が

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣な

ど
既

存
の

ﾎ
ｰ
ﾑﾍ

ﾟ
ｰ
ｼﾞ

ﾌ
ﾟﾗ

ｯﾄ
ﾎ
ｰ
ﾑを

活
用

中
で

あ
り

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
支

持
す

る
。

 
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
広

く
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
る

た
め

、
住

民
説

明
会

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
事

業
説

明
や

住
民

意
見

聴
取

に
努

め
た

。
 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
、
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
資

す
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。
今

後
も

連
携

を
支

援
・

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

適
宜

・
適

切
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
「

参
画

と
協

働
の

推
進

方
策

」
に

基
づ

き
、
今

後
も

継
続

し
て

助
成

や
情

報
提

供
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く

。 
・
流

域
連

携
促

進
の

足
掛

か
り

と
す

る
た

め
、
主

に
市

民
団

体
を

対
象

と
し

た
「

第
7
回

み
ん

な
で

取
り

組
む

武
庫

川
づ

く
り

交
流

会
」

(H
3
0
.1

0
.1

3)
を

開
催

（
参

加
者

58
名

）。
今

後
も

引
き

続
き

、
流

域
連

携
の

促
進

を
図

る
。

 
・

連
携

･
交

流
の

た
め

の
情

報
提

供
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
情

報
提

供
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
活

動
団

体
が

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣な

ど
既

存
の

ﾎｰ
ﾑ
ﾍﾟ

ｰ
ｼﾞ

ﾌﾟ
ﾗ
ｯ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑを

活
用

中
で

あ
り

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
支

持
す

る
。

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
広

く
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
る

た
め

、
住

民
説

明
会

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
事

業
説

明
や

住
民

意
見

聴
取

に
努

め
た

。
 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
、
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
資

す
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。
今

後
も

連
携

を
支

援
・

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

適
宜

・
適

切
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
「
参

画
と

協
働

の
推

進
方

策
」

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

助
成

や
情

報
提

供
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く

。
 

・
流

域
連

携
促

進
の

足
掛

か
り

と
す

る
た

め
、
主

に
市

民
団

体
を

対
象

と
し

た
「

第
８

回
み

ん
な

で
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
交

流
会

」
(
R1

.1
0
.
5)

を
開

催
（

参
加

者
67

名
）。

今
後

も
引

き
続

き
、

流
域

連
携

の
促

進
を

図
る

。
 

・
連

携
･交

流
の

た
め

の
情

報
提

供
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
情

報
提

供
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
活

動
団

体
が

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣な

ど
既

存
の

ﾎ
ｰﾑ

ﾍﾟ
ｰ
ｼﾞ

ﾌ
ﾟﾗ

ｯﾄ
ﾎ
ｰ
ﾑを

活
用

中
で

あ
り

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
支

持
す

る
。

 
 

・
下

流
部

築
堤

区
間

に
お

い
て

は
、
広

く
住

民
の

理
解

と
協

力
を

得
る

た
め

、
住

民
説

明
会

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
事

業
説

明
や

住
民

意
見

聴
取

に
努

め
た

。
 

・
ひ

ょ
う

ご
ア

ド
プ

ト
、
地

域
住

民
等

と
の

連
携

に
資

す
る

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。
今

後
も

連
携

を
支

援
・

促
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

適
宜

・
適

切
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
「
参

画
と

協
働

の
推

進
方

策
」

に
基

づ
き

、
今

後
も

継
続

し
て

助
成

や
情

報
提

供
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く

。
 

・
流

域
連

携
促

進
の

足
掛

か
り

と
す

る
た

め
、
主

に
市

民
団

体
を

対
象

と
し

た
「

第
９

回
み

ん
な

で
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
交

流
会

」
(
R2

.1
0
.
10

)を
開

催
予

定
だ

っ
た

が
雨

天
の

た
め

中
止

し
た

。
今

後
も

引
き

続
き

、
流

域
連

携
の

促
進

を
図

る
。

 
・

連
携

･交
流

の
た

め
の

情
報

提
供

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

情
報

提
供

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
活

動
団

体
が

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ

ス
テ

ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ

ト
｣な

ど
既

存
の

ﾎ
ｰ
ﾑﾍ

ﾟ
ｰ
ｼﾞ

ﾌ
ﾟﾗ

ｯﾄ
ﾎ
ｰ
ﾑを

活
用

中
で

あ
り

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
支

持
す

る
。

 
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

地
域

社
会

と
河

川
の

良
好

な
関

係
の

構
築

に
向

け
て

、
引

き
続

き
取

り
組

む
。
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管

理
番

号
 ２

１
 

河
川
整

備
計

画
 

の
事
項

・
項

目
 

第
４

章
 

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
 

 
第

４
節

 
河

川
の

維
持

管
理

等
に

関
す

る
事

項
 

 
 

３
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
①

 
定

期
的

な
観

測
に

よ
る

デ
ー

タ
の

把
握

 
 

②
 

事
業

実
施

前
後

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

③
 

流
量

観
測

デ
ー

タ
の

蓄
積

 

実
施

目
標

 
治

水
、

利
水

、
環

境
の

観
点

か
ら

河
川

の
総

合
的

な
管

理
を

行
う

。
 

 
 

施
策

の
概
要

 
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

化
の

影
響

に
も

留
意

し
つ

つ
、

必
要

な
観

測
デ

ー
タ

や
新

た
な

知
見

を
蓄

積
す

る
。

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
は

、
河

川
計

画
を

含
む

河
川

管
理

技
術

の
向

上
、

河
川

整
備

計
画

の
進

行
管

理
等

に
活

用
す

る
と

共
に

、
住

民
等

と
の

情
報

共
有

に
も

努
め

る
。

 
ま

た
、

観
測

精
度

を
維

持
す

る
た

め
、

日
常

の
保

守
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
観

測
精

度
向

上
に

向
け

必
要

に
応

じ
て

観
測

施
設

の
配

置
、

観
測

手
法

等
を

改
善

す
る

。
 

  
１

．
期
別

計
画

（
Ｐ

）
 

 
２

．
実

績
（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(
R
3～

R
7)

 

第
４

期
 

(R
8～

R
12

) 
H2

8 
H
2
9 

H
30

 
R
1 

R
2 

３
．

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

観
測

デ
ー

タ
の

活
用

、
住

民
等

と
の

情
報

共
有

 

・
河

川
管

理
技

術
の

向
上

 
・

河
川

整
備

計
画

の
進

行
管

理
等

へ
の

観
測

デ
ー

タ
の

活
用

 

継
続

的
に

実
施

 

雨
量

、
河

川
水

位
デ

ー
タ

等
を

河
道

の
設

計
、

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
実

施
な

ど
に

活
用

 

雨
量

、
河

川
水

位
デ

ー
タ

等
を

河
道

の
設

計
、

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
実

施
な

ど
に

活
用

 

雨
量

、
河

川
水

位
デ

ー
タ

等
を

河
道

の
設

計
、

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
実

施
な

ど
に

活
用

 

雨
量

、
河

川
水

位
デ

ー
タ

等
を

河
道

の
設

計
、

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
実

施
な

ど
に

活
用

 

雨
量

、
河

川
水

位
デ

ー
タ

等
を

河
道

の
設

計
、

青
野

ダ
ム

事
前

放
流

の
実

施
な

ど
に

活
用

 

住
民

等
と

の
情

報
共

有
 

継
続

的
に

実
施

 

・
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

に
よ

る
情

報
共

有
（

ア
ク

セ
ス

回
数

：
約

2
,0

10
万

回
/年

）
 

・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
の

広
報
（

テ
レ

ビ
1

回
、
ラ

ジ
オ

3
回

、
新

聞
3

回
）

 
・

武
庫

川
流

域
の

高
校

生
等

を
対

象
と

し
た

「
兵

庫
県

C
G
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
出

前
講

座
（

4
回

・
7
00

人
）
 

・
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

に
よ

る
情

報
共

有
（

ア
ク

セ
ス

回
数

：
約

2,
3
10

万
回

/年
）

 
・

メ
デ

ィ
ア

等
を

活
用

し
た

「
兵

庫
県

CG
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
の

広
報
（

テ
レ

ビ
3

回
、
ラ

ジ
オ

5
回

、
新

聞
2

回
）

 
 

・「
兵

庫
県

CG
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
に

よ
る

情
報

共
有

（
ア

ク
セ

ス
回

数
：

約
6，

0
0
0
万

回
/年

）
 

・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
の

広
報
（

ラ
ジ

オ
1

回
、
新

聞
2
回

、
広

報
紙

3
回

等
）

 
 

・
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

に
よ

る
情

報
共

有
（

ア
ク

セ
ス

回
数

：
約

3，
80

0
万

回
/
年

）
 

・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

の
広

報
（

テ
レ

ビ
3
回

、
ラ

ジ
オ

2
回

、
新

聞
1
回

、
広

報
紙

2
回

等
）

 

・
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

に
よ

る
情

報
共

有
（

ア
ク

セ
ス

回
数
：

約
1
, 

60
0
万

回
/
年

）
 

・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
「

兵
庫

県
CG

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
の

広
報
（

ひ
ょ

う
ご

防
災

ネ
ッ

ト
ア

プ
リ

１
回

、
ラ

ジ
オ

１
回

、
広

報
紙

１
回

等
）

 
（

７
月

末
時

点
）

 

観
測

精
度

の
維

持
･
向

上
 

日
常

の
保

守
点

検
 

「
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画

」
に

基
づ

き
実

施
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
観

測
施

設
の

観
測

精
度

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
観

測
施

設
の

観
測

精
度

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
観

測
施

設
の

観
測

精
度

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
観

測
施

設
の

観
測

精
度

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施
し

、
観

測
施

設
の

観
測

精
度

を
維

持
 

必
要

に
応

じ
た

観
測

施
設

の
配

置
・

観
測

手
法

等
の

改
善

 

必
要

に
応

じ
実

施
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

改
善

の
必

要
な

し
と

判
断

 
巡

視
点

検
の

結
果

、
改

善
の

必
要

な
し

と
判

断
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

改
善

の
必

要
な

し
と

判
断

 
巡

視
点

検
の

結
果

、
改

善
の

必
要

な
し

と
判

断
 

巡
視

点
検

の
結

果
、

改
善

の
必

要
な

し
と

判
断

 

 

①
定

期
的

な
観

測
に

よ
る

デ
ー

タ
の

把
握

 

定
期

的
･継

続
的

な
観

測
の

実
施

、
デ

ー
タ

の
蓄

積
 

流
域

内
雨

量
､河

川
水

位
､土

砂
堆

積
､水

質
､水

温
､潮

位
の

継
続

調
査

・
デ

ー
タ

蓄
積

 

継
続

的
に

実
施

 
雨

量
、

河
川

水
位

、
水

質
、

水
温

な
ど

の
調

査
お

よ
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

実
施

 

・
雨

量
、

河
川

水
位

、
水

質
、

水
温

な
ど

の
調

査
お

よ
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

実
施

 

・
雨

量
、

河
川

水
位

、
水

質
、

水
温

な
ど

の
調

査
お

よ
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

実
施

 

・
雨

量
、

河
川

水
位

、
水

質
、

水
温

な
ど

の
調

査
お

よ
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

実
施

 

・
雨

量
、
河

川
水

位
、
水

質
、

水
温

な
ど

の
調

査
お

よ
び

デ
ー

タ
蓄

積
を

実
施

 

②
事

業
実

施
前

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

環
境

へ
の

影
響

把
握

、
順

応
的

管
理

、
知

見
の

蓄
積

、
事

業
へ

の
反

映
 

魚
類

、
底

生
動

物
、

植
生

、
瀬

・
淵

の
状

況
、

河
川

景
観

等
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

継
続

的
に

実
施

 

・
H
28

年
度

に
行

っ
た

ア
ユ

の
遡

上
調

査
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
ほ

か
、
関

係
者

へ
報

告
を

行
う

な
ど

周
知

に
努

め
た

。
 

・
武

庫
川

上
流

部
や

武
庫

川
峡

谷
で

の
貴

重
種

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

 

・
H
29

年
度

に
行

っ
た

ア
ユ

の
遡

上
調

査
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
他

、
関

係
者

へ
報

告
を

行
う

な
ど

周
知

に
努

め
た

。
 

・
武

庫
川

上
流

部
や

武
庫

川
峡

谷
部

で
の

貴
重

種
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
 

・
H
30

年
度

に
行

っ
た

ア
ユ

の
遡

上
調

査
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
他

、
関

係
者

へ
報

告
を

行
う

な
ど

周
知

に
努

め
た

。
 

・
武

庫
川

上
流

部
や

武
庫

川
峡

谷
部

で
の

貴
重

種
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
 

・
R
元

年
度

に
行

っ
た

ア
ユ

の
遡

上
調

査
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
他

、
関

係
者

へ
報

告
を

行
う

な
ど

周
知

に
努

め
た

。
 

・
武

庫
川

上
流

部
や

武
庫

川
峡

谷
部

で
の

貴
重

種
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
 

・
R
2
年

度
に

行
っ

た
ア

ユ
の

遡
上

調
査

結
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

予
定

の
他

、
関

係
者

へ
報

告
を

行
う

な
ど

周
知

に
努

め
た

。
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③
流

量
観

測
デ

ー
タ

の
蓄

積
 

増
水

時
や

平
常

時
の

流
況

把
握

 

増
水

時
や

平
常

時
の

流
量

観
測

デ
ー

タ
の

蓄
積

 

継
続

的
に

実
施

 

平
常

時
の

流
量

観
測

を
実

施
 

※
増

水
時

の
観

測
は

、
観

測
対

象
水

位
に

達
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

未
実

施
 

流
量

観
測

を
実

施
 

※
高

水
調

査
を

1
回

実
施

 
流

量
観

測
を

実
施

 
※

高
水

調
査

を
4
回

実
施

 
流

量
観

測
を

実
施

 
 

流
量

観
測

を
実

施
 

 

  

 
３

．
点
検

・
評

価
（

Ｃ
）
 

（
第
２

期
［
H
28

～
R
2］
）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・
雨

量
や

河
川

水
位

等
の

定
期

的
な

観
測

、
流

量
観

測
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
デ

ー
タ

活
用

に
つ

い
て

も
取

り
組

ん
だ

。
今

後
も

引
き

続
き

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
河

川
水

位
や

観
測

井
戸

な
ど

の
観

測
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
公

開
を

行
い

、
住

民
等

と
の

情
報

共
有

に
努

め
て

い
る

。
今

後
も

情
報

共
有

・
提

供
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
観

測
施

設
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

適
正

な
保

守
に

努
め

、
観

測
精

度
の

維
持

・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
水

位
予

測
及

び
氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
観

測
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
予

測
精

度
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
 

・
 

雨
量

や
河

川
水

位
等

の
定

期
的

な
観

測
、

流
量

観
測

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
活

用
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

だ
。

今
後

も
引

き
続

き
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

 
・
 

河
川

水
位

や
観

測
井

戸
な

ど
の

観
測

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

公
開

を
行

い
、

住
民

等
と

の
情

報
共

有
に

努
め

て
い

る
。

今
後

も
情

報
共

有
・
提

供
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
 

観
測

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
適

正
な

保
守

に
努

め
、

観
測

精
度

の
維

持
・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
観

測
デ

ー
タ

の
蓄

積
を

行
い

、
予

測
精

度
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

 
・
貴

重
性

の
高

い
水

生
植

物
等

の
移

植
後

の
生

息
状

況
調

査
及

び
保

全
対

策
を

実
施

し
た

。
引

き
続

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

て
実

態
把

握
に

努
め

る
。

 

・
 

雨
量

や
河

川
水

位
等

の
定

期
的

な
観

測
、

流
量

観
測

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
活

用
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

だ
。

今
後

も
引

き
続

き
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

 
・
 

河
川

水
位

や
観

測
井

戸
な

ど
の

観
測

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

公
開

を
行

い
、

住
民

等
と

の
情

報
共

有
に

努
め

て
い

る
。

今
後

も
情

報
共

有
・
提

供
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。
 

・
 

観
測

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
適

正
な

保
守

に
努

め
、

観
測

精
度

の
維

持
・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
観

測
デ

ー
タ

の
蓄

積
を

行
い

、
予

測
精

度
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

 
・
貴

重
性

の
高

い
水

生
植

物
等

の
移

植
後

の
生

息
状

況
調

査
及

び
保

全
対

策
を

実
施

し
た

。
引

き
続

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

て
実

態
把

握
に

努
め

る
。

 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
 

雨
量

や
河

川
水

位
等

の
定

期
的

な
観

測
、

流
量

観
測

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
活

用
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

だ
。

今
後

も
引

き
続

き
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

 
・
 

観
測

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
適

正
な

保
守

に
努

め
、

観
測

精
度

の
維

持
・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・
氾

濫
予

測
は

、
シ

ス
テ

ム
改

良
業

務
を

年
度

末
に

契
約

。
 

・
 

雨
量

や
河

川
水

位
等

の
定

期
的

な
観

測
、

流
量

観
測

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
活

用
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

だ
。

今
後

も
引

き
続

き
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

 
・
 

観
測

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
適

正
な

保
守

に
努

め
、

観
測

精
度

の
維

持
・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

 
・氾

濫
予

測
シ

ス
テ

ム
は

R
2
.1

0
に

３
時

間
予

測
を

６
時

間
予

測
に

改
良

。
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。
 

  

43



 
管

理
番
号

 ２
２

 

河
川

整
備

計
画

 
の

事
項
・

項
目

 
第

４
章

 
河

川
整

備
の

実
施

に
関

す
る

事
項

 
 

第
４

節
 

河
川

の
維

持
管

理
等

に
関

す
る

事
項

 
 

 
４

 
河

川
整

備
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

（
１

）
河

川
整

備
計

画
の

進
行

管
理

 
 

（
２

）
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

委
員

会
の

設
置

 
 

 
（

３
）

地
域

住
民

等
と

の
情

報
の

共
有

 

実
施
目

標
 

河
川

整
備

計
画

の
着

実
な

推
進

。
 

 
 

施
策

の
概

要
 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
委

員
会

の
設

置
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
住

民
等

と
の

情
報

の
共

有
化

を
図

る
。

 

  
１

．
期

別
計

画
（

Ｐ
）
 

 
２

．
実
績

（
Ｄ

）
 

 

河
川

整
備

計
画

 

の
事

項
・

項
目

 
取

組
方

針
 

点
検

指
標

 

期
別

計
画

（
 Ｐ

 
）

 
実

績
（

Ｄ
）

 

第
１

期
 

(
H2

3～
H2

7
) 

第
２

期
 

(
H2

8～
R2

) 

第
３

期
 

(
R3

～
R7

) 

第
４

期
 

(
R
8～

R
12

) 
H
28

 
H2

9 
H
3
0 

R
1 

R
2 

(
1
)河

川
整

備
計

画
の

進
行

管
理

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

図
る

仕
組

み
の

導
入

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
の

実
施

 

継
続

的
に

実
施

 
第

6
回

懇
話

会
で

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

実
施

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

実
施

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

実
施

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

実
施

 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

実
施

 

(
2
)フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

委
員

会
の

設
置

 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
委

員
会

の
設

置
 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
委

員
会

の
開

催
 

継
続

的
に

実
施

 
第

6
回

懇
話

会
を

開
催

 
（

H2
8
.
9）

 

第
6
回

懇
話

会
に

て
、

開
催

頻
度

を
5
年

に
2
回

に
変

更
し

た
た

め
、

H2
9
年

度
は

開
催

無
し

。
概

要
・

進
行

管
理

表
を

HP
で

公
表

 

第
7
回

懇
話

会
を

開
催

 
（

H3
0
.
9）

 

R
元

年
度

は
開

催
無

し
。

概
要

・
進

行
管

理
表

を
H
P
で

公
表

 

第
８

回
懇

話
会

を
開

催
 

（
R2

.
1
2）

 

(
3
)地

域
住

民
等

と
の

情
報

の
共

有
 

地
域

住
民

等
と

の
情

報
の

共
有

化
 

施
策

･
事

業
の

実
施

状
況

等
の

情
報

発
信

 

継
続

的
に

実
施

 

・
事

業
説

明
会

、
現

地
説

明
会

、
出

前
講

座
（

H
28

.4
～

H
2
9.

3
）（

1
3
回

開
催

）
参

加
者

累
計

約
5
57

人
、

広
報

紙
、

H
P
へ

の
掲

載
、

現
地

広
報

看
板

(
22

箇
所

)に
よ

り
工

事
概

要
を

周
知

 
・

流
域

団
体

主
催

の
イ

ベ
ン

ト
（「

武
庫

川
づ

く
り

ﾌｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

(
H
29

.
2
)」

、「
武

庫
川

づ
く

り
ｼﾝ

ﾎ
ﾟ
ｼﾞ

ｳ
ﾑ(

H
29

.
3)

」）
に

お
い

て
取

組
等

を
情

報
発

信
 

・
出

前
講

座
（

H2
8.

4
～

H2
9
.3

）（
27

回
開

催
）

参
加

者
累

計
約

40
9
人

 
・

広
報

紙
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

 
・

現
地

広
報

看
板

（
2
2
箇

所
）

に
よ

り
工

事
概

要
を

周
知

 

・
事

前
説

明
会

、
現

地
説

明
会

、
出

前
講

座
（

H
30

.
4

～
H
31

.3
）
（

1
4
回

開
催

）
参

加
者

累
計

約
5
0
2

人
 

・
広

報
紙

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
 

・
現

地
広

報
看

板
（

2
2
箇

所
）

に
よ

り
工

事
概

要
を

周
知

 

・
事

前
説

明
会

、
現

地
説

明
会

、
出

前
講

座
（

1
8
回

開
催

）
参

加
者

累
計

約
34

6
人

 
・

広
報

紙
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

 
・

現
地

広
報

看
板

（
2
0
箇

所
）

に
よ

り
工

事
概

要
を

周
知

 

・
事

前
説

明
会

、
現

地
説

明
会

、
出

前
講

座
（

7
回

開
催

）
参

加
者

累
計

約
4
0

人
 

・
広

報
紙

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
 

・
現

地
広

報
看

板
（

20
箇

所
）

に
よ

り
工

事
概

要
を

周
知

 

 

３
．

点
検

・
評
価

（
Ｃ

）
 

（
第
２

期
［
H
28
～

R2
］）

 
 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H2

8 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

H2
9 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
H3

0 
・

 
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

進
行

管
理

を
実

施
。

第
１

期
［

H
23

～
H
2
7］

を
総

括
す

る
と

と
も

に
第

２
期

［
H
28

～
H
3
2］

の
期

別
計

画
を

設
定

。
 

・
 

第
６

回
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

懇
話

会
を

9
月

に
開

催
。

 
・
 

適
宜

、
懇

話
会

か
ら

の
意

見
を

聴
い

て
整

備
計

画
の

次
な

る
進

行
と

改
善

に
努

め
て

い
く

。
 

・
 

事
業

内
容

等
を

紹
介

す
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

※
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
、

月
平

均
で

４
１

１
件

（
H
28

.
4～

H2
9.

3
の

平
均

）
を

超
え

る
な

ど
住

民
等

の
関

心
の

高
さ

を
示

し
て

お
り

、
説

明
会

や
出

前
講

座
な

ど
｢
地

域
住

民
等

と
の

情
報

の
共

有
｣
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

よ
る

効
果

と
考

え
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く

。
 

※
「
（

阪
神

南
地

域
）

武
庫

川
河

川
整

備
事

業
に

つ
い

て
」

 
h
t
tp

s:
//

we
b.

pr
ef

.h
yo

go
.l

g.
jp

/
hs

k0
6/

hs
04

_4
_0

00
00

00
33

.h
tm

l 

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

進
行

管
理

を
実

施
。

 
・
適

宜
、
懇

話
会

構
成

員
か

ら
の

意
見

を
聴

い
て

整
備

計
画

の
次

な
る

進
行

と
改

善
に

努
め

て
い

く
。

 
・

事
業

内
容

等
を

紹
介

す
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

※
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
、

月
平

均
で

2
20

件
（

H2
9
.
4～

H3
0.

3
の

平
均

）
と

前
年

度
下

を
回

っ
た

が
、

依
然

と
し

て
住

民
等

が
高

い
関

心
を

示
し

て
要

る
こ

と
が

伺
え

る
。
こ

の
こ

と
は

説
明

会
や

出
前

講
座

な
ど

｢地
域

住
民

等
と

の
情

報
の

共
有

｣
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

よ
る

効
果

と
考

え
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く

。
 

※
「
（

阪
神

南
地

域
）

武
庫

川
河

川
整

備
事

業
に

つ
い

て
」

 
h
t
tp

s:
//

we
b.

pr
ef

.h
yo

go
.l

g.
jp

/
hs

k0
6/

hs
04

_4
_0

00
00

00
33

.h
tm

l 

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

進
行

管
理

を
実

施
。

 
・
適

宜
、
懇

話
会

構
成

員
か

ら
の

意
見

を
聴

い
て

整
備

計
画

の
次

な
る

進
行

と
改

善
に

努
め

て
い

く
。

 
・
事

業
内

容
等

を
紹

介
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
※
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
、月

平
均

で
23

4
件
（

H3
0.

4
～

H3
1.

3
の

平
均

）
と

概
ね

前
年

度
並

で
、

依
然

と
し

て
住

民
等

が
高

い
関

心
を

示
し

て
要

る
こ

と
が

伺
え

る
。

こ
の

こ
と

は
説

明
会

や
出

前
講

座
な

ど
｢地

域
住

民
等

と
の

情
報

の
共

有
｣に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

よ
る

効
果

と
考

え
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く

。
 

※
「
（

阪
神

南
地

域
）

武
庫

川
河

川
整

備
事

業
に

つ
い

て
」

 
h
t
tp

s:
//

we
b.

pr
ef

.h
yo

go
.l

g.
jp

/
hs

k0
6/

hs
04

_4
_0

00
00

00
33

.h
tm

l 

点
検

・
評

価
（

Ｃ
）

 
R1

 
点

検
・

評
価

（
Ｃ

）
 

R2
 

    

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

進
行

管
理

を
実

施
。

 
・
適

宜
、
懇

話
会

構
成

員
か

ら
の

意
見

を
聴

い
て

整
備

計
画

の
次

な
る

進
行

と
改

善
に

努
め

て
い

く
。

 
・
事

業
内

容
等

を
紹

介
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
※
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
、
月

平
均

で
31

0
件
（

R1
.4

～
R
2.

3
の

平
均

）
と

概
ね

前
年

度
並

で
、
依

然
と

し
て

住
民

等
が

高
い

関
心

を
示

し
て

要
る

こ
と

が
伺

え
る

。
こ

の
こ

と
は

説
明

会
や

出
前

講
座

な
ど

｢
地

域
住

民
等

と
の

情
報

の
共

有
｣

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

る
効

果
と

考
え

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

く
。

 

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

進
行

管
理

を
実

施
。

 
・
適

宜
、

懇
話

会
構

成
員

か
ら

の
意

見
を

聴
い

て
整

備
計

画
の

次
な

る
進

行
と

改
善

に
努

め
て

い
く

。
 

・
事

業
内

容
等

を
紹

介
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
※
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
、
月

平
均

で
1
97

件
（

R
1.

4
～

R
2.

3
の

平
均

）
と

概
ね

前
年

度
並

で
、
依

然
と

し
て

住
民

等
が

高
い

関
心

を
示

し
て

要
る

こ
と

が
伺

え
る

。
こ

の
こ

と
は

説
明

会
や

出
前

講
座

な
ど

｢地
域

住
民

等
と

の
情

報
の

共
有

｣
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

よ
る

効
果

と
考

え
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く

。
 

 
４
．

改
善

（
Ａ

）
 
（

第
３
期

［
R3
～

R
7］

に
向

け
て
）

 
 

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
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